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「それはどういうことだ！」


　地下の薄うす暗ぐらい部屋で、そのでっぷりと太った男は唾つばを飛ばしながら、机を殴なぐり付けた。


　ぼうっと輝かがやくモニターの中に開いたウィンドウの顔が衝しよう撃げきで揺ゆれ、画面に、フライドチキンの衣ころもが飛んで張り付いた。


　そんなことはわからないのだろう、ウィンドウの中の男は、眉まゆひとつ動かさなかった。一見すると、やり手の中間管かん理り職しよくのビジネスマンのようだが、目を見れば、扱っているものが《まとも》な品でないことはすぐにわかる。


　青い瞳ひとみには、感情がない。


　こんな目になるには、少女たちのように《ＭＭＰ》の処理を受けるか、常人では体たい験けんすることのない修しゆ羅ら場ばを限りなくくぐる必要があった。


『ですから』


　男は目と同じ、感情の感じられない平坦な声で繰くり返した。


『《組そ織しき》はもはや博士──あなたを必要としなくなった。そういうことです』


　博士、と呼ばれた男のこめかみに、太い血管が浮かんだ。白いものが目立ち、ずいぶんと後退した髪の生はえ際ぎわが震ふるえる。博士──《パパ》博士の名で組織では通っている男は、黄色く濁にごった目を血走らせた。


「ふざけるな！　私の研究が！　この頭脳が、お前たちには必要なはずだ！　これまでの功こう績せきを忘れたとは言わせないぞ！　誰だれのおかげで《組織》が大きくなれたと思っている！」


　唾がモニターに飛んで張り付き、レンズの役目を果たして、男の顔を歪ゆがませた。それはまるで、自分を嘲あざけっているように見えて、《パパ》博士はぼってりとした唇くちびるをわななかせた。


「全すべて私の力だ！　私の才能なくして、貴き様さまたちに何ができた！」


『感かん謝しやはしていますよ』


　歪んだ顔を微び動どうだにさせず、男は答えた。


『博士の発明してくださった数々の武器・弾だん薬やくのおかげで、我々はずいぶんと儲もうけさせていただきましたから。ですが、それに見合う報ほう酬しゆうは御支払いして来たはず』


「金など──」


　問題ではない、と言おうとしたのがわかったのか、画面の向こうの男の顔に初めて感情が浮かんだ。薄い唇に浮かんだのは、明らかな嘲ちよう笑しようだった。


『博士……我々の関係はビジネスです。それ以上でも、以下でもない。博士は我々に武器のアイデアを提供してくださった。我々はそれを現実にするための資金、施設、人員を提供した。博士は完成品を納品し、我々は代金を支払った』


「それだけだというのか!?」


『もちろん、我々は無む慈じ悲ひな機き械かいではありません。ですから、申し上げているのですよ。頓とん挫ざした《ＭＭＰＳ》計画にかかった費用は一いつ切さい請せい求きゆうしない、と。計画の立ち上げから、今日までかかった費用を考えれば、あなたに保険金をかけて死んでいただくのがいい、という意見も出たのですよ？　ですが、博士のこれまでの功こう績せきをかんがみ、関係を切るだけで許そう、という話でまとまったのですから、感かん謝しやの言葉ぐらいあってもいいのではありませんか？』


「ふ、ふざけるな……」


　机の上で握りしめた手の指の間から、潰つぶされたフライドチキンが搾しぼりだされた。


『ふざけてなどいませんよ。そもそもの間違いは、博士──あなたが《ママ》博士を自由にさせすぎたのがいけない。もちろん、その理由もわかっていますよ』


　男の言葉に、《パパ》博士は体を震ふるわせた。それを見て、画面の中で男は身み動じろぎをした。おそらくは足を組み替えたのだ。


『……よもや、貴方あなたのような頭脳の持ち主が人妻に恋をし、そのために気を許すとは思いもしませんでしたよ。まして、《ＭＭＰＳ》に自分たちを《パパ》《ママ》と呼ばせて悦えつに入いるなどとは──あの子たちは二人の子供、ということですか？』


　脂あぶらぎった顔に、かっと血の色が上った。


「な、何を言っている……」


『隠かくさなくても結構ですよ、博士。全すべて、知っています。それでも、いずれ出荷できるのであれば、と思い、目をつぶっていましたが、あなたにはその気がないようだ。プロトタイプばかりを造り、一いつ向こうに量産に入らないのは、あの子供たちが不完全だからではない』


　男は、画面の向こうから指を突き付けた。


『あなたが、手放したくなかったからだ。あなたと、高たか幡はた博士との共同で作り上げた、二人の《子供》である《ＭＭＰＳ》を』


「ち、がう……」


　搾りだすように言った言葉に、男はゆっくりと首を振った。


『いまさらよしましょう。《ＭＭＰＳ》は面おも白しろい発想でしたが、実用的ではない、と我々は判断しました。ですが、全まつたく役に立たなかった、とは言いません。あなたの構こう築ちくした、『肉体強化処理技術』は、コストダウンを図はかれば局所的に応用が利ききます。それになにより……高幡博士の《ＭＭＰ》理り論ろんが素す晴ばらしい。無理な汎はん用よう性を持たさずに、『一芸』を刷すり込む『教育』に応用が利くでしょう。例えば……精度の高い兵器の仕上げには、どうしても人間の『感覚』が不可欠です。機き械かい任せではできない。ですがそれには、二〇年、三〇年という経けい験けんの蓄ちく積せきが必要です。しかし《ＭＭＰＳ》計画の過程で生みだされた六人の少女たちのデータは、雛ひな鳥どりだった《ＭＭＰ》理論を立派な成せい鳥ちように育て上げてくれました。応用すれば、一〇〇人の『職しよく人にん』を我々は簡かん単たんに手に入れることができる』


「だ、だが、そのデータは封印されているはずだ！」


『他ほかならぬ高幡博士の一子、高幡瞳ひとみが『キー』になっている……そうでしたね？』


「そうだ！　お前たちにもあの子供が必要なはずだ！」


『あなたには、でしょう？』


　男は再び身み動じろぎをした。


「ど、どういう意味だ……？」


『我々が本当に、あなたに任せっきりにしていたと思うんですか？　あるんですよ、バックアップが。もちろん最新のものではない、第四世代辺あたりまでのデータですが。『一芸』を仕込むには何の問題もありません。その後のデータは、あなたが渡してくれなくなりましたがね──おっと、とぼけるのはなしにしましょう。もちろん知っていますよ。データを定期的に送っていたこちらの人間を、博士が処分してしまったことは。そうと知ってもなお、あなたを自由にさせていた組そ織しきの温情を理解していただきたいものです』


　博士は唸うなった。骨だけになったフライドチキンが、脂あぶらで滑すべって手の中から飛びだしたことにも、気付かない様よう子すだった。顔は茹ゆで上がったように真まっ赤かで、目は毛細血管が破れて血が滲にじんでいる。彼は、自分が組織を甘く見ていたことを始めて知った。本気で、何もばれてはいないと思い込んでいたのだ。唯ゆい一いつの例外が自みずから手にかけた男だったが、それも、資料を持ちだされる前に処理できたもの、と信じていた。


「……あれは、私とユミのものだ」


『いいえ博士。あれは組織のものです。ですが我々も鬼ではない。そちらの手元にある《ＭＭＰＳ》までよこせとは言いませんよ。博士の隠かくし資産は回収させていただきましたが──』


　博士はハッとして、ヌルヌルした指でキーボードを叩たたいた。


「！」


　彼の隠し口座にあったはずの一〇〇〇万米ドルあまりの金が、跡形もなく消えていた。赤かった顔が、今度は血ちの気けを失って土つち気け色いろに変じた。


『どうかしましたか？　ずいぶんとお顔の色が悪い』


「貴き様さまら……」


　金がなくては、何もできない。研究も、この隠し施設の維い持じも、子供たちを日本に向かわせることも。金、金、金──何をするにも必要なのは資金だった。それも、莫大な。それを奪われたということは、全すべてが潰ついえることを意味していた。


『そうそう、ひとつ情報をさしあげましょう』


　勿もつ体たいつけるように、男は体を揺ゆすった。


『あなたの愛する、高たか幡はた博士ですが……どうやら《ＳＳＳ》の保ほ護ご下かに入ったようです。半月以内に、日本へ帰国する模様とのこと。実に数年ぶりに、本物の家族の感動の対面、というわけですな──それでは、ごきげんよう、博士。よき人生を』


　男の映像は消えてウィンドウは真っ暗になり、二度と再び彼の姿を映すことはなかった。それを睨にらんで、《パパ》博士はいつまでも椅い子すを動かなかった。





「この島ですか？」


　薄うす暗ぐらい艦かんの中で、衛えい星せい軌道上に浮かぶ偵察衛星から送られて来た映像を見ながら、ジェームス・フランクリンと名乗った男が呟つぶやいたのに対して、ロサンゼルス級原子力訓練潜せん水すい艦かん『ヘルコック』の艦長、エドワード・ブラウン大佐は眉まゆを顰ひそめた。


　そんなことを訊きかれても知るものか、というのが艦長の正直な感想だった。


　潜水艦の中にあって、ビジネススーツ姿という場違いな格かつ好こうをした、このジェームスという男は、ハワイで訓練を終えたばかりのところへやって来て特殊作戦軍司令の命令書を見せ、これより極秘作戦を行う、と告げて『ヘルコック』に乗り込んで来たのだ。


　命令書がある以上、従わないわけには行かない。


　だが、すぐに集められるのは訓練中の新兵ばかりだった。そこで、正規の乗員が到着するまで猶ゆう予よが欲しい、と申しでたのだが、それは即座に却下された。訓練の一いつ環かんとして行動することも、作戦のうちだということだった。


　仕方なく、エドワードは訓練生には真実を告げることなく、緊きん急きゆう訓練と称して新兵たちを集めて、パールハーバーを出港したのだった。


　見み慣なれぬ男が登場することに対しては、誰だれも何も言わなかったが、フランクリンが連れて来た人間に対しては、少なからず艦長も抵抗を覚えずにいられなかった。


　なぜならそれは、少女だったからである。


　黒髪で背が高く、両耳をすっぽりと蔽おおうヘルメットに、外からは不可視のゴーグルを付けていたが、無表情な口元を見れば、それが少女であることは明らかだった。


　軍人に男女差がなくなりつつあるとはいえ、潜水艦の女性乗員はまだ僅わずかだ。それは、空母に比べて遙はるかに限定された空間内で、何ヶ月にもわたって異性と過ごすことは、様々なトラブルを生むからだ。特に恋愛や、ＳＥＸのことで。


　あいにくと、今度の訓練生に女性はいなかった。


　つまりはジェームス・フランクリンの連れて来た少女が、今度の訓練での、初めての女性乗員ということになった。


　少女は十三、四に見えたため、問題はないかと思えたが、幼くとも密閉空間で発する体臭は男とは明らかに違っていた。


　そのことに対する動どう揺ようは、いたるところで目にすることができた。


　まず、落ち着きがなくなった。


　致命的なものはまだなかったが、細かなチェック・ミスなどは、明らかに増えた。これは、いくら叱しかり付けても直るものではなく、あと十日もこの状態が続けば、取り返しの付かないミスが起こる可能性が高かった。


　しかも、あとどのくらいで目的の海域に着くのかについても、フランクリンははっきりとしたことを告げなかったため、苛いら立だちは募つのるばかりだった。


　彼がようやくそれらしき場所を指示したのは、グリーンランドの西、デービス海峡を航行中のことで、カナダ東岸の巨大湾──ハドソン湾の、キングジョージ諸島に近い座標を示したのだった。相変わらず、目的については一言もなかったが、とりあえず、エドワードは胸を撫なで下ろした。ひとまず、あと数日の我が慢まん、とわかったからだ。


　作戦の性格上、新兵たちにそれを告げるわけには行かなかったが、先が見えたことで秩序を取り戻すことはできた。エドワードはより一層厳きびしく声を張り、新兵たちの気を引きしめた。


　おかげで事故もなく、指定された海域に辿たどり着くことができた。


　いま『ヘルコック』は、キングジョージ諸島からは少し外れた場所にある小島の沖合いの海中で静かに息を潜ひそめていた。


　その島こそが、フランクリンの見ている衛えい星せい画像の島であった。


　キーを叩たたき、別の画像を何校も呼びだして、彼は頷うなずいた。内の一枚は明らかに、島の地下に巨大な施設があることを示していた。


「どうやら間違いないようですね……見ますか？」


　フランクリンは、手元の資料をひらひらとさせた。


「…………」


　受け取り、ざっと目を通すと、それは島に関する調査資料だった。


　それによると、この島には家──というよりも、館やかたが一軒だけしかないらしい。


　かつては毎夏ごと、どこかの国の金持ちが避ひ暑しよに訪れたとあるが、いまは住むものもなく、それを証明するかのように、添てん付ぷされた写真の中の館は、屋根は崩くずれ落ち、壁かべにはまるで建物だけでも逃がさないとでもいうかのように、蔦つたが絡からみ付いている。


　窓は、割れているか、破は壊かいを免まぬがれたガラスは黒く曇くもって、中までは写っていない。片方が外れて倒れた鉄門の傍そばには、運転席のひしゃげたトラックが一台、錆さびた塊と成り果てて、土に返ろうとしていた。外がい壁へきの一部は崩れ、この朽くちかけたトラックが、ハンドル操そう作さを誤ったかもしくは故意にか、激げき突とつしたことは間違いなかった。


　数十年前の夜、この館が炎上した時、その炎は遠くラブラドル半島からも見えた、と書かれているが、何があったのかはわかっていないようだ。


　だが、以来、打ち捨てられていたはずの館の地下に、いまも稼か動どうしている謎なぞの施設があることを、リモートセンシングによる画像が証明している。


「ここへ潜せん入にゆうを？」


「ええ」


　狭せまい艦かん長ちよう室しつで、それでもゆったりとくつろいだ仕し草ぐさで体を背もたれに預けて、フランクリンは腹の上で手を組み、薄うすく微ほほ笑えんだ。


「安心してください。新兵を貸して欲しいなどとは言いませんよ。どうせ役には立たないでしょうし、ここで待っていてくれればそれで結構」


　顔にこそ出さなかったが、艦かん長ちようはホッとした。訓練中の新兵に、特殊部隊の真ま似ねは不可能だ。フランクリンの言葉には、嘲あざけるような調子があって、それについては腹が立たないわけではなかったが、言葉は飲み込んだ。


「おそらく、お客さんを連れて来ることになると思いますから、そのつもりでいてください。場合によっては、死体袋に入っているかもしれませんがね」


「失礼だが、あなたはどこかで訓練を？」


「まあ、それなりには。しかし、私が危険に晒さらされるようなことは、まずありませんよ。施設の制圧は、私の優ゆう秀しゆうな部下が行いますから」


　では他ほかにも部隊が来ているのだ、と艦長は納得したが、フランクリンの目が彼の隣となりに座る、結局、一度もヘルメットを外さなかった少女に向けられたのが、不可解だった。


　すると、フランクリンは、そんな艦長の心を読んだかのように振り向いて、どことなく皮肉めいた微ほほ笑えみを浮かべた。


「ご察しの通りです」


「！──まさか、その少女が!?」


「ええ」


　楽しげに、フランクリンは目を細めた。


「見かけはこんな風ですがね、この子は、兵士としてはとても優秀なんですよ。ほとんどあらゆる武器に精通していますし、戦せん闘とう機きも、ヘリも、この潜せん水すい艦かんだって、試させてもらえるならどの部署の仕事でも完かん璧ペきにこなして見せますよ」


　それは、訓練生への侮ぶ辱じよくに思えた。


　どんなことでもそうだが、その道のプロになるためには、経けい験けんが不可欠だ。知ち識しきだけなら、短時間でも覚えることができるかもしれないが、経験は、時間とは切っても切れない関係にある。どう見ても、この少女にはそれが欠けていた。


　すると、肩を揺ゆらしてフランクリンは笑った。


「……失礼。いや、信じられないのは無理もありませんよ。この目で見ている私だって、いまでも、何かのマジックじゃないかと思ってしまうくらいですからね。ですが、相手も《化ばけ物もの》だ。とすれば同じ《化物》をあてがうのが得策というもの」


「何のことだ？」


「いえ、こちらのことです。お気になさらぬよう。さて──」


　フランクリンは資料を艦長の手元から回収して、立ち上がった。隣に座っていた少女も、無言で椅い子すを立つ。体にぴったりとした黒い服は、ウエットスーツのようにも見える。


　だが、フランクリンの言葉を信じるのなら、彼女がこれから乗り込む小型潜せん航こう艇ていは配備が始まったばかりの改良型の潜水員輸ゆ送そう艇ていであり、従来のウエット型と違ってドライ型となっており、濡ぬれることなく海岸へ上陸することができるようになっている。


　とすれば、どちらかと言えばライダースーツに近いものなのかもしれない。


「では、始めるとしましょう。艦かん長ちようは、ここで私からの連絡を待ってください。万が一──そんなことはまずないでしょうが、六〇分を過ぎても何の連絡もなかった時は、即時撤てつ退たいし、真しん珠じゆ湾わんに帰到して本来の任務に戻ってください」


「了解した」


　言われなくても、ブラウンはそうするつもりだった。自分には、この艦の訓練生を一人前にする義務がある。こんなところで、分けのわからない任務のために、若い命を犠ぎ牲せいにするつもりは毛もう頭とうなかった。


　フランクリンは意味ありげな笑えみを浮かべると、少女の背中に手を回して、それがとても軍の機き密みつ作戦だとは思えなような、おかしなことを言った。


「……さて、それじゃあ、会いに行きましょうか。君の《パパ》に」





　何も表示されていなかった画面に不意にウィンドウが開き、《パパ》博士は体を硬くして目を瞠みはった。ウィンドウには、黒字に赤文字で『ＡＴＴＥＮＴＩＯＮ！』と表示され、直後に次々とウィンドウが開いて、島のあちらこちらの様よう子すが映しだされた。


（侵入者だと……？）


　またぞろ、肝きも試だめしに観かん光こう客がやって来たのだろうか？　だとしたら運がない。こんな暴悪の気分の時に足を踏み入れるとは。


（捕えて、新しい実じつ験けんの試験体にしてくれよう。苦痛に泣き叫びながら、私に許しを請こう姿を見れば、少しは気が晴れるというものよ）


　博士は、脂あぶらまみれの手で乱れた髪をかき上げると、西岸のカメラの映像のプライオリティを一番高くした。髪にフライドチキンの衣ころもがついていたが、気にもとめなかった。


　画面の中で、月明かりに白い砂浜が美しく映はえている。環かん境きようビデオの映像のようだ。かつてはここで金持ちどもが短い夏に海水浴を楽しんだこともあったが、いまは手入れをする者もなく、漂ひよう流りゆう物が打ち寄せられるままになっている。


　時折、命知らずの観光客や、この屋や敷しきに金かね目めのものがあるという噂うわさを開き付けた泥どろ棒ぼうが上陸するのもここだ。他ほかは、船を着けるのには適さない崖がけになっている。


　だが、船の姿はない。


　巨大な鮫さめか何かを捕えたセンサーが、誤作動をしたのだろうか──そう思った瞬しゆん間かん、何か巨大なものが海岸に水みず飛沫しぶきを上げて乗り上げた。真まっ黒くろな、小型の鯨くじらか、それこそホオジロ鮫かと思えるような巨体だった。


　音を拾っていれば、相当に派は手でであっただろう。隠おん密みつ性とか、そうしたことは一切考えていないらしき行動だけに、本当に小鯨が迷い込んだのかと思ったが、確かく認にんのためにナイトビジョンに切り替えた。


　ウィンドウの映像が、緑一色になる。


　代わりに、様よう子すがはっきりと映しだされて、途と端たん、博士は椅い子すを蹴けって立ち上がっていた。


（特殊潜せん航こう艇てい！）


　それに間違いなかった。真まっ黒くろな魚ぎよ雷らいのような形には見覚えがある。この基地にも、同型の潜航艇が二機、脱出用に配備されている。博士は、奥歯が割れんほどに歯は軋ぎしりをした。組そ織しきがこのタイミングで自分のことを切った理由がわかった気がした。連中はおそらく、自分のことをどこかの誰だれか──おそらくはアメリカに売ったのだ。


《ＭＭＰＳ》計画と引き換えに、組織は自己の保身を図ったのだろう。研究所が《ＳＳＳ》に襲しゆう撃げきされた際に、《ＳＥＡＬＳ》らしき部隊が後方支し援えんに付き、施設の廃はい棄き後に資料を巡めぐって両者が戦せん闘とうを行ったことは知っていた。


（少なくとも、アメリカはわたしたちの研究を認めてくれているということか）


　ああして施設を襲撃し、《ＳＳＳ》と戦ってまで資料を奪取しようとし、いままたこうして、ここへやって来た。その事実に、微かすかな希望が博士の胸に生まれた。連中は、私たちを必要としている──だが、その喜びはすぐに怒りへと変わった。


　潜航艇の上部のハッチが開いて外に出て来たのは、細ほそ身みの兵士が一人きりであったからだ。それなりの武装はしているが、一人であることには違いない。侮ぶ辱じよくだとしか思えなかった。組織から情報の提供を受けているのなら、こちらの手元にはまだ二人の《ＭＭＰＳ》があることを知っているはずだ。それなのに、たった一人！


（！　いや、まだ──）


　博士は、脂あぶらぎった鼻を画面に近付けた。潜航艇の中から、ずいぶんと遅れてもう一人、誰かが出て来たのだ。しかし、その人物の格好は一人目にも増して、博士を怒りに震ふるわせた。どう見ても、スーツ姿だったからだ。それこそまるで、ふらりと観かん光こう地に商しよう談だんにやって来た、といった風ふ情ぜいだった。


（どういうことだ？）


　交渉に来た、ということだろうか？　ならば、たった二人で現れたのも理解できる。


　しかし、その考えも否定されたように思えた。


　一いつ瞬しゆん、画面の中で光が輝かがやいたと思った瞬間、画面が真っ暗になったのだ。おそらくは、カメラが破は壊かいされたのだろう。光は、マズルフラッシュのものに違いない。巧妙に偽ぎ装そうしたカメラを違たがうことなく撃うち抜いた腕も確かだが、組織からは相当な情報が渡っていると思って間違いなかった。そうでなくて、カメラの場所が分かるはずもない。


　博士は、途と切ぎれる前の映像を呼び出して、銃を撃ったのが先に下りてきた細身の兵士であることを確認した。拡大して補正すると、ウエットスーツのようなぴったりとした服を着て、多数のポーチのついたタクティカルベストを装着している。太ふと腿ももにはタクティカルホルスターを着けているのも確認できた。手にしているのは、グレネードランチャー付きのＭ４Ａｌカービン銃だ。頭にはバリスティック・ヘルメットと、ゴーグルを着けているが、反射の具合か顔は見えない。


（……女か）


　よく見れば、そうだとわかった。別に珍しいことではない。男よりも女の方が生物学的に、戦場の極限下においては精神的、肉体的にも強い、というのが博士の見解だった。同じ訓練を積んだ場合に於おいては、体格差から生じる腕力などの劣れつ勢せいがあるのは事実だが、持久戦においては遙はるかに女の方が強い。


　博士は、別のウィンドウを呼びだした。彼女の手にしているカービン銃の射程外の、屋や敷しきの崩くずれた屋根の柱のてっぺんにある赤せき外がい線せん暗視カメラで、二人の様よう子すを捉とらえようと方向を変えた。


　二人の姿は、簡かん単たんに見つけることができた。彼らは海岸を上がり、真まっ直すぐに屋敷へと続く道を歩いて来る。男の方は、全まつたく何も警けい戒かいしていないように見えた。口元で、ぽう、と明かりが灯ともった。煙草タバコを吸ったのだ、と理解するのに数秒かかった。


　見られていることは、知っているはずだ。もしも、どこからかスナイパーが狙ねらっていれば、格好の標的である。


（知っているのだな）


　博士は、チョッ、と舌打ちをした。この二人は、ここには護ご衛えいなどいないことを、先刻承知しているのだ。だが、どうして必要としないのかを理解しているとは言い難がたかった──護衛がいないのは、必要ないからだということを。


（思い知らせてやる必要があるな）


　脂あぶらぎった唇くちびるを、博士は嘗なめた。


（あの女兵士は殺し、あの男は半殺しにして、私たちの娘がいかに優ゆう秀しゆうであるか、それを見せ付けてやろう。その上で、交渉をもちかけてもいい）


　おそらくよくわかっていないのだ。それは理解できる。一目で暗殺者だと見抜かれるようでは、意味がない。まさか、という意外性こそが、《ＭＭＰＳ》の最大の特徴なのだから──だから、理解させてやろう。


「……《マスカレード》！」


　博士は大声で叫びながら、部屋を出た。外に聞こえる心配はない。


　部屋の外は、そこが研究所だとは言われなければわからないほど、至し極ごく、普通の家の廊下に見えた。床は板張りで、壁かべには窓がある。月の明るい夜の景色が映うつしだされているが、本物ではない。ここは、地下なのだから。


　廊下には六つの扉が並んでいて、内の四つまでが開けっ放しになっていた。《４》と彫ちよう金きんされたプレートが張られた前に立つと博士は扉を乱暴に叩たたいて、返事を待たずに開いた。


　ランプの仄ほのかな明かりが、キングサイズのベッドをぼんやりと照らしだしている。いずれ《パパ》と《ママ》が娘をはさんで眠ることができるように、とそうしたのだ。他ほかの部屋も全すべて同じ造りになっている。


　博士は、手探りでスイッチを探り当て、照明を点つけた。天てん井じよう全体が、煌こう々こうと昼間のように輝かがやき、部屋全体を映うつしだした。プログラムが働いて、窓の外に夜の景色を映しだす。その周まわりには、様々な《仮面》がかかっていて、物言わぬ目で、静かに虚こ空くうを見つめていた。


　だが、このほとんどはインテリアで、実際に使えるものは少ない。


　その中から博士は、つるりとした、鏡かがみでできた卵にシュノーケルに似た呼吸器を着けたような《仮面》を外すと、それを手にベッドに向かった。


　大きなベッドの上では、ブラウンの長い髪をした浅黒い肌の少女が、すうすうと寝息を立てていた。少女の顔は見えない。なぜなら彼女の顔にはマジックで書いた線せんのような顔の《仮面》が乗っているからだ。


　ベッドの脇わきに立って、博士は手にした《仮面》の縁ふちで、少女の額ひたいをコツコツと叩たたいた。


「起きなさい《マスカレード》」


　ぴたりと寝息がやんで、薄うすいパジャマの下で上下していた胸も止まった。切れ込み線のような暗がりの向こうで瞼まぶたが開き、髪と同じ栗くり色いろの瞳ひとみが瞬またたいた。


「……おはようございます、《パパ》博士」


　横たわったまま、少女はくぐもった声で言った。


「でも、まだ起きる時間じゃないと思うの。四時間くらいしか寝ていないわ」
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「ああそうだね。だけど、悪い奴やつが来たんだ」


「悪い奴？　《スペクタクルズ》？」


　くりっと瞳ひとみを動かして、少女は第六世代の《ＭＭＰＳ》の名を口にした。自分たちを裏切って《ママ》を攫さらった。残された娘たちには、《スペクタクルズ》が《ママ》を殺した、と話してあった。だから、その息子の高たか幡はた瞳ひとみが必要なのだ、と。自分たちを取り戻すための方法は、その息子の体に隠かくされている、と。


　すでに三人が日本に飛んで、彼を拉ら致ちしょうとして失敗している。


　それは全すべて、《スペクタクルズ》のせいだった。


　六人の中では、もっとも完成された《ＭＭＰＳ》である彼女は、第一世代の《ドレス》、第二世代の《Ｂ・Ｐ》、第三世代の《ウィッグ》、を退しりぞけることに成功していた。《ドレス》は、何をされたのか敵に寝返り、《ウィッグ》は《ＳＳＳ》に捕ほ獲かくされ、《Ｂ・Ｐ》は行ゆく方えが知れない。


　同じ汎はん用ようタイプの旧世代である《ドレス》と、潜せん入にゆう暗殺に特化させた《ウィッグ》が遅れを取ったのは仕方ないにしても、完全な戦せん闘とうタイプの《Ｂ・Ｐ》が敗やぶれたのは驚おどろきだった。インプリンティングされた能力は少ないが、それゆえにひとつひとつは高いポテンシャルを維い持じできているはずだった。


　敗れた理由はわかってはいない。《スペクタクルズ》の能力がそれだけ高かった、ということなのかもしれず、作戦を練ねりなおす必要もあって、残る二人の《ＭＭＰＳ》の派は遣けんを見合わせていたのが、結果的にはよかったといえるだろう。


　博士は、手の中で《仮面》を回して微ほほ笑えんだ。


「いいや、そうではないよ。そうじゃない。でも、悪い奴だ」


　スリットの向こうの瞳が、《仮面》を見た。


「殺しちゃっていいの？」


「一人はね」


　博士は、ポケットから出したリモコンを窓に向けてスイッチを押した。夜空だった光景が切り替わり、分割された本物の外の暗視映像に変わる。二人の人間が、壊こわれた門を乗り越えようとしている姿が写った。


「カービン銃を持っている女の方は殺していい。好きなやり方で、好きなように──だけど男の方は駄だ目めだよ？　口をきけるくらいには、生かしておかないと。いろいろと訊きかなくちゃならないことがあるんだ」


「そうしたら、ご褒ほう美びに近付ける？　あたしが誰だれなのか、わかる？」


　博士は大きく頷うなずいた。


「もちろんだとも。うまくやったら、《マスカレード》を一番に治してあげるよ？　そのためには、連中のことが済んだら日本に行って、《ママ》の息子を捕まえなくちゃ」


「うん、わかってるわ」


　少女は体を起こすと、博士の手から《仮面》を──伝説の暗殺者能力を引き出す《鍵かぎ》となっている《仮面》を受け取り、着けていたものと取り替えた。立ち上がり、ヘッドボードを振り返る。その上には大きな鏡かがみがあって、少女はそこに写った自分の顔を見た。


　ただ立っているだけなのに、雰囲気がガラリと変わった。傍そばにいるだけで鳥肌が立つ。銀色のつるりとした顔で少女は振り返り、博士はそこに自分の顔を見た。


「……見せ付ける？」


《仮面》の向こうで、少女は呟つぶやいた。


　何を言いたいのかはわかる。どう殺すか、ということだ。博士は頷うなずいた。あのビジネスマンを気き取どっている男には、自分が相手にしているのがどれほどのものかということを、思い知ってもらわねばならない。それでこそ、価値がわかるというものだ。


「男の気がおかしくならない程度にするんだよ？」


「うん」


　少女は頷くと、無造作にパジャマを脱いだ。気にした様よう子すもなく、博士の目の前で下着も脱いで全裸になってしまうと、ベッドを飛び降りてその下の収納を引きだして、迷わず黒い全身タイツのような服を選んで足を通した。腕も通し、髪まですっぽりと収めてしまう。


　筋肉のラインがわかるほどに薄うすいが、動きやすさは抜群で、衣きぬ擦ずれの音もなく、さらに防ぼう弾だん性にも優すぐれている。もちろん撃うたれれば、痣あざくらいはできるが、貫通することはない。


　隣となりの棚たなを引くと、今度はずらりと武器が現れた。


　収められているのは銃ばかりではない。ナイフや刀、小さいものなら針まで。様々に使えるものがそこには揃そろっていた。


　銀の《仮面》の少女は、その中から大ぶりのナイフを選えらんだ。刀身も黒く塗と装そうされていて、光を反射しないタイプのナイフだ。暗殺から拷ごう問もんまで、それ一本で様々なことができる。


　少女は同じく黒いベルトを腰に着けるとナイフを鞘さやに収めて、《仮面》の脇わきを叩たたいた。すると、銀板のようだったそれはたちまち漆しつ黒こくに変わって、博士は、夜の井戸を覗のぞき込んでいるような気分にさせられた。


「それじゃあ、行ってくるね《パパ》博士」


「ああ、頼んだよ」


　少女はこっくりと頷くと、音もなく部屋を出て行った。


　廊下に小さな背中が消えると、博士は部屋を出て隣へ向かった。廊下にはもう《マスカレード》の姿はない。プレートに《５》とある部屋の扉を、今度もノックをして中に入り、同じように手探りでスイッチを探し、照明を点つけた。


　部屋の中には、同じくキングサイズのベッドがあって、やはり少女が一人眠っていた。


　だが、今度は顔も見える。柔らかいブロンドの髪に、薔ば薇らの色をした頰ほお。


　可か愛わいらしいが、しかし、どこか造り物めいている、と思うのは、その顔が本物ではないと知っているからかもしれない。


　少女の鼻も、耳も、唇くちびるでさえも、本物ではない。全すべて、手術によって除去されていた。その方が、自在に変装が可能だからだ。《ウィッグ》と同じタイプの《ＭＭＰＳ》であるこの少女《メイク》は、整形ではなく、特殊メイクで他た人にんになりすまし、なりきることで、敵の懐ふところ深くに潜せん入にゆうを計はかる目的で調整された《ＭＭＰＳ》だった。


　世代が第五と新しいために、《ウィッグ》のように潜入テスト以前であったため、誰だれかになりきらせて日本に送ることはできなかった。油断をさせて暗殺を遂とげるタイプのため、戦せん闘とう能力は限定されており、いまのような事態には向いていない。


　博士がベッドに腰を下ろしても、《メイク》は目を覚さまさなかった。その様よう子すは、どことなく蠟ろう人にん形ぎようを思わせた。もしくは死体か。


　リモコンを取りだし、博士は窓に向かってボタンを押した。《マスカレード》の部屋と同じょうに、窓に、侵入者の姿が映しだされる。


　ふと、女の方に見覚えがあるような気がして、博士は唇を嘗なめた。リモコンについたジョグダイヤルを操そう作さして、カメラをズームさせて見たものの、暗視映像では細部までははっきりとはわからなかった。


（まあいい。あとでわかることだ──《マスカレード》がしとめれば）


　博士は、少女が仕事をしやすいように、施設の中のほとんどの照明を落とした。


　暗くら闇やみの中では、あの《仮面》をつけた彼女は、並みの相手では太た刀ち打うちのできない暗殺者へと変ヘん貌ぼうを遂とげるのだ。





「ここか」


　いまは、ジェームス・フランクリンという名で通っている男は、古びたキャビネットを見て呟つぶやいた。明らかに隠かくし棚だなになっているのだが、積極的に隠いん蔽ペいしようという意思は見られない。なぜなら、床の埃ほこりの積もり具合で動かした跡が丸わかりで、それを隠そうとした様子がないからだ。


「ここまで来た奴やつがいない、ってことかね」


　言って、フランクリンはキャビネットの中に手を突っ込んで、仕し掛かけを見つけるとそれを外した。単純なものだ。組そ織しきで用意したものではなく、元々この屋や敷しきに備わっていたのをそのまま使っているのかもしれない。


　だが、キャビネットの向こうに現れたのは、明らかに場違いな代しろ物ものだった。


　カジノの大金庫のような、金属製の扉である。


　特殊なセンサー錠じようが取り付けられていて、まともにやっていては、《ＭＭＰＳ》の能力をもってしても、開錠には時間がかかりそうだった。


「おい」


　フランクリンは振り返りもせずに、指を鳴らした。後ろに無言で控えて、辺あたりを警けい戒かいしていた少女が音もなく、足跡も残さずに近付いて来て、隣となりに立つ。


「ぶっ壊こわせ。そうだな……《ＴＹＰＥ─Ｓ》でいいだろう」


　少女のヘルメットの中で、微かすかな機き械かい音おんがした。


　ほんの一いつ瞬しゆん、彼女は体を硬直させ、それから何なに事ごともなかったかのように、タクティカルベストから１ポンドのＴＮＴ爆ばく薬やくを取りだして、扉の前に跪ひざまずいた。


　フランクリンは後ろに下がると、丈夫そうな柱の影かげに隠れた。すぐに、少女も傍そばにやって来て扉に背中を向け、信管に繫つながった発火具を取りだして、その先を捻ひねった。


　途と端たん、轟ごう音おんと共に爆薬が炸さく裂れつし、埃ほこりがすぐ脇わきを吹き抜けて行った。キャビネットが倒れ、中の古ぼけた食器が割れる音がそれに混じっていた。


　少女は無言で立ち上がると、物陰から出た。


　口元しか見えない横顔からは何も読み取れない。埃をかき分けて隠し扉に向かうのを、フランクリンは見送りながら、懐ふところから煙草タバコを取りだして、静かに火を点つけた。


　どうせ、どこからか見ているに違いない。


　狙そ撃げきにはもってこいの目標だろうが、撃うたないとわかっていた。中にいる人間が情報通りだとしたら、自分を高く売り込もうとするはずだ。狙撃では、《ＭＭＰＳ》の実力を見せ付けることはできない。


　やがて、巨大な扉が倒れる金属的な轟音が聞こえて、足元を再び埃が吹き抜けて行った。


　フランクリンは煙草をくわえたまま物陰から出た。


　ヘルメットの少女は、何も言わずに彼が来るのを待っていたが、顎あごをしゃくるようにすると頷うなずいて先に扉の中へと入った。シュッと音がして、花火のように辺あたりを照らす照明筒が焚たかれて転がされる。淡い赤い輝かがやきに照らしだされたのは、殺風景な、特に変哲もないコンクリート製の通路だった。天てん井じようには一定の間隔で換気口と照明が並んでいるが、灯あかりはおそらく意図的に消されている。


（仕し掛かけて来るか）


　何の気け配はいも殺さつ気きも感じることはできなかったが、そう思えた。静かに照明筒が消えて行く。次の筒を使う指示は出さず、フランクリンはスーツの内ポケットから《スペクタクルズ》を出してかけた。ただの眼鏡めがねではない。暗視ゴーグルと同じ機能を果たす。


「……《ＴＹＰＥ─Ａ》」


　呟つぶやくと、少女のヘルメットから再び微かな機械音が聞こえて、ふっと気配が消えた。照明筒が消えて、裸眼では何も見えないが、グラスを通してなら、はっきりとそこにいるのが見えるのに、気配だけがない。


　すると、少女が不意に振り向いた。


　銃口がフランクリンの方を向いて上がる。ひやりとした恐怖が背中を走ったが、動かなかった。少女は躊躇ためらうことなく引き金を引き、銃声が響ひびき、マズルフラッシュが十字に瞬またたいた。


　弾だん丸がんが耳元を掠かすめ、風が唸うなる。


　背後の天てん井じようが抉えぐられて、コンクリートが砕ける音が聞こえたが、一発もフランクリンには当たらなかった。


　すた、と代わりに誰だれかが床に降り立つ音が微かすかに聞こえて、直後に脇わきを風が駆け抜けた。


　だが、眼鏡めがねには何も映うつっていない。


　この眼鏡は、物体が放射する赤せき外がい線せんを検知して可視映像に変換するパッシブ方式である。よって、対象物体が赤外線を一切発していなければ見ることはできない。


　フランクリンの連れて来た少女は、あいにくと、汎用性を持たせるために完全遮しや断だんのバトルスーツというわけにはいかなかった。携けい行こうしている武器もそうだ。


　舌打ちをして、フランクリンは眼鏡を外した。


　辺あたりは暗くら闇やみに包まれたが、再びカービン銃が火を噴ふいて、そのマズルフラッシュに襲しゆう撃げき者しやの姿が一いつ瞬しゆんだが、浮かび上がった。


　フィルムに映像が焼き付けられるように、フランクリンの目にはその姿が残った。


　全身、黒くろ尽ずくめの少女。


　フルフェイスの、呼吸器の付いた卵のような仮面を着けていて、手には大ぶりのナイフを持っていた。その刀身も黒。それが振るわれた瞬間、カービン銃の銃身がすっぱりと切断されたのが見えた。
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　辺あたりは再び闇やみに落ち、フランクリンは舌打ちをして、照明筒を取りだすと紐ひもを引いて、それを転がした。せっかくの実力を、この目で見るチャンスを逃すのは惜おしい。


　光の中に、二人の少女の姿が浮かび上がる。


　フランクリンが連れて来た少女も、使い物にならなくなったカービン銃を捨て、背中から襲しゆう撃げき者しやと同じような大ぶりのナイフを取りだし、これを振るった。


　襲撃者の少女は僅わずかに身を引いて、刃先を数ミリの差でかわした。それは、危あやういところ、ぎりぎりになってしまったのではなく、最小限で見切ったのだとわかった。襲撃者は体勢をすぐに立て直して反撃でた。フランクリンの連れて来た少女は同じようにかわそうとして、しかし、バイザーが刃先を掠かすった。


　構わず反撃をする。しかし、その悉ことごとくがかわされ、そして、その度たびに繰くりだされる反撃の刃やいばは、確実に少女を傷付けた。


（同じスキルであっても、やはり世代間で差があるか）


　フランクリンは壁かベに寄りかかると、


「……《ＴＹＰＥ─Ｊ》」


　と呟つぶやいた。


　一いつ瞬しゆん、少女の動きが硬直する。そこを目め掛がけて、黒い刃が振り下ろされた。刃は、確実に頸けい動どう脈みやくを捉とらえている。首までしっかりとスーツでガードはしてあるが、その対象は既き存そんの武器に限られている。この《仮面》の少女のナイフがそれに当てはまるかどうかはわからなかった。


　すっぱりと首を搔かき切られた、と思った瞬間、フランクリンの連れて来た少女の姿は、目の前から消えていた。


　否いな、そうではない。


　おそらく《仮面》の少女にはそう見えただろうが、フランクリンは見ていた。彼女が身をくねらせて、一瞬で必殺の間合いから脱出し、逆に背後を取ったのを。それは、人というよりもひどく動物的だった。


（やはり妙なものだな、人が《ジャガー》の動きをするというのは）


　フランクリンは、無表情な口元の少女の横顔を見つめた。比べると、振り向いた《仮面》少女の動きが、やけに緩かん慢まんに見える。振り上げた手は遅く、その手首に少女は喰くらい付いて、そのまま床に引き倒しだ。そうして、がっちりと四し肢しを固定して馬乗りになる。


　普通の女性兵士であったのなら、簡かん単たんに弾はじき飛ばすことができたはずなのだろうが、そうは行かなかった。見た目の体格差そのままに、《仮面》の少女は押さえ込まれて動けず、その上に馬乗りになって、フランクリンの連れて来た少女は獣けだもののように唸うなった。


「なるほど、たいしたものだ」


　それが《仮面》の少女に向けられた言葉なのか、それともヘルメットの少女に対してのことなのかは、間違いなくどこかで盗み見、そして聞いている人物にはわからなかっただろう。


　フランクリンは、懐ふところのホルスターから拳けん銃じゆう──ベレッタＭ９２Ｆを引き抜くと構え、そして容赦なく引き金を引いた。





　銃声に思わず体を震ふるわせ、《パパ》博士は血ちの気けを失った顔で、映像の途と切ぎれた窓を──モニターを見つめたまま動けなかった。


　次々と映像が消えて行く。


　男の方が正確にカメラを撃うち抜いているのだ。その軌跡を追うまでもなく、侵入者は真まっ直すぐにここへ──最深部の《ＭＭＰＳ》のベッドへと近付いて来ているのがわかった。


　だが、そうとわかっても、博士はその場を動くことができなかった。


　あの侵入者の女兵士の動きには、憶おぼえがあったのだ。


　あれは《ジャガー》──《ＭＭＰＳ》にインプリンティングされた、動物スキルのひとつに間違いない。そして、それを持つ《娘》は一人しかなかった。


　第二世代《ＭＭＰＳ》──コードネーム《Ｂ・Ｐ》。


　なるほど、そう考えればあの体付きには見み憶おぼえがある。第一世代の《ドレス》のことを考えれば、《Ｂ・Ｐ》が寝返ったと考えるのはありえない話ではない。


　彼女は他ほかの《ＭＭＰＳ》と違い、その活動動機が自己を取り戻すことではなく、戦せん闘とう行為にあったのだから、その機会を十分に与えてくれる、アメリカの特殊部隊の勧かん誘ゆうを受けて、それを承諾する可能性はある。しかし──


（なぜ、変われる……！）


　博士の体を硬直させているのは、その疑問だった。


　大脳生理学の面から、人の心の真実を研究していた《ママ》──高たか幡はた裕ゆ美み博士が提唱した《ＭＭＰ》──《Ｍｅｎｔａｌ　ＭｅｔａｍｏｒＰｈｏｓｅｓ》理り論ろんは、記き憶おくや経けい験けんは一定の化学反応によって引き起こされる電気刺し激げきの『０・１』の信号のやりとりであるから、それを再現すれば他ひ人との記憶や経験を移植することができるというものである。


《パパ》博士が考えた《ＭＭＰＳ》──《Ｍｅｎｌａｌ　ＭｅｔａｍｏｒＰｈｏｓｅｓ　ＳｏｌｄＩｅｒｓ》計画は、彼女の理論を応用して、戦闘のプロフェッショナルを大量に生産するものであったのだが、人間の脳の処理能力には限界があり、ハードディスクを物理フォーマットで分割するように、個々の《経験》を遮しや断だんしてインプリンティングして、必要に応じて引き出さなければ神経ネットワークに強烈な負ふ荷かがかかり、脳が焼ききれて廃はい人じんになる可能性が非常に高いという問題があった。


　そこで様々に《経験》を引きだす方法が考えられ、それがそのまま、各世代の《娘》のコードネームになっていた。


　第一世代《ドレス》は、服を着替えることで。


　第二世代《Ｂ・Ｐ》は、ボディペインティングで。


　第三世代《ウィッグ》は、対象者の毛髪の移植と整形で。


　第四世代《マスカレード》は、装着する《仮面》で。


　第五世代《メイク》は、特殊メーキャップで。


　第六世代《スペクタクルズ》は、眼鏡めがねを交換することで。


　どの世代にも共通しているのは、脳の認にん識しきの切り替えに視覚を利用しているということだ。なぜなら、目は大脳の直接の末端器官であり、認識の切り替えに最もタイムラグが少ない場所だったからである。


　だが、あれが《Ｂ・Ｐ》だとしたら、脳の認識を切り替えて《ジャガー》のスキルを引きだすには、全裸になり、圧あつ縮しゆく染せん料りようを使って自らの体にジャガーのペインティングを施ほどこして、それを《視みる》必要がある。


　しかし、彼女はそれを必要としなかった。


　その謎なぞを知りたいと思う心が、博士にこの場から逃げだすことを躊躇ためらわせた。いったい何をされたのか。何をしたのか──二人の《娘》に何を！


　やがて、分割された窓の映像が全すべて消え、監かん視しカメラは完全に沈ちん黙もくした。最後に映うつっていたのは、《娘》たちのベッドへと続く地下の廊下を進んで来る男と、それに遅れて付き従う《Ｂ・Ｐ》らしき少女の爪つま先さきだけだった。


　ルームサービスを運んで来たかのようにドアがノックされ、博士は振り返った。ベッドの上で、《メイク》は眠り続けている。起こしても無駄だ、ということはわかっていた。あれが《Ｂ・Ｐ》なら、相手にはならない。


　黙だまっているとドアノブが無造作に撃うち抜かれ、貫通した弾たまが絨じゆう毯たんを焦こがした。


　衝しよう撃げきでゆっくりと開いて行く扉の隙すき間まに向かって、博士は深く息をついた。


「鍵かぎなど、かかってはいなかった」


　扉の向こうから現れたビジネススーツの男は、手の中のベレッタと絨毯の焦げ痕あとを交互に見て、いかにもアメリカ人らしい大おお仰ぎような仕し草ぐさで肩を竦すくめた。


「……《パパ》博士？」


「《娘》たちには、そう呼ばれている」


「呼ばせている、の間違いでは？」


　博士は脂肪のついた瞼まぶたの奥から男を睨にらみ付けたが、彼は何の痛つう痒ようも感じていない様よう子すで、唇くちびるに薄うすっぺらい微ほほ笑えみを浮かべると、脇わきに退のいた。


　その後ろから現れたのは、《Ｂ・Ｐ》と同じスキルを、ペインティングなしでやって見せたあの女性兵士だった。


　彼女は無造作に手にしていたものを床に転がした。


　それは、仮面にヒビが入って動かない《マスカレード》だった。漆しつ黒こくのスーツの下で、薄い胸が微かすかに上下している。死んではいない。ベレッタは少女を狙ねらったものではなかった。あの全すべては監かん視しカメラに向けられたものであった。


「……その子は《Ｂ・Ｐ》か？」


　口元だけが見えている少女を見つめて、博士は訊きいた。あの唇くちびるにも見覚えがある。


「わかりますか」


「あたりまえだ。あの動きは、常人にできるものじゃない。いったい、何をした？」


「わかりませんか」


　その口調には、間違いなく嘲あざけりが含まれていた。


　博士は答えなかった。わからない、と口にしたくはなかった。沈ちん黙もくすれば同じ答えだが、その方がましだ。


「何、大したことはしてませんよ。薬物による意思抑よく圧あつと、《ＭＭＰ》機能の発現には」


　男はヘルメットを叩たたいた。


「こいつの助けを借りました。《ＭＭＰＳ》が視覚を利用して、認にん識しきの切り替えを行っているのはわかっていましたのでね。こいつには、ペインティングを行って鏡かがみを見た時と同じ映像を、網もう膜まくに投とう影えいしているんですよ」


「それで、ペインティングなしでも、か」


　それは博士の方でも考えない方法ではなかったし、試作もした。しかし、《ＭＭＰＳ》の目的は、あくまで潜せん入にゆう工作であったため、試作段階の少女たちにはその方法は取られなかった。この方法では目立ちすぎる。だが、戦せん闘とうに特化した量産型の《ＭＭＰＳ─II》計画では、その案が採用されており、準備が進んでいた。


「認識パターンはどうやって知った？」


「研究所を襲しゆう撃げきした際に回収したデータと、彼女の口からです。喋しやべらせるのには苦労しましたよ。肉体的な苦痛は、自分の意思で痛覚を遮しや断だんしてしまうので意味をなさなかったですし。しかたなく、大量の自白剤を使いました。そのせいで、ちょっと意識障害を起こして、いくつかの機能が使用不能になりましたが……まあ、しかたありませんな」


　男は再び肩を竦すくめると、ベッドで何も知らずに眠る少女へと目をやった。


「その子が《メイク》ですね？　《マスカレード》と合わせると、ここに三体の《ＭＭＰＳ》が揃そろった、というわけだ。ところで……周まわりを気にすることなく戦やりあった場合、日本にいる《ドレス》と《スペクタクルズ》に、この三人で勝てますか？　できれば、殺すことなく捕ほ獲かくしたいんですが」


　コーヒー豆でも買い付けに来たような気楽さだった。しかもすでに、《マスカレード》と《メイク》を自分の手て駒ごまになったようなもの言いである。


　博士はリモコンをまさぐった。スイッチをひとつ押せば、この島を丸ごと吹き飛ばせるほどの爆ばく薬やくが、ここには仕掛けられている。南米の研究所では、真っ先にそれを解除されてしまったが、ここのはまだ手付かずであることは、わかっていた。


「やめましょうよ」


　薄うす笑わらいを浮かべたまま男は言い、ポケットの中で博士は指を止めた。


「お互いにとって、何の得にもならない。ここであなたと私が死んで、喜ぶのは誰だれです？　そう……一番は、《ＳＳＳ》の行動隊長である、ユウジ・タカハタでしょうな」


　男の口から出た名前に、博士は胃が絞られる思いがした。


　高たか幡はた勇ゆう二じ──《ママ》博士の夫であり、研究所から彼女と、自分と彼女の科学者同士の《愛》の結晶である《ＭＭＰＳ》──《スペクタクルズ》を攫さらった、憎んでも憎みきれない男だ。あの男さえいなければ、試し験けん運用が終わり、データを取り終われば、《ママ》と《娘》たちとともに、幸せな《家族》となれたはずなのに！


　その思いを読んだかのように、男は頷うなずいた。


「ですからご提案に来たのですよ。我々と手を組み、こちらの望むものを提供していただけるなら、潤じゆん沢たくな資金と人員、施設をあなたに提供いたしましょう──とりあえず、その物ぶつ騒そうなものから手を離はなしていただけませんか？」


「……まずは、あんたが誰なのか、それを知らんことには決めかねる。そうだろう？」


　それを聞くと、男は目を瞬またたいた。


「とっくに、ご存ぞん知じのこととおもっていましたが？」


「おそらくは、な。だが、あくまでも推測に過ぎない。思い込みでは、何もできんよ」


「ごもっとも」


　男は頷くと、スーツの前をはだけて内ポケットをよく見えるようにすると、ホルスターに収められた銃を手にするのではないということを示しながら、一枚のカードを取りだしてベッドに放ってよこした。


　博士は、それを拾うと、ちらりと見た。ＣＩＡ──アメリカ中央情報局のＩＤカードだ。名前は、ジェームス・フランクリンとある。


「こんなもの、いくらでも偽造が可能だろう？」


「それはそうです。ですが博士、疑い始めたら限りがありませんよ？　では、もうひとつ。この島の沖、三キロのところに、古い原子力潜せん水すい艦かん『ヘルコック』が待たい機きしています。あれは、ハワイで新兵の訓練用に使われている艦です。れっきとした、アメリカ海軍所属の」


　博士はリモコンを操そう作さして、窓の映像を切り替えた。そうして、男の言った海域を広域探査にかけた。すぐに、反応があった。確かに、潜水艦が一隻、息を殺している。該がい当とう艦を洗うとロサンゼルス級原子力潜水艦は八艦が現在も任務に就いており、『ヘルコック』は確かに訓練艦としてハワイ艦隊に所属しており、現在は訓練航海中となっていた。


「我々が一時的に接収したのですよ。極秘任務でしたのでね」


　スーツの前をはだけたまま、ジェームス・フランクリンと名乗った男は、ズボンのポケットにくつろいだ様よう子すで手を入れて、窓を見た。


「我わが国くには、それが何者であれ、我が国よりも進んだ兵器を手にすることを許さない。たとえ、どんなに馬ば鹿か馬ば鹿かしいものに思えても、です。──どうです博士？　手を組みませんか？　我が国はお二人がここまで完成させた《ＭＭＰＳ》の技術が欲しい。代わりに我が国は、ヒトミ・タカハタの確保のための、資金、人員、両面から手をお貸しします。我々なら《ＳＳＳ》に対しても圧力をかけることができます。より、仕事がしやすくなると思いますよ」


　ポケットから手を出し、フランクリンは手を差しだした。


　それをじっと見つめて、博士は、どうしたものかと考えた。


　提案としては非常に魅み力りよく的だ。


　高たか幡はた瞳ひとみを拉ら致ちするのが思ったより困こん難なんであることは、二度の襲しゆう撃げきで思い知らされた。


　その上、極秘裏ごくひりに《マスカレード》か《マスク》を入国させようにも、もはや組そ織しきのバックアップはない。自分一人では、どうすることもできないことはわかっていた。だが、信用などできない──誰だれも。


「ぐっ！」


　その時、フランクリンの隣となりで突如、《Ｂ・Ｐ》が体を震ふるわせて膝ひざを折った。博士は思わず腰を浮かしかけたが、フランクリンは慌あわてた様よう子すもなく腕時計を見ると、


「……時間か」


　と呟つぶやき、彼女のタクティカルベストのポケットのひとつから、金属ケースを取りだした。蓋ふたを開けると、入っていたのは注射器。フランクリンは、跪ひざまずき、頭をうなだれた《Ｂ・Ｐ》の首筋に慣なれた手付きで針を差し込むと、中の液体を押し込んだ。


「それは何だ？」


「強烈な精神安定剤ですよ。自白剤が効ききすぎたのか、それとも擬ぎ似じ映像に問題があるのか、あまり長い時間保もたないのでね。こいつを打ってフラットにしないと、インプリンティングされたスキルが滅め茶ちや苦く茶ちやに発動して、手が付けられなくなるんですよ。最初の時は、それで五人ほど死んでる」


　注射器をケースにしまうと、《Ｂ・Ｐ》をそのままにフランクリンは立ち上がった。


「できたら、これに関することについてもアドバイスをいただきたいんですがね。せっかく手に入れたサンプルは、有効に使いたいので。もちろん、博士が手を貸してくださるなら、この子たちの運用に関しては、ご指示に従いますよ」


「言葉など、何の保障にもならん」


　博士は、身み動じろぎもしない《Ｂ・Ｐ》を見た。


「だが──いいだろう、のってやる。お互いに利益がある提案なのは確かだからな。しかし、《ＭＭＰＳ》に関する技術を渡すのは、私が目的を果たしてからだ。どのみち、その《鍵かぎ》が手に入らなければ渡しようがない」


「わかりました、いいでしょう。それで、その《鍵》とは？」


「知らないのか？」


　フランクリンは苦笑を浮かべた。それが事実かどうかはわからないが、それで少しは溜りゆう飲いんが下がった。


　博士はリモコンから手を離はなして、膝ひざの上で手を組んだ。


「《ママ》の息子──高たか幡はた瞳ひとみだ」
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　春とはいえ、瞼まぶたの上からでも突き刺さるような陽ひ射ざしに、瞳ひとみ──高たか幡はた瞳は、小さく唸うなって目を覚さまし、目を擦こすって枕まくらの横に転がった目覚まし時計に目をやった。


　針は、一一時を指している。


　だが、瞳は慌あわてなかった。


　今日は土ど曜よう日び。学校は休みである。


　無事に高校三年に進級はできたものの、クラス替えも行われず、気分的には何らの変化もなかった。淡々とした日常が、過ぎていくばかりで、しかも間に春休みを挟はさんでいて、その間はずっと家に引きこもっていたので、生活に特に変化らしい変化はなかった──表面的には。


（昨夜ゆうべ、カーテン、閉めなかったのか……）


　腫はれぼったい瞼を擦った手で寝ね癖ぐせのついた濃こいブラウンをした髪を搔かき上げて、瞳はゆっくりと息をついた。


　ロシィに知られたら、大目玉だ。基本スキルの眼鏡めがねである、パールホワイトのフレームの向こうから、鮫さめのように無感動な菫すみれ色いろの瞳でじっと見つめられて、


「狙そ撃げきされたらどうするつもりだ。大体、瞳は──」


　と、くどくどと御説教をされてしまう。とっとと起きて、隠いん蔽ペい工作を計るのが無ぶ難なんだ。


　瞳はベッドを出ると、床に散らばったマウンテンバイクの雑誌の間を器用に歩いて、窓に寄った。少しくすんだレースのカーテンの隙すき間まから、外を見る。今日もいい天気だった。


　瞳の家は、自じ衛えい隊たいが官舎として使っているマンションの七階にある。部屋は小さな公園に面していて、その向こうにはコンビニがある。ちょっとした買い物に便利な場所なのだが、もうずいぶんと夜間の外出はしていない。


　エントランスの傍そば、そして公園の向こうの道にも、バンが数台、止まっている。違法駐ちゆう車しやだが、取りしまられることはない。中には二四時間態勢で人が詰めているのだ──他ほかならぬ、自分を守るために。


　瞳は、カーテンを少し乱して、いかにもいま開けたという風を装よそおい、込こみ上げてきた欠伸あくびを嚙かみ殺した。どうせ今日もどこにも行けないのだから、二度寝をしてもよかったのだが、それも退屈だった。居間で適当にＴＶでも見ていた方がいい。


　寝ね間ま着き代わりのトレーナーのまま窓に背を向けたのと、部屋の扉がノックもなしで開いたのはほとんど同時だった。


　開いた扉が、雑誌に引っかかって途と中ちゆうで止まる。それを強引に押し開けて、もはや季節外れの赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートの裾すそが翻ひるがえった。


「ずいぶんと寝坊だな」


　そうトレンチコートの主──ロシィは無表情に言った。かけているのはやはり、パールホワイトの眼鏡だ。日本人、と言い切れる顔立ちは愛らしく、一二、三歳さいに見えるが、実際は瞳と同じ一七だ。身体的に幼いというわけではなく、薬や手術によって、その見た目に固定されているという話だった。


「今日は休みだからな」


　瞳ひとみは答え、勉強机の椅い子すに手をついた。ぎし、と椅子がなった拍子に、体重をかけたせいなのか、机の上で何かが倒れた音がした。


　振り返ると、それはフォトスタンドだった。起こし、支えを引きだして立て直す。薄うすいセルロイドの向こうには、十年程前に撮とった写真が一枚、入っている。二組の夫婦と、それぞれの子供が一人ずつ、そこに仲良くおさまっていた。


　男の子は瞳だ。その彼の肩に手を置いているのは、両親である、高たか幡はた勇ゆう二じと高幡裕ゆ美み。


　女の子は桜さくら乃の瑠る璃りという、かつて隣となりに住んでいた、幼なじみの少女だった。瞳の両親と同じょうに、彼女の肩に手を置いているのは、瑠璃の両親だ。


　気が付けばロシィが隣に立って、フォトスタンドを見つめていた。


　その目には、何の感情も見付けることができない。


（あたりまえか……体は瑠璃ちゃんのものでも、いまここで目覚めているのはロシィ・プリムラって名前の、別の女の子なんだ）


　ロシィというのは、彼女が《ママ》博士と呼ぶ瞳の母が名付けた名前だった。ロシィは、両親共々車で事故に遭あい、治ち療りようのために入院した病院から攫さらわれて、《ＭＭＰＳ》としての調整を受けたのだった──他ほかならぬ、母の手で。


　その際、元々の体の持ち主の人格は封印されて、その上に、《ＭＭＰ》能力を使うための別の人格がインプリンティングされ、それが、ロシィなど、《ＭＭＰＳ》の現在の人格なのだということだった。


　コードネームは《スペクタクルズ》。


《ＭＭＰＳ》の中では最新型、ということになる第六世代の《眼鏡めがね》を、スキル切り替えの《鍵かぎ》にしており、トレンチコートの内側には、ずらりと眼鏡が納められている。


　彼女たちには、共通してひとつの渇望がある。


　それは──本当の《自分》を取り戻すこと。


　肉体の持ち主である、封印された《自分》の解放こそ、《ＭＭＰＳ》の行動の根幹であり、彼女たちを縛しばり付けているものだった。


（だけど、それもじきに終わる）


　母──高幡裕美が帰ってくれば、桜乃瑠璃を始め、《ＭＭＰＳ》の元の人格は解放される。


　喜ばしいことのはずだ。


　行ゆく方えの知れなかった、いまならアレが初恋だとわかる少女が戻って来るのだから。


　だが、そのことを考えると、なぜか瞳は胸がざわついてしかたなく、毎日を楽しむことが全まつたくできなかった。


　気が付けば、せっかく立てたフォトスタンドを、瞳は伏せていた。どうして、そんなことをしたのかは自分でもわからなかったが、ロシィは、まるで催さい眠みん術じゆつから覚さめたかのように眼鏡めがねの向こうで目を瞬またたくと、瞳ひとみを振り返った。


「朝食と昼食が一いつ緒しよだな──何がいい？」


「トースト。モーニングセットみたいなのがいいな」


「わかった。早さつ速そく、準備をしよう」


　ロシィは踵きびすを返すと部屋を出て行き、瞳もあとに続いた。


　この間まで、連日のように続いていた騒さわぎのせいで少し立て付けの悪くなった戸を閉め、悪あく魔ま払ばらいか何かのように、黒い十字の痕あとがあちこちに付いた廊下を、リビングへ向かった。


「……おはよう、アリシア」


　瞳がそう挨あい拶さつをすると、ソファーに座っていた別の、やはり一二、三歳さいに見える少女が、英字新聞を下げ、


「おはよう」


　と答えて、再び新聞へ青い瞳の視し線せんを落とした。


　ショートなブロンドが揺ゆれる。


　今日もアリシア──アリシア・ボールドウィンは、黒いゴスロリ風のドレスを着ていた。それは、彼女の基本服である。
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　脇わきには無造作に、Ｈ＆Ｋ社製の拳けん銃じゆう、ＳＯＣＯＭ・Ｍｋ２３が置かれている。安全装置はかかっていないが、装そう塡てんされているのはフルメタルジャケット弾だんではなく、打ちだされると十字型に展開するゴム製のスタン弾だった。


　と言っても、命中すればもちろん、痣あざになるほど痛い。


　アリシアの名前もまた、本名ではない。


　これは便べん宜ぎ的てきに瞳ひとみの伯お父じで、自じ衛えい隊たい特殊戦略室──通称《ＳＳＳ》の室長を務める、阿あ部べ宏ひろ明あき一等特佐が名付けたものだった。由ゆ来らいなどは開いていないが、彼女に特に不満はない様よう子すだった。


　アリシアは、ロシィと同じく《ＭＭＰＳ》である。


　その第一世代、コードネーム《ドレス》という、汎用型の《ＭＭＰＳ》である。


《ドレス》の名の通り、アリシアはスキルの切り替えにコスチュームを用いる。服を着替え、その姿を《視みる》ことで、様々な状況に対応することができる。


　瞳を拉ら致ちするために送り込まれて来たのだが、ロシィと戦って敗やぶれ、ロシィが殺したと聞かされていた、瞳の母親である《ママ》博士の生存を知り、本当の自分を取り戻すためには《ＳＳＳ》に付いた方が得策だと考えて、寝返ったのだった。


　ここ一ケ月、アリシアはおとなしかったが、以前はロシィと、どちらが瞳の食事の支し度たくをするかを巡めぐって、毎朝、家の中は戦場と化していた。


　理由は単純で、瞳の役に立って、それを《ママ》博士に相手よりもよりよく報告してもらおう、と考えてのことだった。


「そんなことをしなくても、母さんは公平に処置してくれるよ」


　瞳はそう何度も言ったのだが、二人はそれでも、念のため、と、何やかやと構い、挙あげ句くに役目の争奪戦をして、果ては銃じゆう撃げき戦せんに発展する、ということが繰くり返されていた。床といわず壁かべといわず、ところどころに付いている黒い十字は、その激げき戦せんの印──ゴムスタン弾だんの痕こん跡せきだ。


　その騒さわぎがなくなったのは、《パパ》博士が送り込んできた第二、第三の刺し客かくである、《Ｂ・Ｐ》と《ウィッグ》の二人から、瞳を何とか守りぬいたあとのことだった。


　ロシィこそ態度は変わらなかったが、アリシアの方は明らかな変化があって、瞳に積せつ極きよく的てきに構うようなことをしなくなった。


　無む論ろん、本来の役目である、瞳の護ご衛えいには支障がないようにこうしていつも張り付いてくれているのだが、前のように、ともすれば過剰に役に立とうと入浴中に入って来て、背中を流そうとするようなことはなくなった。


　瞳がいつも言っていることをようやく理解した、というわけではないようだった。ロシィに比べれば快活であった彼女は、まるでロシィのように寡か黙もくになり、何かを考え込んでいることが多くなったと思えた。


　伯父の秘書官の栗くり原はら千ち里さと特曹長の弟で、アリシアに真剣に想おもいを寄せている勝まさるは、やたらと心配して、その理由を知らないか、と訊きいてくるのだが、瞳は、さあ？　と答えるしかなかった。


　──だが、本当は、心当たりがあった。


　一ケ月前の襲しゆう撃げきで、ロシィは《Ｂ・Ｐ》に敗やぶれている。逆にいえば、それしか思い当たる節ふしはなかった。後発の世代が相手だったのだからしかたがない、というのは何の慰なぐさめにもならないだろう。ともかく無事だったんだから、と瞳ひとみは言いはしたものの、それについては、アリシアは何の返事もしなかった。


（だけど、本当にそれが原因なのか？）


　わからなかった。アリシアが口を閉ざしている以上、その胸の内を知ることはできない。


　瞳はＴＶのリモコンを取り上げると、電源スイッチを押した。


　ソファーの真向かいにあるＴＶが点つく。コメンテーターが多数出演している情報番組にチャンネルを合わせる。丁ちよう度ど、映画の紹介のコーナーをやっていて、瞳はアリシアと拳けん銃じゆうをはさんでソファーに腰を下ろした。


　ゴールデンウィーク前に一位になったのは、正月映画の残りもののような映画だった。


　そう言えば、もうずいぶん映画館にも行っていない。


　特別見たい映画があるわけでもなく、武器を闇やみで開発・売買しているという《トラスト》という組そ織しきに狙ねらわれる前から、映画館で映画を見るということはしていなかったが、できたらロシィたちに何か見せてやりたかったし、伯お父じの許しが出れば、勝まさるの提案に乗っかって、ダブルデートになるのかどうかはわからないが、二人を遊園地に連れて行ったりして、様々な楽しいことを経けい験けんさせてやりたかった。


　だが、それはまだ駄目だということは、瞳にはよくわかっていた。


（狙われてるっていう状況が変わらない限り、ロシィたちにとって外ですべき第一のことは、俺おれの護ご衛えいだもんな）


　とてもじゃないが、楽しむどころではないだろう。


（だけど、じきに、そんな状況も変わるはずだ）


　ぼんやりと新作映画の解説を聞きながら、瞳はその日に想おもいを馳はせた。


　母が──ロシィたちにとっては《ママ》博士が、帰国する日が間ま近ぢかに迫っている。


　日本に向けて特別機がすでに現地を飛び立っており、組織の目を逃れるために直行はせず、空路も極ごく秘ひ扱いのために、はっきりとは教えてもらえなかったが、間違いなく数日中には日本に到着する。


　そのことを、瞳たちは二日前に聞かされた。


　母の帰国は、全すべてを一変させるはずだった。瞳を暗号鍵かぎとして利用している情報を取りだして、《ＳＳＳ》の方で処理をしてしまえば、瞳が狙われる理由はなくなる。


　そして伯父は、テロで死亡したとされていた日本を代表する科学者の帰国を、大々的にマスコミに流すつもりのようだった。しばらくは周辺がうるさくなるが、それが結局は瞳たちを守ることになる──そう言っていた。


「コメントを色々と求められることになるぞ？」


　そんなことも言っていた。つまり、そんな衆しゆう人じん環かん視しの中では、組そ織しきは簡かん単たんには手は出せない、というのが伯お父じの読みだ。


　瞳ひとみを、狙ねらわれていると知っていて学校に行かせているのと同じ理由だった。


　目的が暗殺であれば人込みは危険だが、拉ら致ちの場合は、知り合いばかりの中にいれば、成功しても、いなくなったと気付かれるまでの時間が短くなる。


　その時間こそが、重要だった。


　早ければ早いほど海上や空港の封ふう鎖さがしやすく、国外へ連れ去られる危険性が減る。


　実質的に海外での軍事行動を行っている《ＳＳＳ》は、その活動を野党などに知られるわけにはいかないため、瞳の護ご衛えいには《ＳＳＳ》以外の人員を割さくことができないから──と伯父は言っているが、本当のところは違うのではないか、と瞳は思っていた。


（伯父さんは、俺おれや母さん、ロシィたちのことを、晒さらしものにしたくないんだ）


　そんな気がした。


　だからと言って、クラスメートを危険に晒していいというわけではない。


　その償つぐないは、いずれするつもりだった──方法は、まだ思い付いてはいないけれど。


「お待ちどうさま」


　キッチンからそう声が聞こえて、振り返るとロシィが眼鏡めがねの向こうからこっちを見ていた。菫すみれ色いろの瞳に表情がある。


　かけているのは、ダークブラウンの眼鏡だ。何のスキルを引きだしているのかといえば、あれは『有名珈コー琲ヒーショップのマスターの眼鏡』だったはずだ。


　ひとつの《鍵かぎ》にひとつの《スキル》──その中には、奇妙としか思えないようなものが多く混じっている。ロシィがいま着けているのもそうだが、『ＳＥＡＬＳ眼鏡』や『ニンジャ眼鏡』はまだしも、『可か愛わいい妹眼鏡』や『ネットアイドル眼鏡』となると、どこの誰だれを暗殺するためのものなのやら、と首を捻ひねりたくなる。


「データ収集のための試作品だからな、いろいろなんだ」


　と、ロシィは言うのだが──


（ま、その道の達人、って言うだけのことはあるから、料理系とかは、便利は便利だけどな）


　瞳はＴＶをそのままにソファーを立つと、キッチンに向かった。後ろで、アリシアが新聞を畳たたんで立ち上がったのがわかった。ちらりと見ると、ソファーに置いていた銃をゴスロリドレスの腰の後ろの部分に着けたホルスターに差し込んでいた。


　テーブルには、いかにもモーニングのセットらしく、レタスとトマトのサラダ・フレンチドレッシングがけ、コーヒーがあって、トーストにはすでにバターが塗ぬられ、その上に目玉焼きとはちょっと見た目が違う卵が載っていた。


「フライドエッグですよ」


　ロシィの声に顔を上げると、彼女はトレンチコートの上からかけていたエプロンを外すところだった。いつもの断定的な口調でないのは、『～マスターの眼鏡めがね』のせいだ。ロシィは装着した眼鏡によって性格が強く引きずられる。《ＭＭＰＳ》全すべてにその傾向はあるらしいが、ロシィほどは顕けん著ちよではないらしい。現に、アリシアは服を着替えても、それほど普ふ段だんと変わらないように見える。


「目玉焼きと違うのか？」


「同じですね。だけど、わたしのは作り方がちょっと違います。その名の通り、焼くのではなく揚あげるようにして仕上げてあるんですよ。だから、自身はふわふわ、黄き身みはとろ～り半はん熟じゆくです。そのままトーストではさんで食べてください」


　ロシィは言いながらトレンチコートの前を外し、そうして、素す早ばやく眼鏡をかけ替えた。どのくらい早かったかといえば、手の動きが見えなかったくらいである。彼女はまた鮫さめの目に戻って、椅い子すを引いて座ると、瞳ひとみをちらりと見た。


「冷さめるぞ？」


「あ、ああ」


　もう慣なれたつもりなのだが、やはり少しは戸と惑まどってしまう。


　瞳は席に着くと、


「いただきます」


　と言った。ロシィと、それにアリシアも、いただきます、と続ける。


　言われた通りに六枚切りのトーストを折ってフライドエッグをはさむようにして、端はしからかぶりついた。ちょっと火傷やけどしそうなくらい熱あつ々あつの黄身が、とろ～りと流れだしてくる。染しみだすバターとパンの甘みと相あいまって……美う味まい。


　唇くちびるを嘗なめながら見ると、アリシアはパンの耳を綺き麗れいに毟むしってからパンを折って、持ち上げることなく、さらに顔をうずめるようにして、端の方からちまちまと食べていた。


　ロシィはどうかといえば、これが全まつたく対照的で、顔を天てん井じように仰あお向むけて、耳もそのままに二つ折りにしたトーストを、手品師が剣を飲むかのように口に入れ、そのまま息もつかずに食べている。まるで蛇が卵を丸まる呑のみにするようだが、一応、嚙かんではいるようだ。


　熱くないのか、と聞いたところで答えられる状況ではないので、瞳も黙だまって食べ続けた。


　これも一ケ月前であったのなら、アリシアが、サラダを瞳に無む理り矢や理り食べさせようとした場面だが、そうしたこともなくなり、静かな食卓が当たり前の光景になっていた。


　とはいえ、聞こえるのはＴＶの音だけ、というのは少し気詰まりではある。


　番組の方は、映画のコーナーが終わってグルメ情報になっていた。銀ぎん座ざの激げき安やすランチがどうとか言っているが、高校生の瞳にはあまり興きよう味みもない話だった。


　会話のない食事の進みは速い。


　トーストを食べ終わり、指に付いたバターと黄き身みを嘗なめとって、サラダに手を付け、それを食べ終わっても、まだグルメコーナーは続いていた。


　息をつき、瞳ひとみはコーヒーを手にした。カップは、まだ少しも冷さめていない。砂さ糖とうとミルクを入れて搔かき混まぜながら、聞くとはなしに聞いていると、昼過ぎのコーナーの紹介があって、どうやら最新のデートスポットとして『アクアフロンティア』が紹介されるらしかった。


　課か外がい授業で出かけて《Ｂ・Ｐ》たちに襲しゆう撃げきされた『東とう京きようハーバーパーク』が、水族館や美術館を主眼にした、どちらかといえば教育的な施設なのに対して、『アクアフロンティア』はその近くにあって、映画館やフードテーマパーク、観かん覧らん車しややコンパクトなジェットコースターと言った遊ゆう戯ぎ施設、ブランド店の入ったショッピングセンターで構成された、娯楽施設だった。


「そう言えばさ」


　思いだしたことがあって、瞳はアリシアを向いた。


「今日、行かないのか？」


　まだ半分ほどしか食べ終わっていなかったアリシアは、手を止めるとヘッドドレスを着けた頭を上げて、その青い目で瞳を見た。


「何のこと？」


「開いてるぜ？　栗くり原はらに誘さそわれたんだろ、今日の午後『アクアフロンティア』で、デートしようって。何て返事したんだ？」


　アリシアは、意味ありげに息をつくと、再び食事に戻った。


　ロシィはとっくに食べ（呑のみ）終わっていて、黄身とバターを口の周まわりに付けたまま、鮫さめの瞳でレンズの奥からアリシアのことを見ている。


　重かさねて聞くのもしつこい気がして、瞳は再びカップを手にし、コーヒーを飲んだ。


　それも冷め、ニュースと天気予報が終わり、午後のコーナーが始まった頃ころ、アリシアはようやくサラダまで食べ終わり、ティッシュを取ってそれで口を拭ふくと、瞳を向いた。


「返事なんか決まってる──ＮＯ、よ」


　面と向かって言われた時の勝まさるの顔は、簡かん単たんに想像することができた。とはいえ、それでへこたれたりしないのが、彼の特徴だ。


「ふうん……でも、何で駄目なんだ？　昼休みとか、結構いい感じに話してるじゃんか。気晴らしにもなるんじゃないか？　俺おれのことだったら気にしないで──」


「それは、私なんかいても役に立たない、っていいたいの？」


　青い瞳で睨にらまれて、瞳は言葉に詰まった。


「そうよね。わたしは《スペクタクルズ》にも敗やぶれて、《Ｂ・Ｐ》にも勝てず、あなたを危険に晒さらした役立たずだわ。そんな持って回った言い方をしないで、はっきり言ったらどう？　おまえなんかいなくても一いつ緒しよだ、って」


　瞳は、目を瞬またたいた。


　そんなつもりで言ったのでは、断じてなかった。


　確かにアリシアは《Ｂ・Ｐ》に敗やぶれたが、彼女がいなかったら、瞳ひとみは確実に拉ら致ちされていた。海上封ふう鎖さが実施されていたから、水みず際ぎわで食い止められたかもしれないが、それでも『東とう京きようハーバーパーク』内から連れ去られていたのは間違いなかったのだから。


　違う、と瞳は言いかけた。だが、その言葉をロシィが遮さえぎった。


「瞳に当たるのは、筋違いだ」


　アリシアは振り向き、ロシィと無言で睨にらみ合った。その手は腰に回されて、ＳＯＣＯＭのグリップに触れている。


　ロシィの方も、はだけたトレンチコートの中に手を差し入れていた。中で、彼女の愛銃であるキャリコＭ９５０という、拳けん銃じゆうというのには大型な、どちらかといえばサブマシンガンの部類に入る銃を摑つかんでいるに違いなかった。


　どちらのマガジンにも、装そう塡てんされているのはゴムスタン弾だんだが、ここで撃うちあいが始まったら、食器類は無事では済まない。


　やがて、先に折れたのはアリシアの方だった。彼女はグリップから手を離はなすと、それをカップに伸ばして、冷めたコーヒーをブラックで飲み、大きく息をついた。


「……悪かったわ。だけど、行きたくないの。彼にもはっきりとそう断ことわったわ。さっきも、気が変わった？　とか電話がかかって来たけど──いや」


　鉄てつ壁ペきの拒絶だった。


　だが、学校での様よう子すを見る限り、アリシアは勝まさるが近付くことを許している。


　このところあのクラスメートは、休み時間になると教室を飛びだして行って、この少女が授業をしていた（アリシアは四し瑞ずい方ほう学園の教きよう職しよくをカモフラージュにして、瞳を守っている）教室に行き、彼女が出てくるのを待って、私室として利用している指し導どう室しつにまでついて行き、次の授業の始まる少し前にダッシュで戻って来る、という生活をしていた。


　いつも、一方的に勝が話しかけることがほとんどらしいが、アリシアも特に追いだす様子も見せずに、傍そばにいることを許しているようだった。それなのに、なぜデートは駄目なのか？


（わかんねーな……）


　瞳は、首を傾かしげるしかなかった。最近、よく一いつ緒しよにいるようになったもう一人のクラスメートで、桜さくら乃の瑠る璃りの友人でもあった木き沢ざわ詠えい美みは二人の様子を、


「いい感じだよね♪」


　と言っていた。それは、アリシアが勝に心を許している、ということだろうと瞳には思えるのだが、いまのように、彼女はある一定のラインからは、決して踏み込ませないようにしていると思えた。


「おまえは、栗くり原はら勝が嫌きらいなのか？」


　トレンチコートから手を抜いたロシィの声に、アリシアは顔を向けた。瞳から見えるその横顔は、始めに驚おどろき、そしてそのあとに苦く渋じゆうと怒りに歪ゆがんだ。そして、アリシアは無言のまま、席を立つと、背を向けてキッチンを離はなれて、ソファーへと向かった。


　だが、瞳ひとみは聞いた。彼女が隣となりを通った際に、ぽつりと、


「嫌きらいじゃないから行かないのよ」


　と呟つぶやいたのを。


　その意味を訊きくことはできなかった。彼女がそれを許さない様よう子すであったのもそうだが、遮さえぎるように電話が鳴ったからだ。


　アリシアのことが気になりつつも、子機を取って電話に出た瞳は、受話器の向こうから告げられた内容に、そのことはすぐに忘れてしまった。


「──母さんたちが、到着したの!?」


　ロシィ、そしてアリシアも瞳を振り向き、立ち上がって彼の次の言葉を待った。


　受話器の向こうの伯お父じの言葉を聞きながら、瞳も二人を見た。


　ロシィは相変わらずの無表情であったが、なぜかアリシアの顔に喜びはないように思えた。


《ママ》博士が《ＳＳＳ》に戻ったことは、本当の自分を取り戻すことができる日が来た、ということなのに。


　それを訝いぶかしく思いながらも瞳は、いまはただ伯父の声に集中し、心しん臓ぞうが高鳴るのをどうして鎮しずめようか、とそればかりを考えていた。


「博士は、もう到着しているわ」


　東京湾の一角を埋め立てて造成された駐ちゆう屯とん地ち──『自じ衛えい隊たい東京港湾駐屯地』の中にある《ＳＳＳ》本部ビルの地下の駐車場にバンを止めながら、栗くり原はら千ち里さと特曹長は言った。その声に、いつにない緊きん張ちようが滲にじんでいるのを、瞳も感じずにはいられなかった。


「一足先に、室長と対面しているはずよ。わたしたちも急ぎましょう」


　ドアのロックが外されて、ロシィは巨大なトランクを背せ負おうと、キャリコＭ９５０の安全装置を外してトリガーガードに指を置いて、バンの側面のスライド式のドアを開けた。先に下りて安全を確保してからでなければ、瞳が降りることは許されない。これはたとえ、自衛隊の駐屯地内であってもそうだった。


　ロシィは目は外に向けたまま、瞳を手招いた。彼女の顔にあるのは、基本のパールホワイトのフレームの眼鏡めがねだ。専用スキルの眼鏡でなくても、戦せん闘とうの基本はインプリンティングされていて、それなりの戦闘能力はある。


　瞳がバンを降りると、アリシアが続いた。彼女の肩にも、ロシィのものによく似ているが多少大きな、トランクが担かつがれている。


　ロシィのそれには銃を始めとする様々な武器・弾だん薬やくが詰まっているだけだが、アリシアのトランクには加えて、彼女の《鍵かぎ》となるコスチュームが揃そろっている。収められる数には限りがあり、その携けい行こう性せいも、眼鏡めがねという小型のアイテムで済むロシィと比べると、改善点とされた箇所らしい。


　千ち里さとはバンのドアを閉めて鍵かぎをロックすると、先に立って駐ちゆう車しや場じようをエレベーターへと向かい、瞳ひとみたちはそのあとに続いた。彼女の手も、普ふ段だんは装着していない、腰のホルスターにかかっていて、緊きん張ちようの具合が知れた。


　車も、瞳たちが乗ってきたものの他ほかは数台が駐車していたが、他に人の姿はなく、コンクリートを打つ千里の踵かかとの音がやけに大きかった。


　エレベーターの前まで無言で歩き、彼女がボタンを押すと、扉はすぐに開いた。アリシアは銃口を中に向けていたが、無人で、天てん井じよう裏に人が潜ひそんでいる様よう子すもなかった。


　全員が乗り込み、扉が閉まると、千里はようやくホッとしたような表情を見せた。


「すごい警けい戒かいですね」


　門のところの警備を思いだして瞳が言うと、千里は振り返って微ほほ笑えんだ。今年、二五になったはずのこの秘書官は、瞳が身近に感じられる唯ゆい一いつの大人おとなの女性だった。こんな美人で優やさしげな女性が、家では暴君と化すなどという勝まさるの話は、やはり信じ難がたい。


「特に犯行を匂におわせるような兆候があったわけじゃないんだけど……博士は、《ＭＭＰＳ》計画の要かなめでしょう？　《トラスト》の動きはやっぱり気になるから。それに、計画のこともそうだけれど、博士が《トラスト》のことをどの程度知っているのか、それによっても相手の出方が変わってくるわ」


「父さんは何て言ってるんですか？　その辺のこと、もう母さんから聞いてるんでしょう？」


「直接、お訊たずねしたわけじゃないけど……博士は、受けた命令を元に研究を進めただけで、《トラスト》の規模とか、本部の場所とか、資金の流れとかについては何も知らなかったみたい。問題は、相手もそう思ってくれるかどうか、ね」


　その時、エレベーターが停止して、扉が開いた。


　ロシィの構えたキャリコの銃口の向こうには、今度は人がいた。この階の警備の《ＳＳＳ》の隊員に違いなかった。彼は一いつ瞬しゆん、ぎょっとした顔をしたが、瞳たちを見ると、敬礼をして道を開けてくれた。


　廊下の突き当たりが、《ＳＳＳ》の室長である伯お父じの部屋になっている。そこまでの道のりにも窓はあったが、いまは全すべてシャッターが下ろされて、天井で灯ともる蛍けい光こう灯とうが複ふく数すうの影かげを作り出していた。


　何の飾かざり気けもないドアの前に立つと、千里は白手袋をした手を握ってノックした。


「……室長、御連れしました」


「入れ」


　とすぐに応こたえがあった。千里が脇わきに退のき、目で、さあ、と促うながしてくれる。


　それを見て、ロシィが先に出ようとしたが、瞳はそれを留とめた。安全を自分の目で確認しなければ気が済まないという、仕事熱心さはありがたいとは思うが、いまだけは別だった。


　言葉にしなくても気迫が伝わったのか、ロシィは黙だまって退しりぞいた。


　瞳ひとみは扉の前に立つと、ノブを握った。その手は、ひどく汗ばんでいる。そして、すぐに回すことはできなかった。


　扉の向こうに待っているのは母なのに、言い知れない恐怖が胸に湧わき上がって来たのだ。


「……どうした、瞳？」


　ロシィに、その正体を説明することは、到とう底ていできそうにもなかった。


　自分にもわからないのだ。


「瞳クン、深呼吸して」


　千ち里さとに背中を軽く叩たたかれて、瞳は言われた通りに息を吸い、吐はいた。すると、僅わずかに気持ちが軽くなり、ノブに置いた手に力が入った。


　回すと、あとは勝手に体が動いた。引き開け、手を離はなし、中へと足を踏み入れる。


　廊下と同じく、いつもは見晴らしのいい部屋は、まるで夜のように煌こう々こうと明かりが点ついていた。全すべての窓にはシャッターが下ろされている。明らかに外からの狙そ撃げきを警けい戒かいしてのことだ。


　観かん葉よう植物の傍そばに置いたソファーに腰を下ろしていた大人おとなたちが立ち上がり、振り返るのが、やけにゆっくりと見えた。


　伯お父じと父、そして、二人に守られるように立っているのは──


（誰だれ、だ……？）


　よろけながら、瞳はソファーのはるか手前で立ち止まってしまった。


　女性が一人、立っている。


　見覚えがあるような気がするのだが、それと、求める人物とが結びつかなかった。


「ひと、み……」


　女性の唇くちびるが声を紡つむぎ、その音に瞳は体を大きく震ふるわせた。


　声は──それだけは同じだった。


「母さ、ん……？」


　間違いなく、それは記き憶おくにある母の声だった。だが、その姿は──あまりにも記憶と違っていた。瞳の知る母の姿は、十年近く前、アメリカに《ＭＭＰ》理論の公演に行くために旅立った時のものだった。


　過ぎて行った時間が、瞳を一七にしたように、母の上にも同じ時を積つもらせたとわかっているべきだったのだが、いきなり殴なぐり付けられたようで動くことができなかった。


　確かに面おも影かげはある──それでも、戸と惑まどいは消せなかった。


　見つめていると、その目に見る見る涙が盛り上がって、瘦やせて削そがれたような頰ほおを伝って顎あごから滴したたった。伸ばされた手も、また、細い。それはまるで、枯れかけの木の枝のようだった。その腕うでが、両腕を拘こう束そくするがごとく背中に回された時、瞳は怯おびえたように震えてしまった。


「ああ、瞳ひとみ……！　会いたかった！　ごめんね、本当にごめんね！」


「母、さん……」


　そんなつもりはないのに、声が震ふるえて、涙が溢あふれだした。頭より、心よりも先に体が、目の前の人が、紛まぎれもなく母であるとわかったかのように。


　気持ちは、あとから追い付いた。服を通しても伝わってくる温ぬくもりが、声が、匂においが、この人が母であると証明していた。


　だが、一七歳さいという年ねん齢れいが、素す直なおに母親を抱きしめるということを、瞳に許さなかった。


　アメリカ人であったのなら、そうしたスキンシップに抵抗はなかっただろうが、瞳は良くも悪くも日本人であり、家族とのスキンシップなど、中学を上がる前には疎遠なものになっていて、あまりにも気き恥はずかしく、ただ抱きしめられるままでいるしかなかった。


　まるでマネキンのように直立不動で、どのくらいそうしていたか──やがて母は腕を離はなし、涙にぬれた顔で、瞳を見上げた。


「お父さんから聞いてはいたけど、本当に大きくなって」


「うん……」


　ぎこちない返事しかできない自分がもどかしい。


　すると、わかっているわ、と言うかのように微ほほ笑えみ、彼女は少し下がった場所で控えていたロシィとアリシアを向いた。
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「ロシィ、それと……いまはアリシアと言う名前を貰もらったのね？　素す敵てきだわ」


　瞳ひとみが振り向くと、ロシィが相変わらずの無表情なのはともかく、アリシアの表情が硬いのは不ふ思し議ぎだった。あれほど、瞳が嫌いやがるほど世話を焼こうとしてまで、先に自分を取り戻そうとしていたはずなのに。


「二人とも、ありがとう……瞳を守ってくれて。約束通り、封印されている記き憶おくを取り戻す準備にかかるわ。それにはまず、瞳、あなたの協力が──」


「ちょっと待った」


　勢いきおい込んで言った母の言葉を遮さえぎったのは、母の実兄である伯お父じだった。彼は、腰を屈かがめて咥くわえていた煙草タバコをガラステーブルの上の灰皿でもみ消すと、厳きびしい表情を彼女に向けた。灰皿に敷しき詰められた掩いれたあとのコーヒー滓かすが、こげて香かおりを放ち、部屋の中に漂ただよった。


「二人を元に戻すのは待ってくれねえかな？」


　一いつ瞬しゆんにして、母の横顔が険けわしくなった。


「どうして、兄さん？」


「《トラスト》はあきらめたわけじゃねえんだ。確かにデータはこっちが握った。おまえも俺おれたちの許もとへ戻った。だからこそ、なりふり構わなくなる可能性がある。そん時、この二人がいなかったらどうなる？　向こうにはまだ二人、《ＭＭＰＳ》がいる。連中に対抗できるのは、この子たちだけだ」


「それは……だけど、だったらいつまで待てばいいの？」


「そうですよ、義に兄いさん」


　といった父──高たか幡はた勇ゆう二じの口調は、上官に対するものではなかった。


「組そ織しきの全容もわかっていないんですよ？　彼らは複ふく数すうの組織の複合体だ。ひとつを潰つぶせば済む、という話ではないのはわかっているでしょう？」


　伯父はため息をつくと、髪を搔かき上げるようにして頭を撫なでた。


「んなこたあ、わかってる。だから連中にあきらめさせるまでのことだ」


「あきらめさせるって……どうやってです？」


　父の言葉に、伯父はちらりと母を見た。


「裕ゆ美み、おまえの生せい還かんを大々的に発表する」


　母は、眉み間けんに微かすかに皺しわを寄せた。


「どういうこと……？」


「テロ組織に爆ばく殺さつされたと思われていた科学者の生存を知った政府が《ＳＳＳ》の派は遣けんを決断し、それによって無事に奪だつ還かんに成功した、と発表する。このことで現内閣は弱腰外交を非ひ難なんされて落ちていた支持率の回復を狙ねらい、《ＳＳＳ》はその存在を公おおやけにすることになる。このことはすでに政府も、統合幕ばく僚りよう本部も了解済みだ」


「でも、それでどうして組織があきらめるの？」


「連中はテロ組そ織しきにも武器を売っているが、自身に政治的な意図はない。連中の行動原理は、投資に見合う利益があるかどうか、だ。奇跡の生せい還かんを果たした科学者、という発表は、国民の目を良くも悪くもおまえに──おまえたち一家に向けることになる。もちろん《ＭＭＰＳ》計画に就いては一切発表はしない。マスコミに向けて何かを言う必要もない。幸い、俺おれはおまえの兄貴だ。その辺は俺が受け持つ。おまえはあくまで被害者でいればいい」


　母は、自分の二の腕うでをきつく摑つかんだ。


「……わたしは、被害者なんかじゃないわ。本当の被害者は──」


「そいつは問題じゃない」


　冷れい徹てつとも聞こえる言葉に、母は伯お父じを睨にらんだが、彼は顔色を変えずにそれを受け止めた。


「必要なのは、世間の目がおまえたちを守る──そのことだ。衆しゆう人じん環かん視しの中、日本国内で実力行使によってお前たちを再び拉ら致ちすることが、利益に見合わないと思わせることができれば、それでいい。すでに《トラスト》は《ＭＭＰＳ》計画から手を引こうとしているという情報もある。ならば、必ずそれが最後の一押しになるはずだ」


「話はわかりますけど、義に兄いさん。組織はともかく、《パパ》博士の方はあきらめますか？」


　父の言葉に答えたのは、母だった。ゆっくりと首を振り、


「それはありえないと思う」


　と断言した。


「組織がどうでも、彼は絶対にあきらめないわ。この子たちも──わたしのことも」


　その言い方に、瞳ひとみは奇妙な違和感を覚えた。《ＭＭＰＳ》という新兵器のことというよりも、まるで、恋愛か何かのように聞こえたのだ。


「だからこそ、だ」伯父は言った。「この子たちには、もう少し働いてもらいたい。《パパ》博士と、残る二人の《ＭＭＰＳ》の脅きよう威いを排除するまで」


「だけど！　さんざん戦わせておいて、勝手な言い分なのはわかってるけど！　もう──」


「わたしは、室長に賛さん成せいだわ」


　母の言葉を、そう遮さえぎったのは、他ほかならぬアリシアの声だった。


　皆が振り向くと、彼女は、どこか冷さめた様よう子すで真まっ直すぐに《ママ》博士を見つめていた。


「あの男にとって、わたしは手を嚙かんだ犬。糸が切れて思う通りに動かずに舞ぶ台たいを滅め茶ちや苦く茶ちやにしたマリオネット人形と同じ。絶対に放って置かないわ。元に戻されて、普通の女の子になって、それで殺されたんじゃ、何のためにこの体の《自分》に戻るのか、わからない。せめてあの男と、残る妹二人との決着を付けてからじゃなければ、わたしはお断りよ──《ママ》」


　母は、戸と惑まどったように視し線せんを泳がせた。《ＭＭＰＳ》には、何よりも《自分》に戻ることが強い欲よつ求きゆうとしてあることは、瞳も知っていた。それだけに、アリシアがそれを、先延ばしとはいえ、拒否するようなことを言ったことには驚おどろいた。


「る──ロシィ、あなたはどうなの？」


　母は、隣となりの少女に訊きいた。


　瞳ひとみは母が、少女を本当の名前──瑠る璃り、と呼ぼうして声を飲み込んだことに気付いた。途と端たん、母に対する複ふく雑ざつな気持ちが、胸の中に湧わき上がった。組そ織しきに捕えられ、研究を強要された時の恐怖は、想像してもしきれるものではないとはわかっている。それでも、母が、ロシィを桜さくら乃の瑠璃だと、隣となりに住んでいた少女だと知っていて戦せん闘とう兵器に変えたということが、胸の中に重いしこりを生みだした。


　ロシィはしかし、相変わらず表情を変えることなく、母の視し線せんを真まっ直すぐに受け止め、それから、ちらりとアリシアを見た。


「……アリシアの言っていることは、正論だ。《ＭＭＰＳ》に対抗できるのは《ＭＭＰＳ》だけだ。《ママ》博士が戻り、データが《パパ》博士の手を離はなれる以上、何が何でも《パパ》博士は《ママ》博士か、瞳を手に入れようとするだろう。残る二人を、再び同時に投入して来る可能性は高い。第五世代の《メーキャップ》──《メイク》は、《ウィッグ》に近い目的で調ちよう整せいされた潜せん入にゆうタイプだが、第四世代の《マスカレード》は、《Ｂ・Ｐ》と同じく戦闘に特化した《ＭＭＰＳ》だ。あいつは仮面を取り替えることで、そのスキルを変化させる。《Ｂ・Ｐ》よりも、変換ははるかに早い。わたしとほとんど変わらないだろう」


　それは、ほぼ一いつ瞬しゆんということだ。


「《パパ》博士を排除しない限り、狙ねらわれ続ける──そう言うことか」


　瞳は唸うなった。それは、一体いつまでなのだろう。


「心配するな瞳」


　心を見み透すかしたかのように、ロシィはパールホワイトの眼鏡めがねの向こうから見つめてきた。


「室長の言った通り、組織が《ＭＭＰＳ》計画から手を引くなら、それは《パパ》博士を切り捨てるという意味だ。であれば、《パパ》博士は確実に、《マスカレード》と《メイク》を送り込んで来る。これはチャンスだ。たくあの二人を倒せば、《パパ》博士は手て駒ごまを失う。そうなったらあとは《ＳＳＳ》でも簡かん単たんに拘こう束そくもできるだろうし、組織の後うしろ盾だてをなくせばたいしたこともできないはずだ。それからでも……元に戻るのは遅くはない」


　瞳はその時、ロシィの目の中に激はげしい葛かつ藤とうを見たような気がした。それは、理性で先延ばしを提案したものの、戻りたい、という欲よつ求きゆうが噴ふん出しゆつしたようにも思えた。


「……無理しなくたっていいんだぞ？」


　ゆっくり体ごと振り返り、瞳は言った。


「連中に対抗する手段は、他ほかにもあるんだ。今日って日を、待ちわびてたんだろう？　俺おれ、知ってるんだぜ？　ロシィがいつもこっそりと、《自分を取り戻す眼鏡》の写真を眺ながめてるの」


　傍はた目めにはっきりと、ロシィは肩を震ふるわせた。


　瞳は知っている。彼女のポケットにはいつも、琥こ珀はくのようにも見える樹じゆ脂しらしさものに固められた、薄うす桜ざくら色いろのフレームの眼鏡《Ｇ・Ｏ・Ｃ・Ｂ》──《Ｇｌａｓｓ　Ｏｆ　Ｃｈｅｒｒｙ　Ｂｌｏｓｓｏｍ》──《桜さくら乃の眼鏡めがね》の写真が入っていることを。


「……他ほかに手段などない。そんな気休めなど、やめてくれ」


「いや、ある」


　瞳ひとみは断言した。


「少し前から、ずっと考えていたんだ。だけどそれは、母さんが帰って来なくちゃ無理だったし、それにまだ、できるかどうかはわからないから……黙だまってた」


　眼鏡の向こうで、ロシィは訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。何のことだがわからない、とその表情は言っていた。と──


「そんな噓うそで、わたしたちを元に戻そうとなんて考えてるのなら、ふざけてるわ」


　怒りの滲にじんだ声で、アリシアが言った。


「《ＭＭＰＳ》に対抗できるのは《ＭＭＰＳ》だけよ。だからこそ《ママ》博士は、《スペクタクルズ》を、あんたの護ご衛えいに付けたんじゃない。素しろ人うとがわかったようなことを言わないで」


　反論を許さない目で瞳を睨にらみ、その目のまま、アリシアは母たちの方を向いた。


「とにかく《パパ》博士と妹たちの方が先よ、《ママ》博士」


「だけど、それじゃあ、あなたの──」


「黙だまれ！」


　これまで見たこともない激はげしさでアリシアは母を怒ど鳴なり付け、本来なら和なごやかな雰囲気になるはずの、ほぼ十年越しの再会の場は凍り付いた。


　母は言葉を飲み込み、瞳たちも呆あつ気けに取られるしかなかった。それほどにアリシアの表情は険けわしく、声にははっきりと、元に戻りたくない、という意思が滲にじんでいた。


　だが、それこそが別のスキルの発動であったかのように、アリシアは我に返ったように唐とう突とつに表情を歪ゆがませると、ゴスロリドレスのスカートを翻ひるがえして部屋を飛びだした。


　誰だれに言われるまでもなく、ロシィもまた踵きびすを返してあとを追い、瞳もそれに続こうとした。


「瞳！」


　母の声に一いつ瞬しゆん体が強こわ張ばったが、振り返ることはしなかった。


「母さんごめん、すぐに戻るから」


　そう言って部屋を出ると、後ろ手に扉を閉めた。


　金属製の戸を一枚隔てただけなのだが、瞳は自分がホッとしていることに気付いた。


（卑ひ怯きようだな、俺おれ）


　瞳は、自分が嫌いやになった。もちろん、アリシアとロシィのことが気になってのことだというのは事実だ。けれどその裏に、あの場から逃げだしたかったという気持ちがなかったとは言えなかった。


（とにかくいまは、ロシィたちだ）


　気を取り直し、瞳は歩きだした。どこへ行ったのか、警けい備びの兵はいない。


　探すまでもなく、二人の少女はすぐに見つかった。彼女たちは、エレベーターのすぐ傍そばの女子用のトイレの入り口の少し入ったところに立っていて、ロシィがアリシアの手を摑つかんでいるのがわずかに見えたが、アリシアに引きずられるように、二人の姿は中に消えた。


「いつからだ？」


　そんな、ロシィの声が聞こえた。


　二人とも、トランクは部屋に置いたままだ。常に、例えばファミレスに入ってトイレに行く場合でも持って行くような彼女たちにしては珍しいことだった。それだけ、冷静さを欠いていたということだろうか。


「……半月ほど前よ」


　どこか、あきらめにも似たため息とともに、アリシアはそう答えたが、瞳ひとみには何の話だか、わからなかった。知らず、忍び足になった。


「あんたよりも早く、この日が来るのはわかってたわ。室長は、どうやらわたしたちが知らないと思っているみたいだけれど、自分の体のことだもの」


「だったらどうして、《自分》に戻ることを拒こばむ。おまえのさっきの意見は、一見、瞳のことを考えてのことのように聞こえるが、その実は、元の自分に戻るのを少しでも遅らせたい──その考えからだろう？」


「ええ、そうよ！　わたしは戻りたくなんかない！　あんたはどうなの《スペクタクルズ》!?　本当に戻りたいと思ってるの!?」


「わたしは……もちろん、そうだ」


　ロシィの答えに、微かすかに嘲あざけるような笑いをアリシアは漏もらした。


「……本当かしら？」


「何……？」


「だったらどうして、わたしの提案に賛さん成せいしたの？」


「それは……もちろん、瞳のためだ」


　ふん、とアリシアは鼻を鳴らした。


「まあ、あんたは本当にそうかもね。体の方も、まだ時間はありそうだし」


「そうだ。だからこそ言っている。おまえが先に処置を受けて《自分》を取り戻せばいい」


「それに、何の意味があるの？」


「意味？」


　ロシィの声には、まるで理解できない質問をされたかのような響ひびきがあった。


「ええ、そう。意味よ。あんた、《自分》を取り戻すって言うことが、あとからインプリンティングされた擬ぎ似じ人格のわたしたちにとって何を意味するか、わかっているの？」


　トレンチコートの内側にずらりと納められた眼鏡めがねが鳴る音で、瞳は彼女が身じろぎをしたのがわかった。


「オリジナルの人格の復活は、擬ぎ似じのわたしたちの消去を意味するわ。それは《死》と変わらない。《自分》を取り戻すって言うことは、そういうことだわ」


（──!?　何だって……？）


　アリシアの告白は、瞳ひとみにとって、ゴムスタン弾だんの一いち撃げきを脳天に喰くらった衝しよう撃げきに等しかった。


　そんなこと、考えてもみなかった。


　だが、言われてみれば確かにそうだ。オリジナルである桜さくら乃の瑠る璃りが戻って来れば、いまの体にロシィの居場所はない。元々、彼女は多彩なスキルを使いこなすために造られた、擬似人格──そう聞いていたことを、瞳はすっかり忘れていた。


「あんたも、本当はわかってるんでしょう？」


　アリシアは言った。


「それは自殺よ。……こんなこと《パパ》博士のところにいた時は、考えたこともなかったわ。本当の《自分》を取り戻すことは、何より大事で、一番欲しいものだった──ううん、欲しいのはいまもそう。どこの誰だれだか、知りたいとは思うわ。どういう場所で育って、どうして攫さらわれたのか。だけど、欲しいのは知ち識しきで、《わたし》が消えてしまうことじゃない。この体は、わたしのものよ！　誰にも渡すものですか！」


「……いまのままなら、長くは保もたないとわかっていてもか？」


　瞳は、女子トイレから少し離はなれた場所で、動けなくなった。


（どういう意味だ？）


　何が、保たないというのか。


「……そうよ」


　アリシアの声には、苛いら立だちが滲にじんでいる。


「どうせ駄目なら、わたしは、わたしのまま死ぬわ。この体が、あとどのくらい保つのかわからないけれど、消されて……殺されてたまるもんですか。敵対するっていうなら、《マスカレード》と《メイク》を排除して、残りの時間は、自由にさせてもらう。瞳を守って来たご褒ほう美びはそれで十分よ。あんたはどうなの？　ロシィ・プリムラとしてあんたは、あんたが大事に持ってる写真の《眼鏡めがね》をかけたら死ぬのよ？　それでいいの？」


「それは……」


「とにかく、わたしは嫌いや。あんたも《ウィッグ》を見たでしょう？　あの子は、なりきっていたメグの記き憶おくに喰われて、消えてしまったわ。そして今度はきっと、メグが《ママ》博士の手で殺されるわ」


　アリシアの押し殺したような声に、思わず前に出て、壁かべの向こうへ顔を覗のぞかせていた。


　その気け配はいに、はっとしたように二人の少女が振り返った。


　パールホワイトの眼鏡の向こうで、菫すみれ色いろの瞳が驚おどろきに見開かれる。アリシアも同じく、しまった、というような顔をしたが、立ち直りは彼女の方が早かった。


「……瞳ひとみ、ここは女子トイレよ？」


　そんなことを言って、青い瞳を眇すがめた。


　瞳がようやくそのことに気が付いて、慌あわてて廊下へと下がると、壁かべの向こうから二人はすぐに出て来た。


「聞いていたのか？」


　そう言ったロシィの声は、どこか苦しげだった。


　瞳は、後ろめたさを感じながら、頷うなずいた。


「盗み聞きしたのは悪かったよ。だけど、どういうことなんだ？　死ぬとか、保もたないとか、どういうことだよ？　それに、母さんがメグを殺すってのも……どういうことなんだよ？」


　ロシィは、だが、まるでスキルが切り替わったかのように、全まつたくの無表情となり、口を閉ざして視し線せんを落とした。


　その代わり、とでもいうように、アリシアが瞳を見上げた。


「聞いていたのなら、本当はわかってるんでしょう、瞳？　つまりは、そういうことよ」


　瞳は、鳥肌が立つのをどうしようもなかった。


　ではやはり、そういうことなのだ。ロシィやアリシアの体は──
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「嫌きらわれて当然よね……」


　ソファーに腰を下ろした高たか幡はた裕ゆ美みは、どこか自じ嘲ちようめいた微び笑しようを乾いた唇くちびるに浮かべた。


「言いわけなんかできないわ。瑠る璃りちゃんをあんな体にしたのは、わたしだもの……」


「裕美……」


　勇ゆう二じは、妻の肩を抱くと、すっかり細くなった二にの腕うでを摩さすった。


「そうじゃない。瞳ひとみは、少し戸と惑まどっているだけだ。おまえが、大きくなったあいつに驚おどろいたのと同じように、あいつも驚いたんだ──時間の重さに」


　夫の慰なぐさめに、しかし妻は弱々しく首を振るだけだった。


（できることなら、二人きりにしてやりたいが──）


　その様よう子すを真向かいのソファーに腰を下ろして見つめながら、阿あ部べ宏ひろ明あき一等特佐は胸の内だけでため息をついた。


　瞳の気持ちもわかる。


　宏明自身、妹の変わりようには息を飲んだのだ。


　それは単純に歳としを取った、と言うだけではありえない変わりようだった。


　どちらかといえば童顔で、行ゆく方え不明当初も、学会のパンフレットの写真を見てアメリカのケーブルＴＶの何社かは、裕美を、日本の高校生の親善発表団の一人だと勘違いしたほどであったのに、よく言えば、年相応の顔になったのは、瘦やせたせいだと思いたかった。


　何があったのかは《ＳＳＳ》の室長として、事情を聴ちよう取しゆしなくてはならない。だがそれは、あとでのことだ。


（さて……）


　何と言って切りだすか──そのきっかけを探していると、新しいコーヒーを淹いれてくれた栗くり原はら千ち里さと特曹長が、カップを取り替えてくれた。微かすかに鳴ったソーサーの音、そして、素す晴ばらしいコーヒーの香かおりが、妹夫婦の顔を上げさせてくれた。何なに気げなくこういう気き遣づかいができるところが、千里の素晴らしい特技だった。


「すみません、義に兄いさん」


　こちらも僅わずかに瘦せた感じのする義おと弟うとが、先に姿し勢せいを正して真まっ直すぐに向いた。いまはきちんと《ＳＳＳ》の常装の制服を着て、ジャングルでのサバイバルを感じさせるものは、瞳の奥にいまだ揺ゆらめく微かすかな光だけだった。救出された当初は伸び放題だったという髭ひげも、綺き麗れいに剃そられている。


「気にするなよ」


　宏明は尻しりの位置を直すと、前まえ屈かがみになって背中を僅かに丸めて両りよう肘ひじを腿ももの上に乗せ、掌てのひらを組み合わせて、妹夫婦を交互に見た。


「……さて、だ。さっきも言ったように、我々にはまだ、あの二人の《ＭＭＰＳ》の力が必要だ。少なくとも、《パパ》博士のところにいる残りの二人──《マスカレード》と《メイク》を排除するまでは」


　妹の表情がはっきりと曇くもるのを、宏ひろ明あきは胸の痛む思いで見た。


「裕ゆ美み、おまえの気持ちはわかる。だがな、あの子たちに頼るしかないのが、我々の現状だ。それを一刻も早く打破するための、おまえの《奇跡の生せい還かん》劇げきの台本は、大急ぎで作らせている。さっきも言ったが、《トラスト》は《ＭＭＰＳ》計画から手を引きかけている。連中を一気に退場させるには、絶好の機会だ」


「それですが……確かな情報なんですか、義に兄いさん？」


　宏明は頷うなずいた。


「間違いない。アメリカが出で張ばって来たからな。襲しゆう撃げき作戦での連中の裏切りは許せねえが、組そ織しきにしてみれば、《ＭＭＰＳ》計画を推おし進めて実際に完成させても、実際に買い手がつかないんじゃあ、意味がない。連中の考えている《ＭＭＰＳ》一体の値段は、そこいらのテロ組織に手の出る値段じゃない。となれば、買い手は国しかねえが、アメリカがそれを目の仇かたきにしているとなれば、渋しぶるのは当然だ」


　カップを手にし、コーヒーで口を湿らせる。


「先日、《トラスト》の幹部が集まっての会合が開かれたという情報があった。そこで連中は正式に《ＭＭＰＳ》計画の破は棄きを決めた様よう子すがある。これを一〇〇％にするために──」


「……裕美を前面に出す」


　言葉のあとを、勇ゆう二じが引き取って呟つぶやいた。


「そうだ。どのみち、裕美とおまえが日本に帰還したことは、《パパ》博士の方でも摑つかんでいるネタだ。隠かくしたところで意味がない。むしろ積極的に利用し、組織にとってはリスクのでかい話になった、と認にん識しきさせる」


　一いつ旦たん言葉を切り、宏明はカップを置いて再び手を組んだ。


「……それにな、こいつはここだけの話だが、組織とは裏でちょっとした取り引きをした」


「取り引き？」


「ああ。裕美の拉ら致ちに関する発表では、《トラスト》の名前も《ＭＭＰＳ》計画も、一切の公表をしない、とな──そう嫌いやな顔をするな。こいつは、双方にとって利益のある話だ。《トラスト》にしてみれば、《ＭＭＰＳ》計画を公表されて、アメリカに公おおやけに攻撃の大たい義ぎを与えることは避さけたい。連中が一番恐れているのは、実はそこだ。研究にかけた金はすぐに取り戻すことができるが、顧こ客きやくの信用はそうはいかん。俺おれとしても、裕美の生還に対する世論の声を、非ひ難なんに変えたくはない」


　その言葉に、裕美は膝ひざの上で手を組んで、真まっ直すぐに宏明を見た。


「兄さん……わたしは、それだけのことをしました……覚悟はできてます」


「いや、おまえはわかってない」


　宏明は、妹の言葉をそう斬きり捨てた。


「《ＭＭＰＳ》計画を公表すれば、ことはおまえだけじゃすまない。ロシィ──瑠る璃りちゃんは、おまえ以上に好奇の目に晒さらされることになる。瞳ひとみもそうだ。知られなければ、あいつは悲ひ劇げきのヒロインの家族だが、計画が世に知られればその評価は一転するぞ。幼なじみを殺人兵器に改造した鬼おに女おんなの息子──それが、どんな結果を生むか、おまえはわかってない。俺おれは、おまえの気を済ませるために、あの二人を地獄に落とす気はない。瞳は……俺にとっても息子だ」


　裕ゆ美みはハッとした顔になり、そうして、静かに俯うつむいた。


　方便でも何でもなく、宏ひろ明あきは事実、そう思っていた。特にこの数年、救出の実行部隊として世界中を飛び回っていた義おと弟うとに代わり、何かにつけて面めん倒どうを見て来たのは、宏明なのだ。


「すでに官房室ともその線せんで合意を取り付けてある。連中にしてみても《ＳＳＳ》が救出したのが、世界各国で子供を拉ら致ちして改造していた科学者じゃ、体てい裁さいが悪いのさ──っと、すまんな、言葉が過ぎた」


　だが、ゆっくりと裕美は首を振った。


「いいの……事実だもの。確かに、兄さんの言う通り、わたしは世間に非ひ難なんされることで、自分の気を済ませたかっただけなのかもしれない。けじめをつけた……そう、瞳に思って欲しかったのかもしれないわ……」


「裕美……」


　静かに、勇ゆう二じは彼女の肩を抱いた。裕美は頭を軽く夫の肩に付けると、息をついた。


「理解してくれて助かる」


　宏明は、わざと事務的に言った。でなければ、くじけてしまいそうだ。いまは、兄としての情よりも優ゆう先せんすべきことがある。


「それで……どうだ？　あの二人は」


　裕美は、夫の肩から顔を上げると、微かすかに眉み間けんに皺しわを寄せた。


「ロシィと……アリシアちゃんの状態のこと？」


「ああ。いまはあの二人が頼りだからな」


「…………」


　微かに目を伏せ、そうして顔を上げた時、彼女の表情は科学者のそれになっていた。


「データを見ないことには何も言えないわ。一見したところは、特に問題はないようだったけれど……でも、驚おどろいたことならひとつ」


「何だ？」


「《ドレス》──アリシアちゃんが、《自分》に戻ることをあとでいいって言ったこと。スペック上は、ありえない話なの。《ＭＭＰＳ》の行動の根幹は、《自分》を取り戻すことにあるわ。だからわたしは、ロシィに瞳のことを頼めた。だから、あの場面では、兄さんがどんな理由をつけても、あの子たちはわたしの話に乗るはずだった。邪じや魔まをするなら、兄さんに銃を向けたはず……だけど、しなかった」


「自我に目覚めた──そういうことか？」


　宏ひろ明あきがそう言うと、裕ゆ美みは不ふ可か思し議ぎなものを見るような視し線せんで彼を見た。


「何のこと？」


「だから、いまのあの子たちは、元々の体の持ち主の自我を封じ込めて上書きした、人工的な擬ぎ似じ人格なんだろう？　その擬似人格が自我に目覚めた──そういうことじゃないのか？」


「兄さんの話を聞いていると、ロシィが別の人間のように聞こえるけど？」


「聞こえるって……そうなんだろう？」


「バカね」


　淡々と、裕美はそう兄の言葉を否定した。


「それは、あの子たちがそう言ったんでしょう？　それをそのまま信じたの？」


「違うのか？」


　裕美は頷うなずいた。


「当たり前よ。魂なんてものがあるなら、そう言うこともできるかもしれないけど……ハードはひとつなのよ？　人格っていうのは、そのハード──脳の演算パターンに過ぎないわ。違うソフトを走らせたからつて、パソコンそのものが別物に変わるわけじゃないでしょう？　ロシィも、瑠る璃りちゃんも、桜さくら乃の瑠璃と名付けられた有機的なハードのソフトに過ぎないわ。どちらが本物、ということはないのよ」


「なら、《ＭＭＰＳ》の《自分》探しの欲求ってのは何なんだ？」


「記き憶おくよ。兄さんにも経けい験けんがない？　酔っ払って昨夜ゆうべの記憶がないことって。あれって、不安よね。しかも、全まつたく見覚えのないものを持ち込んでたりとかしたら特に。彼女たちはそれが、十年近くにわたって白紙なの。求めて当然でしょう？」


「……ひでえな」


　思わず呟つぶやいてしまってから気づいたが、裕美は悲しげに微ほほ笑えんだだけだった。


「ええ、本当に。わたしはあの子たちの記憶を封じ込めて、新しい思考パターンをインプリンティングしたわ。人間の定義が、考え方や性格といったソフトウェアのことなら、ロシィたちは確かに別の人間と言えるかもしれない」


「……あの子たちの、封じられた記憶を解放したらどうなるんだ？」


「方法によるけど──」


　その時、プリンターが音を立てて数枚の用紙を吐きだした。千ち里さとが立ち上がって取り上げ、すぐ脇わきに来て無言で差しだした。それは、ロシィとアリシアのこれまでの《ＭＭＰ》のスキルの使用状況と、身体状況をまとめたもので、戦せん闘とう以外での使用も記き載さいされている。そっちは瞳ひとみによる自己申告だが、ほぼ間違いないはずだった。


　裕美にそれを渡すと、彼女はざっと視線を走らせ、すぐに眉まゆを曇くもらせた。


「……問題が？」


　宏ひろ明あきが問うと、裕ゆ美みはもう一度確かく認にんしてから、用紙から顔を上げた。


「ええ、多た分ぶん。体の方はわたしの専門じゃないから確実なことは言えないけど……アリシアちゃんの方は、おそらくすでに神経細胞の一部が、精神負荷に耐え切れずに自じ己こ崩ほう壊かいを始めているはずよ。何らかの兆候が出始めてると思う」


「対処は？」


「スキルを使わせないこと。それしかないわ。──アリシアちゃんを先に治ち療りようしましょう、兄さん。初期症状として、手足の痺しびれが出ているはず。どのみち、まともに武器なんか扱えないわ。自分を取り戻すことを拒否した理由が、そのことでいまの自分が消えてしまうと思っているのなら、その誤解を解いて安心させてあげなくちゃ」


　勢いきおい込んでソファーを立ち上がった裕美を、宏明は手を上げて制した。


「待て待て。もう少し、わかるように説明してくれ。それじゃあ、記き憶おくを取り戻したら、いったい、あの子たちはどうなるんだ？」


「それは──」


　その時、腹の底に響ひびくような、宏明にとっては聞きなれた爆ばく発はつ音おんが頭上から聞こえ、《ＳＳＳ》本部の建物全体が、身み震ぶるいをしたように大きく揺ゆれた！





「ははは、見事な一いち撃げきだ！　見たまえ、フランクリン君！　何て脆もろい！　ただの一発であのざまとは、これが《ＳＳＳ》の本部とは笑わせる！」


　モニターに映しだされた屋上の様よう子すに、《パパ》博士は、ヌガーバーでべとべとした手を押し付けて、大喜びであった。そのでっぷりとした体の上に乗っている小振りの頭を、フランクリンは後ろから冷さめた目で見つめていた。


　操そう縦じゆう室しつに回れば、肉眼でも外の様子は見ることができる。二人は──二人を乗せた七枚羽根のヘリは、《ＳＳＳ》本部の上空でホバリング中である。


　外見は、《ＳＳＳ》でも導どう入にゆうている『シコルスキーＭＨ－５３Ｊ《ペイブ・ローIII》』であり、塗と装そうもそれに準じているが、内装は大幅に改造を施ほどこされていた。


　フランクリンは、ちらりと後ろへ視し線せんをやった。


　壁かべに背を預ける形でずらりと並んでいるのは、ごてごてとした装置の付いた椅い子すである。あまりにオプションが多いために、左右それぞれに四席──計八席しか用意できなかった、《ＭＭＰＳ》専用の席だ。


　そこには、一人だけ少し背の高い少女が三人、不可視のバイザー付きのヘルメットを装着した状態で、バーでもって椅子に固定されていた。着ているのは、特殊な抗こう弾だんスーツだ。スキルを戦せん闘とうのみに限定してあるのと、切り替えをヘルメットで行えるために、着替えなどを必要しないため、《ＭＭＰＳ》が全員持っているらしい巨大なトランクも必要としない。


　これらは全すべて、アメリカ製だ。


　研究所を襲しゆう撃げきした際に焼け残った資料と、《Ｂ・Ｐ》と呼ばれる第二世代の《ＭＭＰＳ》を捕ほ獲かくしたことによって作り上げることができた、より先せん鋭えい的なシステム、と開発者は言っていた。


　だがそれも、素そ体たいとなる《ＭＭＰＳ》があってのことだ。


　多数のスキルを他ひ人との脳へインプリンティングする《ＭＭＰ》施せ術じゆつは、《ママ》博士──高たか幡はた裕ゆ美みがどこかに隠かくした、インプリンティング・システムが必要なのだという。その行ゆく方えを《パパ》博士は知っているようだが、ありかについては話さなかった。それが、自分の身を守る保険になると考えているのかもしれない。


（そんなことをしなくても、殺したりはしないのだがね）


　意外と姑こ息そくなのだよな、とフランクリンは考えつつ、どこか狂気じみた博士の横顔を見つめた。垂たれ下がった頰ほお肉にくが震ふるえている。


　そんな小こ細ざい工くを考えずとも、フランクリンは博士を処分するつもりなど毛もう頭とうなかった。性格などはさておいて、その頭脳は役に立つ。現に、特殊スーツとの兼ね合いでの《Ｂ・Ｐ》の肉体的な負ふ荷かが、博士のアドバイスで大きく軽減された。役に立つうちは厚遇されるだろう。


（にしても、ずいぶんと甘い）


　もう一発、ミサイルがヘリポートを兼ねた屋上へ吸い込まれて行くのを、ヌガーで汚れたモニターで見た。完かん璧ペきな擬ぎ装そうだったとはいえ、こうも簡かん単たんに接近を許すとは思わなかった。もっともギリギリでバレて、護ご衛えい艦かんに搭とう載さいされているのと同じ、二〇ｍｍ自動機き関かん砲ほうに狙ねらわれたために、強行する形になってしまったが予定内のことだ。


　だが、周囲はまだ、何が起きているのか把は握あくしきれてはいないように思えた。


　最初の爆ばく発はつが起きてすぐ、自衛隊員たちが飛びだしてきて、慌あわただしく消火車両が集まって来たが、攻撃か、それとも誤射か、その判断をしかねているといった様よう子すだった。


「博士、急いだ方がいいでしょう。長引けば、こっちが危ない」


　自動機関砲は片付けた。あとは着陸して《ＭＭＰＳ》を突入させるだけだが、いくら《ＭＭＰＳ》が優ゆう秀しゆうだと言っても、携けい帯たい式地対空誘ゆう導どう弾だんスティンガーで狙われたら、こっちはひとたまりもない。まだ《ＳＳＳ》が混乱している内に、片をつける必要がある。


「わかってる！──起きなさい、娘たち」


　気持ちの悪い猫ねこ撫なで声で言うと、三人の《ＭＭＰＳ》が目を覚まし、ヘルメットに内蔵されたアイ・カメラが瞼まぶたが開いたのを感知して、彼女たちが見ている景色をモニターに映しだした。


　フランクリンは、マイクを摑つかんで、


「ヘリを着陸させてください」


『了解』


　すぐにそう応答があって、《ペイブ・ローIII》は黒煙を吹き散らしながら降下した。


　すぐ後ろのカーゴで、《ＭＭＰＳ》を固定していた太いバーが解除されて持ち上がる。少女たちは、機体の揺ゆれをものともせずに立ち上がった。


　博士は必死にバーにつかまりながら、そんな彼女たちの傍そばに行くと、小声で何かを一人一人に話しかけた。わかっているね、とその唇くちびるは動いていた。


　フランクリンは、ビジネススーツの懐ふところに忍しのばせかけていた手を止めた。もし、おかしな指示を出すつもりであったのなら、容赦なく銃口を向け、修正するつもりでいたのだが、その辺あたりは心得ているらしい。


　思わず膝ひざを曲げてしまうような衝しよう撃げきがあって、ヘリが着陸したのがわかった。側面の扉が開かれたが、黒煙で視界は悪い。だが、少女たちは迷うことなくＭ４Ａｌカービンを構え、つぎつぎとその中へと飛び込んで行った。


　煙の中に姿が見えなくなると、博士は口くちの端はからヌガー色の唾だ液えきを泡にして吹きながら戻り、モニターの前にかじり付いた。


　少女たちに同行はしない。


　フランクリンは島で、《ＭＭＰＳ》のスキルの切り替えについてまで指示をしていたが、それは、彼女たちの自我の抑制が思う通りに行かなかったからだった。


　有視界に置いて、状況をこちらで判断していちいち指示を出さなければならないのでは、単独兵器としては役に立たない。


　だが、博士はそれを簡かん単たんに解決してくれた。この男の開発した薬物は彼女たちを、フランクリンの望んでいた『自己判断でスキルを使用し、かつ、命令には絶対服従』というパーフェクトソルジャーに仕上げてくれた。


　ただし、問題がないわけではない。


　脳への負ふ荷かが極端にかかるために、連続稼か動どう時間が短いのだ。その辺りは改良の余地があるが、現状でも十分は活動できる。いまは、それだけあれば十分だった。


（……さて、あとは待つだけ）


　フランクリンは、モニターに映しだされた、少女たちが見ているものと同じ景色を見つめながら、懐に手を差し入れてホルスターに下がった拳けん銃じゆうのグリップを、何度も何度も撫なでた。





「……《ドレス》」


「わかってるわ」


　揃そろって天井てんじようを見上げた二人の少女は、互いにだけ了解済みらしい事柄にうなずき合うと、そろって振り返った。


　もちろん瞳ひとみには、いまの音と振動が正確には何であるのかは、わからなかった。直下型の地じ震しんだろうか、と思ったのが最初である。しかし、ならばすぐに来るはずの揺ゆれがなかったので、そうではないらしいということはわかった。


「来い」


　そんなことを考えている内に、手を取られ、廊下を室長室の方へと引かれた。だが──その目の前で、室長室のドアのノブが畳たたまれてドアに格納されたかと思うと、左右からエレベーターのドアが閉まるように、隔かく壁へきがスライドしてきてそれを覆おおってしまった！


「伯お父じさん！」


　瞳ひとみは、ただならぬことが起きているらしい、ということにようやく気付いて、隔壁を叩たたいたが、全まつたく返答はなかった。それだけではない。エレベーターの向こうに見える階段にも隔壁が降りて、廊下には三人だけになってしまった。


「しまったな」


　室長室の隔壁に触れて、だが何事もなかったかのように、ロシィは呟つぶやいた。


「どうやら、室長室はこのビルが攻こう撃げきを受けると、自動的に隔かく離りされるようになっていたらしい。おそらく外の安全が確認されるまでは、中にいる人間にも開けることはできないだろう」


「攻撃!?」


　瞳が振り返ると、パールホワイトの眼鏡めがねの向こうから、鮫さめの目でロシィは見上げた。


「そうだ。上で二回、爆ばく発はつがあっただろう。おそらくは、屋上のヘリポート脇わきに設置されているＣＩＷＳが二基とも破は壊かいされたのだ。このタイミングで事故が起こるとは考え難がたい」


「ＣＩＷＳってなんだよ！」


「Ｃｌｏｓｅ　Ｉｎ　Ｗｅａｐｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ──自己判断で敵機やミサイルを迎撃する一種のロボット機関砲だ」


「《パパ》博士だと思う？」


　アリシアの言葉に、ロシィは瞳だけを向けて頷うなずいた。


「他ほかにあるまい」


「目的は、瞳と《ママ》博士ね」


「言うまでもないことだ」


「……困ったわね」


　アリシアは、眉み間けんに深く皺しわを寄せた。


「見たところ、室長室は核の直撃を受けても大丈夫なくらいに見えるけど、ここは違うわ。階段の隔壁は、ＴＮＴで吹き飛ばせてしまう程度だと見たけど──《ママ》博士はともかく、瞳をどうする？」


「わたしたちの《トランク》は、あの中だ」


　そうだった、と瞳は、思いだした。母に会ったことが冷静さを失わせたのか、二人はいつも傍そばに置いてはなすことのない《トランク》を、隔壁に閉ざされた向こう側に、置いて来てしまっていたのだ。


「《スペクタクルズ》、あんた、武器は？」


　ロシィは、赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートの前をはだけて見せた。白いタンクトップとショートパンツが覗のぞく。コートの内側には、二丁のキャリコＭ９５０が下がっている。他ほかは、全すべて眼鏡めがねのつるだ。


「あとは、プラスチック爆ばく弾だんが少しだけだ」


「わたしは──」


　アリシアはゴスロリドレスのスカートに無造作に手を突っ込むと、彼女の手には余るような大型の拳けん銃じゆう、デザートイーグルを取りだして見せた。


「これと、フル装そう塡てんしたマガジンが三つ。内の二つはフルメタルジャケットよ。だけど、あんたと違ってわたしの《鍵かぎ》は隔かく壁へきの向こう側だわ」


　言われてようやく、瞳ひとみも気が付いた。


　ロシィはトレンチコートの内側の眼鏡めがねをかけ替えすれば、どの国のどの特殊部隊の精せい鋭えいの隊員にもなることができるが、服を着替えることを必要とするアリシアは、いまはこれと言って特筆するところのない一兵卒の能力程度しかなかった、


「なら、選択の余地はないな」


「ええ」


　二人はそう言うと、瞳の手を問答無用で摑つかんだ。


「な、何だよ？」


「こっちへ来い」


　瞳は逆らうこともできずに、室長室から見て右の壁かべに並んだ扉のひとつに引き立てられた。ロシィがノブを回すと、何の抵抗もなく開いた。


　再び、今度は階上でだと瞳にもはっきりとわかる爆発音と振動がして、パラパラと埃ほこりが舞まい落ちてきて、ほとんど突き飛ばされるように、瞳は中に入った。そこは、小さめの会かい議ぎ室しつのようだった。テーブルがずらりと並べられていて、プロジェクターなどの機材もある。瞳は部屋の隅すみに連れて行かれると、そこに無理矢理座らされた。


「おい、何するつもりなんだ」


　立ち上がろうとした肩を、強くロシィに押さえ付けられた。


「ここでおとなしくしていろ。これだけに派は手でに乗り込んで来たということは、この作戦の所要時間は短い。それを乗り切ればこっちの勝ちだが、それにはおまえは邪じや魔まだ」


「馬ば鹿かにすんな。俺おれだって、ナイフ使いは──」


「《ＭＭＰＳ》を甘く見るな」


　鮫さめの目で見み据すえられてぴしゃりと言われ、瞳は言葉を飲み込んだ。


「相手が格かく闘とう戦せんに乗ってくれるとは限らないんだぞ。たとえ、瞳が銃を撃うてたとしても、おまえに渡す予備の銃はここにはない」


「けど！　俺だけこんなとこでイライラして待ってるなんてできるかよ！」


「……そうか。なら、仕方がないな」


　わかってくれたのか、と思ったのは、間違いだった。瞳は、ロシィの腕うでが振り上がり、構えた手しゆ刀とうが首筋に叩たたき込まれるのを、鈍い痛みとともに見た。


（ロ、シィ……）


　遠くなる意い識しきを繫つなぎとめようと、必死に手を伸ばした。だが、何もつかむことはできず、視界が、意識が、黒く染そめられていくのをどうすることもできなかった。





　爆ばく発はつに気付いた瞬しゆん間かん、裕ゆ美みはソファから立ち上がって、扉に向かって走りだしていた。


　だが、その手がかかる前にドアノブは折り畳たたまれて格納され、彼女は知らなかったが、外と同じく左右からスライドして現れた隔かく壁へきが部屋を密室に変えた。ほぼ同時に、シャッターの下りた全すべての窓の下からも、隔壁がせり上がってこれを閉ざした。


「兄さん、ここを開けて！」


　裕美は悲鳴にも似た声でそう叫んだが、宏ひろ明あきはゆっくりと首を振るしかなかった。


「そいつは無理だ」


「どうして!?　この向こうには瞳ひとみがいるのよ!?」


「わかってる」


　宏明は、ちらりと義おと弟うとを見た。


　勇ゆう二じは頷うなずくと立ち上がり、妻の傍そばに行ってその細い肩を抱いた。


「裕美、聞きなさい。この部屋は、建物が攻撃を受けると一時的にシェルターに変わり、要人を守るようになっているんだ。五時間は、内からも開けることはできない」


「……そんな」


「大丈夫だ、裕美。瞳には、あの子たちがついている──そうだろう？」


「だけど、あの子たち、《トランク》を持って行っていないのよ!?」


　勇二は、妻の視し線せんの先を振り返り、眉まゆを曇くもらせた。そこには、常人では持ち上げることもできない、二つの《トランク》が置きっぱなしになっていた。


　宏明もそれを見、腹の奥で小さく唸うなった。


　裕美の不安は当然だ。ロシィはともかく、これではアリシアはスキルも使えない。しかも、武器は全すべてここにあるのだ。


「千ち里さと君」


　宏明は、振り返らずに秘書官を呼んだ。


「何が起きた？」


「五分前に、《ＳＳＳ》所属のヘリ《ペイブ・ローIII》が屋上のヘリポートに接近しました。ですが、その識しき別べつコードが偽ぎ造ぞうされたものであることが判明し、ファランクスが自動攻撃を行おうとしましたが、攻撃を受け、破は壊かいされました。その信号を受け、室長室はアイソレーション・モードに移行。現在、この部屋は外がい界かいから完全に遮しや断だんされていますが、寸前までの屋上、及および本部建物内の監かん視し映像は見ることができます」


「敵は？」


「不明です──こちらへ」


　宏ひろ明あきは立ち上がると、千ち里さとのデスクの後ろに回って液晶モニターを覗のぞき込んだ。


　そこには、三人の侵入者の映像と、容赦なく蹴け散ちらされる《ＳＳＳ》隊員の姿が映しだされていた。元より、それほど多い数の隊員が詰めていたわけではなかったが、陸・海・空から集められた精せい鋭えいたちが為なす術すべもなく倒されて行く。


「何だ、こいつらは……？」


　そんなことをしても映像がクリアになるわけではないのだが、宏明は目を眇すがめていた。


　侵入者の内の二人は、少女だとわかる。だが、もう一人は背も高く、ヘルメットを着けているために顔は見えず、年もわからなかった。


「裕ゆ美み！」


　宏明は、空気が震ふるえるような大声で妹を呼んだ。


　彼女は義おと弟うととともに、すぐに飛んで来た。そしてモニターを覗き込み、それが瞳ひとみを映したものではないとわかると、微かすかな失望を横顔に浮かべたが、すぐに表情を引きしめた。


「連中か？」


「……わからないわ。顔も見えないし……」


「義に兄いさん、陽動では？　少女の兵士を送り込んで来て、《ＭＭＰＳ》と思わせようとしているのかもしれない」


「かも知れねえが……千里君、救きゆう難なんシグナルが出ているはずだな？　同じ回かい線せんを使って外と交信ができないか、いろいろ試してみてくれ」


「はい」


「よし。それじゃあ、俺おれたちは──」


　宏明はデスクを離はなれると、一見、何の変哲もない壁かべのところに立って、掌てのひらを置いた。途と端たん、その部分が開いて、中から様々な銃器が現れた。目を瞠みはった妹に、彼は冷淡にも聞こえる声で言い切った。


「……五時間後、その隔かく壁へきが開いた時、外にいるのが味方とはかざらねえからな」





「気絶させたの？」


　テーブルを担かついで来たアリシアの問いかけに、ロシィは微かすかに頷うなずくと、瞳の腰から、彼がこの頃ごろいつも装備しているナイフを抜き取って、それで彼の服を裂き、猿さる轡ぐつわをして、手足も軽く縛しばった。


「ずいぶんな念の入れようね」


「万が一のこともある。わあわあ騒さわがれたら、ここにいるのがわかってしまうからな」


「それはそうね」


　アリシアはテーブルを瞳ひとみに覆おおい被かぶさるように置こうとした。


「待て」


「何？　やっぱり気が変わったの？」


　その問いには答えず、ロシィはトレンチコートからいくつかの眼鏡めがね、銃とマガジン、それにプラスチック爆ばく弾だんのセットを取りだして床に置くと、コートを脱ぎ、瞳の頭を覆うようにかけた。すっぽりと隠かくすとは行かないが、急所は全すべて覆えた。


「いいぞ」


「優やさしいのね」


　アリシアはテーブルを置いた。ロシィも手伝い、完全に瞳がその下に隠れると、プラスチック爆弾を、周囲の壁かべや天てん井じように適量を仕掛け、信管を差し込んだ。


「だけど、いいの？　あのコートがなかったら、手足は無防備よ？　そのインナーだって、コートほどの抗こう弾だん効果はないでしょう？」


「命中しなければ済むことだ」


　コードを伸ばして廊下の方へ下がりながら言ったロシィの答えに、アリシアは肩を竦すくめた。


「ま、それはそうだけどね」


「行くぞ」


　コードを接続した起爆装置のスイッチを、ロシィは押した。プラスチック爆弾がほぼ同時に爆発し、壁を、天井を崩くずして、瓦が礫れきを瞳の上に降らせる。たちまち、彼の姿はテーブルとともにその下に埋もれて見えなくなった。


　この程度ではカモフラージュにもならない。だが、崩すのとは違って、この瓦礫を、中の瞳を傷付けないように注意をしながら退のけるには、それなりの時間が必要になる。その時間が、連中にはない、と読んでいた。


　空気が中に通っていることを確認し、ロシィは立ち上がった。


「残りの爆弾を設置したら、二つ先の部屋へ移動するぞ」


「ここだけ崩れていたら、あまりにも不自然だものね」


　手分けして、残りのプラスチック爆弾を部屋の入り口と廊下に仕掛け、信管を挿さしてコードを伸ばし、二つ先のトイレのすぐ脇わきの部屋の中へ入った。


　扉は開けまま、その脇に分かれて座り込む。


　このビルの壁は、五・五六ｍｍ×四五弾ならば、貫通することはない強度があることを、二人は室長からレクチャーを受けて知っていた。グレネードを使われたら意味がないが、それはない、とロシィは踏んでいた。それでは、瞳や《ママ》博士を死亡させてしまう可能性があるからだ。


　そうしておいて、ロシィは青地に白と赤のラインの入った眼鏡に一いつ瞬しゆんでかけ替えると、残る眼鏡をショートパンツに挟はさんで、キャリコを手にした。正確な射しや撃げきには向かないが、この建物の廊下のような狭せまいところで、時間を稼かせぐ目的であれば十分に役に立ってくれる。


「その眼鏡めがねはなに？」


　もはや、ひっきりなしに聞こえてくる銃声や爆ばく音おんにも全まつたく動どう揺ようを感じさせない声で、アリシアはそう訊きいてきた。


「《ＳＡＳ》だ」


　初しよ弾だんをチェンバーに送り込みながら答えると、


「ああ、なるほどね」


　とアリシアは息を吐はくように呟つぶやいた。


《ＳＡＳ》とは、《Ｓｐｅｃｉａｌ　Ａｉｒ　Ｓｅｒｖｉｃｅ》──イギリス陸軍特殊空くう挺てい部隊のことだ。世界各国の特殊部隊の手本となり、現在でも最強の名を他ほかに譲ゆずってはいない、エリート集団である。その彼らのスキルを引きだすための眼鏡が、イギリス国旗をデザインしたこれだった。


「それにしても、今回は素す早ばやかったわね……《パパ》も」


　どこか息が詰まったような声に、顔を向けると、アリシアはデザートイーグルを見つめていた。その手が微かすかに震ふるえている。それが、恐怖や緊きん張ちようからではないのは明らかだった。


「できるのか？」


　ロシィの問いに、アリシアは小さく笑った。


「こういう死に方も悪くないわ」


「わたしは、死ぬつもりなどない。自殺になら付き合わないぞ」


　再び爆音がして、建物が揺ゆれた──近い。


「そんなこと言ってないわよ。まだ死にたくなんかないから、《ママ》博士の提案を蹴けったんだから。あんたも、よく考えることね。あんたがいなくなれば……瞳ひとみはきっと悲しむわ」


　ロシィは、埃ほこりのまだおさまっていない瓦が礫れきの山を見た。


「……そうだろうか」


「そう思わなくちや、虚むなしすぎるわ」


　アリシアは、静かにハンマーを起こした。震えは収まりつつあるようだ。


　ロシィも呼吸を整えながら、キャリコのドラムマガジンに、おでこを付けた。ひやりとして、気持ちがいい。


（本当に、瞳は私が消えてしまったら悲しむのか……？）


　わからなかった。


　だが、もしそうだとしたらと考えると、胸の奥の方が、病気でもないのにひどく締しめ付けられるように痛んで、ひどく気持ちが乱れることに、ロシィは気が付いた。


（いかん。いまは、そんなことを考えている時じゃない）


　もう一度呼吸を整え、神経を落ち着けようと努めた。でなければ、照準がぶれる。


「！」


　その時、極ごく近くで爆ばく発はつが起こり、扉の向こうを吹き飛ばされたシャッターの破片が、炎をまとって転がって行った。


　ちらりとしか見えなかったが、書かれた文字は見えた。階段のものだ。


《敵》が、ついにこの階へ到達したのだ。


　だが、ロシィもアリシアも動かなかった。《敵》が、この階に瞳ひとみたちがいることを知らなければ、行き過ぎてしまうかもしれない。


　ブラフとしてもう一階下には、多数の警けい備び員いんが廊下に詰めている。この階には《ＭＭＰＳ》二人がいれば十分であり、他ほかの人員はいても邪じや魔まになるだけだった。


　その逆手の罠わなを、読まれる可能性はある。襲しゆう撃げきして来た《敵》が、《ＭＭＰＳ》をよく知る《パパ》博士だとしたらありえる。


「《スペクタクルズ》」


　微かすかな声に振り返ると、ドレスはスカートの中からミラーを出して、ロシィの方へ放った。


　ロシィはそれを、空中でキャッチした。


「いろんなものを隠かくしてるんだな」


「秘密よ」


　アリシアのそんな軽口に、ロシィはふっと唇くちびるをほころばせると、ミラーを静かに外へ差しだし、廊下の様よう子すを確認した。


　──粉ふん塵じんの向こうに、三つの影かげが見える。


（やはり、誤ご魔ま化かせなかったか。しかし……）


　体格から、二人は間違いなく少女だとわかる。だが、ロシィは判断に迷った。なぜなら、背の高い一人はともかく、残る二人も、黒いダイバースーツのようなものを着ていて、その上にタクティカルベストやブーツ、頭にはヘルメットを被かぶっていたからだ。


（……《メイク》はともかく《マスカレード》は、あれでは《仮面》は着けられない。それに、他ほかの《仮面》はどこだ？）


　第四世代の《ＭＭＰＳ》である《マスカレード》は、ロシィと同じく抗こう弾だんトレンチコートの内側に、携けい帯たいできるだけの《仮面》を仕込んで戦せん闘とうを行うスタイルのはずだった。


（理由はわからないが、これなら勝てる）


　ロシィは、ズボンに引っかけた眼鏡めがねをちらりと見下ろした。


　固有のスキル以外は、インプリンティングされたスキルというのは同じものだ。ゆえに、同じスキルを発現させた場合は、戦力差は身体能力の差のみとなり、なかなか決着が付かないことがある。そこで《ＭＭＰＳ》同士の戦いでは、固有スキルの数と、あとはいかに相手の裏をかいてスキルを発動させるか、が重要になる。


　その点において、ロシィは自分が優ゆう位いであると考えた。


　徒と手しゆ空くう拳けんでの接近戦に特化した拳けん法ぽう使いの眼鏡めがねなど、兵士が相手なら対処外のスキルの眼鏡を用意してあったからだ。懐ふところに飛び込むことができれば、勝算はある。


（……何者であれ、来るなら排除するのみ）


　ロシィはミラーを引っ込めると、アリシアに向かって頷うなずいて見せた。彼女も頷き返し、デザートイーグルをしっかりと両手で振った。


　息を殺し、耳を澄すます。


　ブーツの厚い底が、粉ふん塵じんを嚙かむ音に集中した。ゆっくりと近付いて来る。


　引き返せばよし。でなければ──


「！」


　かつん、と音がして、視界に円筒型の筒が転がって来たのが目に入った。


（催さい涙るいガス！）


　先に反応したのは、アリシアだった。デザートイーグルを構え、引き金を引く。命中寸前に弾だん丸がんは黒い十字状に展開して、催さい涙るいガスを撒まき散らす前にそれを弾はじき飛ばした。直後、ブシュっという音がして、微かすかに白い煙が見えた。


　息を止め、ロシィはフルオートにモードを切り替えて、キャリコを廊下に突きだすと、狙ねらいもつけずに引き金を引いた。空から薬やつ莢きようが次々と排出される。廊下が抉えぐれ、天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが砕けて細かいガラスの破片と白い粉末を降らせた。


　発射したのは、ゴム・スタン弾ではない。


　二丁持ち歩いているキャリコの一丁は、常にフルメタルジャケット弾を装弾してあった。


　すぐに激はげしい応射があって、その前にロシィは手を引っ込めた。


　廊下に向かって開くタイプの扉は、あっという間に穴だらけになった。その敵の一斉射が終わると、その間かん隙げきを縫ぬってこちらも撃うち返す！


　無理に突とつ撃げきするつもりはなかった。


　連中を釘付けにしておくことができれば、いずれ、この基地の連中が集まって来る。どう言う手を使ったのかはわからないが、屋上から来たということは、そこにそのままヘリが待たい機きしている可能性が高い、とロシィは睨にらんでいた。


　騒さわぎが起きたあとで、回収用のヘリをこのビルに着陸させるのは無理だ。こちらの反撃態勢が整う前に、撤てつ退たいする必要があるはずだった。


　──と、不意に銃撃が止やんだ。


　廊下は静まり返り、他ほかの階からの銃声なども聞こえてはこなかった。シャッターの下りた窓の外は何やら騒がしく、車両がぞくぞくと停とまる音もわかったが、この階に限って言えば、まるで他ひ人と事ごとのように静かだった。


　ロシィは、銃を持つ手を替えると、もう一度、アリシアから借りたミラーを使って廊下に差し出し、辺あたりの様よう子すを探った。


　催さい涙るいガスと、銃じゆう撃げきによって生じた粉ふん塵じんのために、ろくに視界は確保できなかったが、それでも、動くものがあればわかるはずだった。よくは見えないが、ここから突き当たりの階段までの部屋のドアは開いていない。そうであれば、廊下側に開くのでわかる。エレベーターはとっくに停止しており、あと考えられるのは、トイレに隠かくれているということだった。


（それなら、それでいい）


　ロシィは、キャリコの残ざん弾だんを撃うった弾たまの数から逆算しながら、思った。


（あそこに入ったのなら、釘くぎ付づけにしやすい）


　トイレには窓があるが、いまはシャッターが下りているし、たとえ爆ばく破はして外に出ても、その時は狙ねらい撃ちをされる危険に身を晒さらすことになる。おそらくは抗弾スーツなのだろうが、あれだって、痛みがないわけではない。


　油断なく、ロシィはトイレの入り口を見張った。と──


「《スペクタクルズ》、上だ！」


　突とつ如じよ、アリシアが叫んで発砲した。


　常人なら首がねじ切れそうな勢いきおいで振り仰いだロシィは、驚おどろくべきものを見た。


　それは、まるで《猿さる》のように天てん井じようからぶら下がっていた背の高い女兵士であり、絶対に命中していたはずのゴム・スタン弾を、人間離ばなれしたぬるりとした動きでかわす、その瞬しゆん間かんだった。


「《Ｂ・Ｐ》!?」


　目の前に、這はうように着地した女兵士の口元に微かすかな微ほほ笑えみが浮かぶのを、ロシィは確かに見た。銃口を上げ、引き金を引く。連射された弾の全すベては、《Ｂ・Ｐ》の《蛇ヘび》のような動きにかわされて、廊下を抉えぐっただけだった。どこから繰くりだされたのかわからない強烈な蹴けりにロシィは吹き飛ばされて椅い子すとテーブルをなぎ倒して転がった。


　痛みをこらえて顔を上げると、アリシアのデザートイーグルが、女のヘルメットに押し当てられたところだった。躊躇ためらいなく指に力がこもる。だが、引き金が引かれる前に《Ｂ・Ｐ》らしき女は頭を振って銃口を滑すべらせ、そのままアリシアに頭ず突つきを見み舞まった。その動きは、《蛇》のものではなく、《闘とう牛ぎゆう》を思わせた。


　アリシアは鼻から血を吹いてその場で回転し、後頭部から激はげしく床に叩たたき付けられ、手足を痙けい攣れんさせた。デザートイーグルが、床に落ちた拍子に暴ぼう発はつし、窓のシャッターにぽつんと穴を開けた。脳のう震しん盪とうを起こしたのは間違いなかった。


（なぜだ！）


　ロシィは眼鏡めがねをかけ替えながら、必死に考えた。


（なぜ、ペインティングを行わずにスキルを切り替えられる！）


　二丁のキャリコのグリップを全まつたく逆に持ち替え、中国武術の武器のひとつである、取っ手のついた棍こん棒ぼう──トンファーのように構えて、突進した。振り返ったそのヘルメットのバイザー目掛けて、キャリコのマガジン部分を叩たたき付ける！


　だが《Ｂ・Ｐ》らしき兵士は、ぐにゃりと背を反そらしてそれを避よけ、懐ふところに滑すべり込んで来た。


　ロシィは見た。


　自分の、大して抗こう弾だん効果のないタンクトップを着ただけの腹部に、アリシアが落としたデザートイーグルが突き付けられているのを。


　息を吸い込み、腹筋にあらん限りの力を入れたのと、銃口が火を吹いたのは同時だった。


　零ゼロ距きよ離り射しや撃げきでは、スタン弾は展開できず、ゴムの弾丸の形のまま腹に突き刺さった。抗弾効果のおかげで貫通はしなかったが、内ない臓ぞうに傷が付いたのははっきりとわかった。喉のどを熱い塊が込み上げてきて、


「ぶぷっ！」


　堪こらえきれずに吐はくと、それは胃液の混じった血だった。自己診しん断だんで、破裂はしていないのはわかったが、胃の内ない壁へきの毛細血管が破れて出血したのは間違いなかった。


　痛みと衝しよう撃げきに、神経が混乱を起こして運動野やからの信号がうまく伝わらない。手が痺しびれて、キャリコが指から滑り落ち、床に転がった。


　がち、と眼鏡めがねが床を擦こする音がして、ロシィは自分が突つっ伏ぷしていることにようやく気付いた。鼻の奥が鉄臭くさく、手も足も反応してくれなかった。ゴム底が床を擦る音がして、視界の隅にブーツが見えたと思った瞬しゆん間かんには、ロシィは乱暴に引き起こされていた。


　いつの間に来たものか、残る二人の姿もそこにあった。


　一人はアリシアの目に目め隠かくしを嵌はめて、服を切り裂いて脱がしている。そしてもう一人は、廊下で銃を構えて辺あたりの警けい戒かいに当たっていた。──と、その視界に、ぬっと手が伸びて眼鏡のフレームを摑つかむのがわかった。


（眼鏡を外される！）


　それは、眼鏡を《鍵かぎ》にしているロシィにとっては、自我の崩ほう壊かいの危険を意味する。ロシィは、激はげしい恐怖に体が震ふるえたがどうすることもできず、理性がある内に目を閉じるしかなかった。すばやくその上に、アリシアがされたものと同じ目隠しを付けられたのがわかった。


　そればかりではない。


　首筋に針が差し込まれ、何か薬を注射されたのがわかった。


（う……）


　ふわ、と意い識しきが軽くなって浮き上がるとともに、痺れてはいても感じられていた触覚を始めとする五感が薄うすれて行く。耐性のない、新種の薬物だった。全身が麻ま痺ひして意い識しきを失うまで、数秒とない。


　ロシィは必死に僅わずかに回復を始めた腕を動かすと、巧妙に配線はいせんをして隠かくしておいたスイッチを探り当て、迷うことなくボタンを押した。


　仕掛けてあったプラスチック爆ばく弾だんが爆発する音を聞きながら、ロシィは唇くちびるに微ほほ笑えみを浮かべて、意い識しきを喪そう失しつした──





「どうなった！」


　突とつ如じよとして乱れた映像に、《パパ》博士がモニターをべたつく手で殴なぐり付けて怒ど鳴なるその後ろで、フランクリンは冷静に顎あごを撫なでながら、三人の《ＭＭＰＳ》につけてある計測機の値を見た。脳波、心拍とも異常はない。生きている、ということだった。


　ただし、爆ばく発はつの衝しよう撃げきか、ヘルメットが壊こわされたか、それとも《ＳＳＳ》が妨害電波を出しているのか、カメラの映像は回復する様よう子すを見せなかった。


『少佐』


　操そう縦じゆう席せきからそう呼びかけがあって、フランクリンはマイクを手にした。いまの階級は、そういうことになっている。


「何だ？」


『あと三〇秒が限界です。それ以上留とどまれば敵の態たい勢せいが立て直り、脱出できなくなります』


「わかった。すぐに飛び立てるようにしておけ」


　フランクリンは博士を見たが、さして声を潜ひそめたわけでもないのに聞いていなかったのか、何の反応もなかった。ひたすら、食い入るようにモニターを見つめている。


　傍そばを離はなれると、フランクリンは開けっ放しの扉の傍に行って屋上の入り口を見た。微かすかに煙が上がっているが、敵が上がって来て銃じゆう撃げきを仕掛けてくるということはなかった。すると、再び爆ばく発はつがあったらしく、微かすかに煙が噴ふん出しゆつしてきた。
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　フランクリンは懐ふところに手を入れ、銃のグリップに触れたが、続いて飛びだして来た小さな影かげに手を離はなした──《ＭＭＰＳ》たちだ。


　調整を施ほどこした《マスカレード》と《メイク》が担かついでいるのは、間違いなく《スペクタクルズ》と《ドレス》だった。最後尾を《Ｂ・Ｐ》が勤つとめ、建物の中に向かって銃撃を仕掛けたあとで手て投なげ弾だんを放り、あとは後ろを振り返らずに走った。


　フランクリンが手を貸すまでもなく、《マスカレード》と《メイク》は同じくらいの体格の少女を背せ負おっているのを感じさせない動きでヘリに乗り込み、僅わずかに遅れて《Ｂ・Ｐ》も損傷なく帰き還かんを果たした──そう思った瞬しゆん間かん、三人が三人とも、ばったりと倒れて痙けい攣れんを始めた。


「どけ！」


　すぐに博士が飛んで来て、三人のヘルメットを外し始める。


　彼女たちは博士に任せ、フランクリンはモニターの前に戻ると、パイロットに、


「出発だ」


　と告げた。


　すぐに《ペイブ・ローIII》は飛び立つと海上に出、レーダーに引っかかることのない超低空飛行で南を目指した。しかし、敵から一発のミサイルも放たれることはなかったのは、予測していだこととはいえ幸運でもあった。


「……これで、外堀は埋まったな」


　ヌガーバーで汚れていない椅い子すに座って、フランクリンは一人、呟つぶやいた。


　今日の襲しゆう撃げきの目的は、高たか幡はた瞳ひとみ、高幡裕ゆ美みの拉ら致ちではなく、そう見せかけた《ＭＭＰＳ》の捕ほ獲かくであった。こちらは三人であったとはいえ、思った以上にスムーズに行った。もちろん、あの二人も手にいれる。それが、博士と結んだ条件だ。


（もはや、我らを防ぐ手立てはない）


《スペクタクルズ》、《ドレス》の二人の調整が終われば、こちらの手て駒ごまは五人になる。たとえ《ＳＳＳ》の全隊員を総動員したとしても、それは防げるものではないが、しかし、今日のような強攻策を二度も行うことは、できる限り避さけなければならなかった。


　奇襲は、二度は通用しない。


（まあ、何も無理矢理攫さらうだけが能じゃない）


　背もたれにゆっくりと体を預けながら、喉のどの奥でフランクリンは静かに笑った。








[image: ]








　──いたぞ！　こっちだ！


　そんな声を遠く波の向こうに聞いた気がして、瞳ひとみは眉み間けんに深い皺しわを刻んだ。何やらひどくうるさい。うわんうわんと音がする。頭の中で、強い風の日の電線でんせんが唸うなりを上げているみたいだった。それに、何だか息苦しい。


　そう意い識しきした瞬しゆん間かん、目の前に雷が落ちたような轟ごう音おんがして、ぶるっと体を震ふるわせて、目を開いた。目の前には眼鏡めがねのフレーム。


（フレーム？）


　それも、ひとつではない。それが、ロシィのトレンチコートだと気付くのに、少し時間がかかった。いったいなぜ、と思い、手を伸ばそうとした途と端たん、


「動かないで！」


　と、男の声がコートの向こうから聞こえて、瞳は反射的に手を止めた。


「すぐに助け出す！　どこか痛いところは？」


「大丈夫です……」


　本当は首筋が少し引き攣つれるように痛んだが、大したことではないし、原因もわかっていたので黙だまっていた。ロシィの手しゆ刀とうだ。


（そうだ……何者かが襲おそって来たんだ！）


　瞳はようやく、そのことを思いだした。


　途端、ロシィたちや母が無事かなど、色々なことが浮かんで来て、パニックを起こしそうになったが、必死に堪こらえた。動くな、と声は言った。助けだす、とも。では、いま自分はそう言う状況下に置かれているということだ。下へ手たに動いて、せっかく拾ったらしい命を無駄にすることはできなかった。


　しばらく、何かが崩くずされるような音が聞こえていたが、やがて唐とう突とつにコートが剝はぎ取られ、視界が白く焼かれた。小さくうめき、瞳は目を眇すがめた。


「大丈夫か、瞳君！」


　その声には、聞き覚えがあった。ゆっくりと目をあけると、すぐに光になれて、そこに見知った男の顔を瞳は見付けた。鈴すず木き特曹長だ。父の部下で、何度か家に来たこともある。


　拘こう束そくを解かれ彼に抱きかかえられるようにして立ち上がった瞳は、足が粉ふん塵じんにまみれていることに気付いたが、そんなことはすぐに忘れてしまった。なぜなら、辺あたりを見回し、その惨状に呆ぼう然ぜんとしてしまったからだ。


　まさに、瓦が礫れきの山だった。


　自分は確か《ＳＳＳ》の本部にいたはずなのに、いま立っているのは、ＴＶで見た、廃はい棄きされて何年もたった建物の中のようだった。天てん井じようも柱も残っているが、他ほかは無残に破は壊かいされていた。エレベーターの向こうはまだドアや窓も残っていたが、そのひとつこちら側の部屋の途と中ちゆうから崩れかけている。


（そうだ、母さんたちは！）


　瞳ひとみは後ろを振り返り、そして驚おどろいた。室長室の壁かべもまた崩くずれていたが、その下から現れていたのは、鈍にぶい色に輝かがやく鋼鉄の壁かべだった。傷ひとつ見当たらない。その姿は何となく、ＴＶや映画で見るような、銀行の地下の巨大金庫を思いださせた。


「室長たちはあの中だよ」


　鈴すず木き特曹長は、ため息まじりに言った。


「無事は確認されてる。だけど、開くのは一時間後だ。室長がこの有あり様さまを見たら……想像したくないな」


「あの……ロシィとアリシアは……」


　振り返って瞳が訊きくと、曹長は被かぶっていた帽子を深く被り直し、明らかに言葉に詰まった。それは、二人が無事ではないことを意味していた。


「死んだ──ん、ですか……？」


「……いや、ここを襲しゆう撃げきした連中に連れ去られたらしい。とにかく、まずは君の検査だ。あとのことは、室長たちがこのシェルターから出て来られてからにしよう。いいね？」


　瞳はゆっくりと頷うなずいた。


　現状は、決してベストではない。だが、二人をこの場で殺さなかったということは、利用する価値があると考えて連れ去ったのだ。ならば、生きて再び会える可能性はある。


　背中を軽く押されて促うながされ、歩きだしながら、瞳はちらりと自分が寝ていた場所を振り返った。ぽっかりと瞳一人分の空間が開いた瓦が礫れきの山の傍そばには、積み重かさねられた机があった。


「あの机が、君を守ったんだ」


　特曹長は言った。


「咄とつ嗟さの判断が良かったな。おかげで瓦礫に押し潰つぶされなかった」


「……ええ」


　瞳はそう答えたが、事実はそうじゃないことに、薄々うすうす気付いていた。おそらくは、自分はあそこに隠かくされたのだ──ロシィたちの手によって。


「さあ、瞳君」


　再び促され、瞳は歩きだした。


　いま、自分にできることは──体の具合を知ること、そして、待つことだ。


「あ……」


　その時、隊員の一人が、ロシィのトレンチコートを証しよう拠こ保管の袋に入れようとするのを見付けて、瞳は小さく声を上げた。


　すると鈴木特曹長は、瞳の肩を軽く叩たたいてその場を離はなれ、何事かをその隊員と話すと、埃ほこりに白く汚れたロシィのトレンチコートを持って来て、差しだしてくれた。


「……ありがとうございます」


「いや、俺おれたちの方こそ、すまない」


　守れなかったことを言ってくれているのだろう。


　瞳ひとみは微かすかに首を振って、トレンチコートを腕うでにかけると、瓦が礫れきの山に足を取られぬように気を付けながら、その階を離はなれた。





　一時間後、補強された廊下に立って、瞳はシェルターの扉が開くのを待っていた。


　中とは、瞳が発見される三〇分前には連絡が付いていて、現状についての説明は終わっているということだった。


　瞳の方も一通りの検査を受けたが、体にはどこも異常はなかった。


　掠かすり傷ひとつさえも負ってはいない。


「どうやら、あの子たちが君を隠かくしたらしいな」


　検査が終わった瞳に、鈴すず木き特曹長はそう言った。


　調べたところ、室長室の周辺が崩くずれたのは、手しゆ榴りゆう弾だんなどが爆ばく発はつしたものではなく、プラスチック爆弾が使用されたものとわかったのだ。


　さらに、監かん視しカメラには、瞳が昏こん倒とうさせられてコートをかけられ、その上にテーブルが並べられて瓦礫から身を守るようにしてから、周辺が爆破される様よう子すが写っていたという。残念ながら、それ以降に何があったかはわからない。この階の監視カメラを制御していた回かい線せんが、その爆発によって寸断されてしまったらしい。


　そのあとで起こった爆発についても、どうやらあらかじめ仕掛けられた爆弾が爆発したようだとわかったが、それが、ロシィたちが仕掛けたものなのか、それとも侵入者が仕掛けたものなのかはわかっていなかった。


　だが、瞳はそれもロシィたちがやったような気がしていた。


　でなければ、瞳はすぐに見つかってしまっただろう。他ほかが全すべて無事なのに、建物の一角だけが崩れていれば、どうしたって目を引くし、調べたくもなる。しかし全体が崩れていれば、そうはおもわれない──そんな気がした。


「開くぞ！」


　隊員の声に、瞳は扉を向いた。


　本来なら、あと三時間は開かないのだという。それを、色々面めん倒どうな手順を踏んで、ようやく開けることに成功したんだ、と鈴木特曹長は言っていた。


　その彼も、他に色々とやることがあるということでどこかに行ってしまったが、本心は、伯お父じと顔を合わせたくないのだろう、と思えた。


（ひどいやられ方だもんな……）


　挙あげ句く、完全に見失ったのだという。総力を上げて行方を探しているという話だが、瞳は、見付からないだろうという予感がしていた。近付いて来る時もそうだったのだ。


　隔かく壁へきが左右に分かれて開き、見み慣なれた扉が現れた。


　ノブがせりだして、いつでも回せる状態になる。隊員の一人が近付くと、何事もなかったかのようにドアを叩たたいたが、それは周囲の状況からするとおかしな光景だった。


「室長、こちらはクリアーです。高たか幡はた瞳ひとみ君を、お連れしました」


「……よし、開けろ」


　少し遠い感じのする伯お父じの声がした。隊員がノブに手をかけ、それを回して引き開けるのを、瞳は静かに見守った。多た分ぶん、自分はいま仮面を被かぶったような顔をしているだろう、と瞳は思っていた。必死に焦あせりを押し殺しているのだ。そうしていなければ、叫びだしそうだった。組そ織しきに捕えられたロシィ──瑠る璃りが、どんな目にあっているのか、考えたくなくても、どうしても考えてしまう。


　ドアが開いて、中の様よう子すがわかった瞬しゆん間かん、瞳は体を硬直させた。


　なぜなら、銃口がこちらを狙ねらっていたからである。


　しかし、立っているのが瞳だとわかると、それは天てん井じように向けて上げられた。構えていたのは伯父と父、それに千ち里さとだった。母の姿は見えなかったが、父が何事かを伯父の執務机しつむづくえに向かって呟つぶやくと、その向こうで恐る恐る立ち上がり、息子の姿を確認して安あん堵どの表情を浮かべた。


「入れや」


　あまり機き嫌げんがよくないことがまるわかりの声で言い、伯父は銃で瞳を招いた。


　入らないわけには行かない。


　ドアを開けてくれた隊員の傍そばを通った時、その目は『お気の毒に』と言っていた。彼はそのまま、ドアの横に歩ほ哨しように立った。


　閉めようとしたら千里が、そのままで、と言い、瞳はロシィのトレンチコートを腕にかけたまま両親の傍そばに行ったが、どう接していいのかわからない気まずさは、変わっていなかった。


「まあ、皆座れ──千里君、コーヒー」


　両親がソファーに並んで座ったので、瞳は仕方なく彼らと向かい合う形で、伯父の隣となりに腰を下ろし、トレンチコートを肘ひじ掛かけに置いた。伯父もすぐに座ったが、コーヒーが届くまでは何も言わなかった。気持ちを落ち着かせなければ怒ど鳴なってしまいそうだ、という気け配はいが、びりびりと伝わって来る。


　瞳はその間に、部屋の中を見回した。


　外はあれだけの被害なのに、室長室の中は、多少、揺ゆれのせいでものが倒れたりはしているようだったが、破は壊かいされたり、吹き飛んだりしているようなものは、皆かい無むだった。壁かべの一部が隠かくし金庫のように開いており、そこには銃器がずらりと納められていた。どうやら、伯父たちが手にしていたのは、ここにしまわれていたものらしい。


　やがて、千里がトレーにコーヒーを四つ載のせて戻り、それぞれの前にカップを置いた。瞳を始め、高幡家の人間は誰だれも手を付けなかったが、伯父だけは一人、火傷やけどなどというものはこの世に存在しない、とでも言うように、それを一気に半分ほども飲んでしまった。


「かーっ！」


　そんな奇声を発して、ぶるっと体を震ふるわせると、伯お父じは髪を搔かき上げて瞳ひとみを振り返り、


「すまん！」


　と頭を下げた。


「連中の接近に気付かなかったのは、俺おれたちのミスだ。もちろん、行ゆく方えについては全力で探している。あの二人は、必ず取り戻す」


「……期待してるよ」


　思っていた以上に、冷たい声が出た。伯父の頰ほおが軽く引き攣つった。


「瞳！　そんな言い方はないだろう！」


　そう怒ど鳴なったのは、父だった。振り返ると、本気で怒っているのかどうか、いまひとつ判断の付かない表情をしていた。母は──どうにも実感がないその人は、父の手に自分の手を重かさねて眉まゆをハの字に歪ゆがめている。


「《ＳＳＳ》は、特殊な立ち位置にあるんだ。立場上、ＣＯＣからの情報提供も受けられない。独自の目としてのＳＳを備えてはいるが、広範はん囲いをカバーできるものではないし、そもそも、味方のヘリにああも擬ぎ装そうされていては、仕方のないことだった」


「専門用語を並べれば納得すると思ったら大間違いだぜ、父さん？　《ＳＳＳ》の立場なんか知ったことじゃないんだ」


「ＣＯＣってのは、航空総そう隊たい作戦指揮しき所のことだ」


　と伯父が呟つぶやいた。


「バッジ・システム──簡かん単たんに言えば、空からの敵の侵入を発見するための、全国規模のレーダー監かん視し組そ織しきからの情報を引きだすには、色々と面めん倒どうがあるんだ、ってことだ。《ＳＳＳ》は三幕ばく僚りようとうまくいっているとはいえねえ……だが、おまえの言う通り、そんなことは、おまえにも、ロシィやアリシアにも関係のないこった。これからのことを考えよう」


　瞳は、何も答えずにカップを手にした。


　ちらりと母を見ると、彼女はまだ、父の手に自分の手を置いていた。


　自分よりも背の低いこの人と、思い出の中の母のイメージが結び付かない。表情には、それらしき面おも影かげはあるが、瞳のイメージは、母とは見上げるものだった。襲しゆう撃げきの前に抱きしめられた時、僅わずかに感じたように思えた実感は、幻まぼろしであったかのように消えてしまっている。


　視し線せんを感じたのか、母がこちらを振り返り、瞳は動どう揺ようした。どんな顔をするべきなのか、わからない。しかしそれは向こうも同じようであった。その時──


「室長」


　少し緊きん張ちようした千ち里さとの声に、瞳は救われた。振り返ることで、母から視線を外はずせたからだ。何のきっかけもなく目を反そらせば、傷付けることになったかもしれない。瞳自身は、母を怨うらんでなどいないし、傷付けたいと思っているわけではなかったからだ。


「官房長官から御電話です」


「……回してくれ」


　千ち里さとは頷うなずき、ボタンを押して受話器を置いた。ガラステーブルの電話がすぐに鳴りだして、伯お父じはそれを取った。


「お待たせしました、阿あ部べです」


　瞳ひとみは、聞き耳を立てながら前に向き直り、まだ熱いコーヒーを啜すすった。視界の端はしに、両親が揃そろって自分を見ているのが映っていたが、あえて目を合わそうとは思わなかった。


「ええ、そうです。……はい、テロの含みを残しっつ、事故の可能性が高い、という線せんで発表は行いたいと思っています。……はい──それは、これからの交渉しだいかと。……ええ、問題ありません。そんなのは、ただの脅おどしです。一兵器の開発のために、同盟関係を破は棄きすることなどありえません。こっちもそうですが、向こうにとっても、切れないのは同じことなんですから。……はい、会見は予定通りに。では、失礼します」


　伯父は電話を切ると、コーヒーを一口飲み、瞳をではなく、両親を見て口を開いた。


「裕ゆ美みの救出についての記者発表は、官房長官の口から予定通りに行われる。その際《ＳＳＳ》の本来の活動についても発表される。もちろん、詳細は抜きだがな。一ひと騒そう動どうになるぞ」


　緊きん張ちようしてか、母の表情は固くなったが、父は少しも変わらなかった。結局は自分のことではないから、と考えるのは意地が悪いだろうか、と瞳は思った。


「さて、だ」


　伯父はもぞりと身み動じろぎをすると、体ごと瞳に向き直った。


「どこまで聞いている？」


「どこまでも何も……まだ、何も聞いてないよ」


「そうか──千里君。俺おれのノートを持って来てくれ」


「はい」


　特に会話に加わるでもなく、呼ばれた時以外は、黙もく々もくとモニターに向かっていた千里は、席を立つと、そこだけひどく雑然とした伯父のデスクに行って手て際ぎわよくノートパソコンを《発掘》し、伯父に手渡した。


　ありがとう、と言って、伯父がそれを開くと、すぐにディスプレイが点灯した。電源を落としていなかったらしい。パネルに指を滑すべらせ、いくつものウィンドウを開いた。そのどれもが、おそらくは監かん視しカメラの映像だった。その内のひとつは、接近して来るヘリを、はっきりと映していた。


「こいつはＣＩＷＳの映像だ。擬ぎ装そうした《ペイブ・ローIII》が映っているが、この直後、それを見破って攻こう撃げきする寸前に破は壊かいされた」


　別のウィンドウが、前に出る。そこには、ヘリから降りて来る、三人の兵士らしき映像が写っていたが、一人だけ、やけに背の高い兵士がいた。他ほかの二人と比べて、頭一つ半以上は間違いなく大きい。


「この建物に侵入したのは、この三人だ。普ふ段だんから火器を見み慣なれているわけじゃねえおまえには、わかりにくいかもしれないが、この背のでっかいのな……実はそうでもない。他の二人が小せえんだ。子供だ」


「じゃあ……」


「おそらく《ＭＭＰＳ》だ」


　ではこの二人が残る《マスカレード》と《メイク》ということだろうか。それにしては、ヘルメットを深く被かぶっていて、これでは簡かん単たんには《鍵かぎ》の交換はできないように思えた。


「気が付いたみてえだな」


「ヘルメットのことなら……うん、おかしいと思ったよ。どういうこと？」


　伯お父じはしかし、ちらりと母を見てから首を振った。


「わからねえ。ひとつの《スキル》で十分に制圧が可能だ、と高を括くくったか、相手が複ふく数すうであることを考こう慮りよして、生せい還かんを最さい優ゆう先せんとしたか……だが一番の疑問は、なぜ、ロシィとアリシアがこの三人に敗やぶれ、連れ去られたか、だ」


「連中に、攫さらわれたのは間違いないの？」


　伯父は頷うなずく代わりに、別のウィンドウを一番前に表示した。


　説明は要いらなかった。


　そこには、ヘリに乗り込む五人──正確には三人と、担かつがれた二人──の姿が、荒い映像ながら、映っていたからだ。


　瞳ひとみは、ズボンの上できつく拳こぶしを握った。


（また、何もできなかった）


　その思いが胸を締しめ付ける。もちろん、小学生の時に瑠る璃りが攫われたのが、つまらない意地で病院に見み舞まいに行かなかった日であったことも、今回のことも、自分のせいでないことはわかっている。


　だが、それでも思ってしまう。何かできたのではないか、と──守られてばかりではなく。


「アリシアはわかる」


　伯父は言った。


「トランクをここにおいて行っちまっだからな。俺おれもここの仕し掛かけについちゃ、聞いてはいたが、こんな不便なもんだとは知らなかった……なんてのは、言いわけにもならねえな。そいつはともかく、ロシィはわからねえ。二人がおまえを隠かくすようにして、そのコートを置いて行ったことは知っている。だが、眼鏡めがねはいくつか持って行ったんだろう？」


　瞳は頷いた。


「さっき見たら、いくつかなくなってた。多た分ぶん、戦うためのものばかりだと思う」


「それなのに、ただひとつのスキルしかない奴やつに倒された、ってのは、やっぱり変だよな、しかも、ロシィは《ＭＭＰＳ》の中じゃ、最新型だったんだ。そうだろ、裕ゆ美み？」


　突然に話を振られて驚おどろいたのか、母は小さく肩を震ふるわせると、つっかえながら、ええ、と答えた。


「あの子たちが、完全な丸腰じゃなかったことを考えると、ちょっと変だとは思うわ。だけど、これだけの資料からじゃ、いまは何もわからない……」


　母は消え入りそうな声でそう言うと、不意に顔を上げて瞳ひとみを見た。


「瞳……聞きたいのだけれど、いいかしら？」


　声にしては何も言うことができず、瞳はただ頷うなずいた。


「あの子たちを追いかけていったあとで、どんな話をしたの？」


「どんなって……」


　瞳は、盗み聞いた話と、それがばれたあとでのやりとりを思いだした。ぞっとするような、本当ではあって欲しくない話を。


「……心と体のことだよ」


　きゅ、とつらそうに母の眉み間けんに皺しわが刻まれたが、瞳は、やめる気はなかった。


「《自分》に戻るってことは、ロシィが、瑠る璃りちゃんの人格を取り戻すってことは、ロシィが消えるってことなんだろ？　それは、自殺だってアリシアは言ってたよ。そんなのは嫌いやだって。どうせ死ぬのなら、このまま死ぬってさ。か──母さん。ロシィがアリシアに言ってた。今のままじゃ、保もたないとかなんとか……それって、どういうことなんだよ？」


　母は息を吸い、それを震えるように吐きだして、伏せそうになった目を上げた。


「……やっぱりそうだったのね。だけど、それは誤解なのよ」


「誤解？」


　母は頷き、そして──《自分》を取り戻すということがどういうことであるかを、話した。それが、慰なぐさめや、誤ご魔ま化かしでないとすれば、アリシアもロシィも大きな勘かん違ちがいをしているということになる。


「もちろん、変質はするわ」


　と、母は続けた。


「ロシィなら、瑠璃ちゃんの記き憶おくとその人格パターンを取り戻した場合、少なからず、今のロシィの人格パターンも影えい響きようを受けるから。だけど、ロシィが消えてしまうわけじゃない。いまのあの子は、自分をロシィだと思っている瑠璃ちゃんなのよ。だから──」


「だったら、それをどうしてロシィに教えておいてやらなかったんだよ！」


　我が慢まんしきれずに、瞳はテーブルを殴なぐり付けた。母の顔はそのせいでひどく青ざめたが、どうしようもなかった。


「また、俺おれのため、っていうのか？　《自分》を取り戻すっていう気持ちを強く保つために、本当のことは言えなかっただって？　信じらんねえよ！　そこまでやれるのか!?」


　吐はき捨てるように言うと母は、顔は血ちの気けを失ったまま、しかし、思わず息を飲むほどの気迫のこもった表情で瞳ひとみを見た。


「……やれるのよ」


　その声は、静かなだけに迫力があった。


「母親だもの。自分の子供のためなら、何だってやるわ。瞳、あなたにそれで何かを感じて欲しいなんて、ちっとも思ってません。だけどその代わり、あなたが何と言おうと、迷めい惑わくだと思おうと、ママは後悔してないわ」


「……わかんねえよ」


　唸うなるように言って、視し線せんを落としたのは瞳の方だった


「でしょうね」


　と答えた母の声には、決して分かり合えないのだ、という事実を感じた。


「瞳、あきらめろ、あきらめろ」


　場を和なごませようとするかのように、伯お父じがやけに明るく瞳の肩に手を回した。


「世の中には、逆立ちしてもわからねえことだってあるんだ。俺おれやおまえみたいに、実際に親になってない人間には、子供を持つ親の気持ちは、本当の意味でわかるのは無理なんだよ。わかるとかって言ってる奴やつは、いろんな話しを聞いて、わかったような気分になってるだけだ。だから、そういうものなのか、って聞き流しておけ」


「だけど──」


　回された腕うでに力がこもり、そこには、それ以上は言うな、という気迫がこもっていた。


「前を見ようぜ、瞳？　良かったじゃねえか。《自分》を取り戻しても、ロシィはロシィで、アリシアはアリシアなんだってんだからよ。スキルを封印すれば体の方も、時間をかければ、元通りとは行かねえが、長持ちするって言ってるんだ。そのためにはすることは何だ？　ここで母ちゃんを責めることか？」


「……違うけど」


「だよな？　腹を立てるな、とは言わねえ。だが、真に怒る権利があるのは、おまえじゃないことだけは憶おぼえておくんだな。それがあるのは、あの子たち自身と、その親おや御ごさんだ」


　詭き弁べんのような気がした。だから、納得したわけじゃない。けれど瞳は頷うなずいた。母を責めたところで、ロシィたちを取り返せるわけではないからだ。やったことのツケは払わなければならないとは思うが、それは、いまではない。


「よし」伯父は、ようやく腕を離はなした。「とりあえず、いまわかってることを話しておくぜ。ロシィたちを連れ去ったヘリだが、最後に目もく撃げきされたのは、大おお島しまの東、二キロの地点だ。あとはどこに消えたのか行ゆく方えが知れねえ。それと、だ」


　一いつ旦たん、言葉を切り、伯父は瞳たちを見回した。


「今度の襲しゆう撃げきには、《トラスト》は関与していないようだ」


「さっきの国際電話はそれですか、義に兄いさん？」


「ああ。ある幹部から直接連絡があった。相当、焦あせっていたからな、噓うそじゃなさそうだ。もちろん、それだけで信じたわけじゃねえぞ？　それに、連中は面おも白しろい話をしてくれた」


「何？」瞳ひとみは訊きいた。


「連中は、《パパ》博士の情報を、アメリカとの取引材料にしたんだとよ。とすれば、この襲撃もわかる話だ。博士は新しいパトロンを手に入れた。──だが、こいつは悪いばかりの話じゃねえんだぜ？」


　瞳は暗あん澹たんたる気持ちになった。アメリカの強引さは、《ＳＳＳ》の比ではない。ロシィたちを攫さらったのがアメリカなら、困こん難なんさは増すばかりだというくらいは、瞳にもわかった。すでに日本を離はなれてしまっているかもしれない。


「それのどこが、悪い話じゃないんだよ、伯お父じさん」


「裏を取ったんだがな……どうも、連中が取引したのはＣＩＡ──そのエージェントらしい」


「それが？」


「いいか？　どうやらそいつは、その当とうのＣＩＡから内偵を受けているらしいんだよ。ＣＩＡの作戦で集めた、本来、軍が独占すべき、各国で開発中の兵器の情報を、いくつかの軍ぐん需じゆ企業に流していた容疑でな。《パパ》博士が、そのことを知ってるのかどうかはしらねえが、そのエージェントはおそらく《ＭＭＰＳ》を手土産てみやげに、どこかへ逃亡すると俺おれはみた。とすれば、必ずまた接触して来るはずだ。ロシィとアリシアを取引に使うつもりか、もう一度、《ＭＭＰＳ》を送り込んでくるかはわからねえが……とにかく、俺はもう少し情報を集めて、打てる手は全すべて打つ。うまくすれば、アメリカの手を引かせることもできるかも知れねえ」


「義兄さん、俺も──」


　立ち上がりかけた父を、伯父は手で制した。


「おまえは、ここで裕ゆ美みと瞳を守ってやれ。せっかく親子が揃そろったんだ。三人で、話でもするんだな。地下のラボなら安全だ。──裕美、できたら《ウィッグ》を診みてやってくれ。暴走して、なりきっていた人物本人の人格しか表に出なくなったんだが、目を覚さまさないことが多くなった」


　母は、驚おどろくこともなく頷うなずいた。


　おそらく、少女がここにいることは、先に聞いていたのだろう。


「頼んだぜ？　施設から引き上げた資料から、できる限りの機材の再現はしておいた。足りないものがあったら遠えん慮りよなく言ってくれ。そうだな……ロシィたちの《自分》を取り戻す、その準備をしておいてやったらどうだ？　帰ったらすぐに、取り戻せるように」


「……ええ、そうするわ」


　言って、母がどこか力なく微ほほ笑えむと、伯父は励はげますように頷いてソファーを立ち、


「千ち里さと君！」


　と彼女を呼ぶと、細かな指示を与え始めた。


　それを背中で開きながら瞳ひとみは、これから三人きりになる──そのことを思い、緊きん張ちようで逃げだしたくなるのを、じっと我が慢まんした。





　壁かべに埋め込まれた大型のプラズマＴＶでは、夕方のニュースが流れていた。


　先ほどから、政府の何かの発表の中継が直じきに始まることを、アナウンサーが繰くり返し伝えていて、それを、瞳と、そして両親は静かに見ていた。


《ＳＳＳ》本部、その地下一〇〇メートルにある部屋でのことである。その周辺には、極秘資料の保管庫、射しや撃げき練習場、様々な研究施設が造られていた。


　無論、瞳が入ったのは初めてのことだ。


《ウィッグ》が入院している施設は、もっと浅い階にあって、その時もそこが最下層のような説明を聞いていた。だが、違っていたのだ。


　彼女もいまは、こっちに移されている。


　父はここへ来たことは、何度かあるのだろう。態たい度どが落ち着き払っている。しかし、母もやはり初めてだった様よう子すで、科学者の本能か、こんな状況下にあっても、はっきりと目を輝かがやかせており、そして驚おどろいていた。


「ここまで再現できてるなんて……」


　ということに。


　瞳にはわからなかったが、《ＭＭＰＳ》の調整に必要な機材が、おおよそ揃そろえられているらしかった。もちろんそれは、伯お父じがこれまでに集めたり作らせたりしたものなのだろうが、それが、来きたる日にロシィとアリシアを元に戻すために揃えたのだ、とか言う話をすんなり信じるほど、瞳は子供ではなかった。おそらくは《ＳＳＳ》でも《ＭＭＰＳ》について、その生産を視野に入れて復元したに違いなかった。


『あ、会見が始まるようです。──総理官邸の岩浅いわささん？』


　アナウンサーの言葉に、瞳はぼんやりとであった意い識しきを集中させてＴＶを見た。父と母も、同じように画面に向き直る。その手は相変わらず互いのそれに触れている。画面は定例会見の会場に切り替わった。


『はい、岩浅です。間もなく官房長官の記者会見が──あ、来ました。始まるようです』


　カメラが記者から壇だんの方へと向くと、すぐに官房長官が現れて記者の前に立った。


　手にした書類をめくって何事かを確認し、小さく咳せきをする。


『どうも皆さん。──えー、皆さんにお集まりいただいたのは、喜ばしいお知らせをするためです。……八年前にニューヨークで起こった、爆ばく破はテロ事件、覚えてますでしょうか？　『世界生化学者会かい議ぎ』場が爆破された、重大事件です。我が国の優ゆう秀しゆうな科学者も何人も犠ぎ牲せいになりました』


　会場がざわつく。思ってもいなかった内容だったということが、その反応でわかる。官房長官はしかし、構わずに先を進めた。


『事件の犯人は長くわからなかったのですが、地じ道みちな捜そう査さの結果、南米に拠点をおくある組そ織しきが事件を実行し、なおかつ、混乱に乗じてその会場から数人の科学者を拉ら致ちしていたことがわかりました。政府は、邦人保ほ護ごの観かん点てんから、昨日、自じ衛えい隊たい特殊戦略部隊──《ＳＳＳ》を派は遣けんし、米軍の特殊部隊《ＳＥＡＬＳ》とともにこの拠点を襲しゆう撃げき、無事、邦人科学者を一人、救出しました』


　会場が一気にどよめいた。


『長官！　その科学者というのは!?』


　記者の質問に、長官は書しよ類るいをめくった。


『えー……名前は、高たか幡はた裕ゆ美み。現在、三九歳。バイオサイバネティックスを中心に、数々の研究を発表しています。詳しい経歴については、皆さんの方が調べるのが早いでしょう。高幡博士はいま、東京港湾駐ちゆう屯とん地ちに保護されています』


　記者の一人の手が上がった。


『東京港湾駐屯地というと、昼前に大規模な事故があったようですが、それと何か関連があるんですか？　テロだったのではないかという話もありますが』


　長官は、傍そばに控えていた人物──事務方かたの一人を呼んで何事か質問し、返って来た答えに頷うなずくと記者に向き直った。


『いまのところ、関連は確認されておりません』


　別の記者の手が上がる。


『長官、先ほど《ＳＳＳ》を派遣、と仰おつしやられましたが、それは実質的な海外での軍事行動になるのではありませんか？』


『邦人保護のための、人命救助活動です。詳細については、お話できません』


『現地で戦せん闘とうはあったんですか!?』


『お話できません』


『隊員の中に、犠ぎ牲せい者は出なかったんですか!?』


『詳細は機密事項です──では』


　長官は、それ以上の質問は受け付けず、壇だんを離はなれた。矢や継つぎ早ばやに記者から声が飛ぶが、そうしたものは一切無視して、会場を離はなれる。辺あたりは騒そう然ぜんとなっている。そこまで見れば十分だった。父はリモコンを取ると、ＴＶの音を消した。スイッチ自体を切らなかったのは、間が保もたなくなると思ってのことだろう。


　父も、母も何も言わなかった。


　いまさらだが瞳ひとみは、隊員に犠牲者は出たのだろうか？　というそのことを考えた。伯お父じの、母の救出への執しゆう念ねんが思いだされて、そうだとしたらやりきれない、と思えた。ロシィ──瑠る璃りにしろ、アリシアにしろ、あまりにも多くの犠ぎ牲せいの上に母の存在は成り立ってしまっている。それが仕事とはいえ、もし作戦のことを知っていて、犠牲者が出ているのだとしたら、隊員の家族は今日の会見を聞いて、どう思っただろう？


「……家族は作戦のことは知らない」


　まるで、こちらの気持ちを読んだかのように父がそう口を開き、瞳ひとみは顔を向けた。


「おまえが、俺おれのやってることを知らなかったのと同じにな。あの作戦に限らずこれまでも、殉じゆん職しよくした者は、家族には事故死として伝えられる。皆、それで納得している」


　淡々とした口調に、瞳は胃がむかついた。


「納得？　他ほかの作戦は知らないさ。だけど、母さんの救出は、完全に、父さんと伯お父じさんの私情じゃないのかよ？」


「違う。出発点はそうだったが、《ＭＭＰＳ》計画は、アメリカが出で張ばるほどのものだ。それに作戦の発動には総理大臣の許可がいる。ただの私情で許可が出るほど甘くはない。もちろん、俺や伯父さんには私情もあった。だが、作戦事態は純粋なものだ」


　瞳は、とても父親に対してとは思えない、冷笑を浮かべた。


「そうかな？　俺には、伯父さんは完全に私情で動いているように見えたよ。実際、政府を介入させたくない、みたいなことも言ってたしね」


「それは……事実だ」


　瞳は、肩を竦すくめた。


「やっぱりね」


「勘違いをするな。私情で決めたんじゃない。《ＭＭＰＳ》計画の概がい要ようを知った伯父さんは、全容がわからないままに報告を上げれば、取り返しの付かない事態になると思ったんだ。伯父さんにしても計画の全容を──《パパ》博士の目的を知ったのは、連絡がきちんと取れるようになった一ケ月前だ。そもそも、計画自体が突拍子もなさすぎた。政府が事の重大さを理解して、国レベルで隠いん蔽ペいを図ることに決めたのは一昨日おとといだ」


（本当だかどうだか）


　瞳には、父親のことは自己を正当化するための言いわけとしか聞こえなかった。


「──アメリカとも話がついたぜ」


　その声に振り返ると、いつのまに戻ったのか、伯父がドアのところに立っていた。


「いまの大統領は、人道主義の穏おん健けん派はだからな。総理が、今度の一件についてホットラインで話をして、計画そのものの存在を闇やみに葬ほうむる方向で話がついた。裕ゆ美みが《ＭＭＰ》理論の提唱者であり中心人物なのは間違いないが、他分野でアメリカの科学者も計画に何人か参加していたからな。その連中は《ＳＥＡＬＳ》が保ほ護ごしたんだが、その報告は大統領には上がっていなかったらしい。それにこっちは、《ＳＥＡＬＳ》の裏切りの証しよう拠こを握っている。作戦中に同盟国を後ろから撃うつなどという裏切りは、許されるものじゃない。日本は大きな貸しを作ったことになる」


「つまり……俺おれももう狙ねらわれることはなくなったし、ロシィたちは帰って来るってこと？」


　瞳ひとみの言葉にしかし、伯お父じは首を振った。


「そいつはまだわからねえ。組そ織しきも手を引いた。アメリカもだ。日本政府も同様だ。だが、《パパ》博士は別だ。それと、おそらく博士と接触を持ったと思われるＣＩＡのエージェントの件もある。奴やつが機き密みつ作戦だといって、軍を協力させていたら……上からの命令は、届かない可能性がある。直接の伝令も向かわせることができない」


「そんな場所が、日本の周まわりにあるの？」


　瞳の問いに、伯父は、はっきりと頷うなずいた。


「ある。格好の場所がな」


「どこ？」


　伯父は、周囲を示すように腕を広げた。


「──海の中だ」





「どうです、調子は？」


　艦かん内ないにある食堂を丸ごと占拠して足の踏み場もない状態の床を、太いパイプやら菓子の空き箱ばこなどを避よけて進みながら、フランクリンはそう声をかけた。


「悪くない」


　と返事をしたのは、パンパンの白衣を着て、背中を丸めている《パパ》博士だ。博士の周りには、ヌガーバーの包装紙が散乱して、甘あま臭くさい異い臭しゆうを放っている。


　到とう底ていここが、原子力潜せん水すい艦かんの中だとは思えない光景だった。この『ヘルコック』の艦長であるブラウン大佐は、当然のようにいい顔をしてはいない。だが、命令には従うのが軍人だ。


　七二時間前、再びフランクリンが現れた時、当然のように大佐は喜んではくれなかった。退役した練習艦と、ろくに訓練も積んでいない新兵を極ごく秘ひ作戦に駆りだそうという主しゆ旨しが、理解できないようだった。


　だが、命令書が本物である以上は、拒否は不可能だ。そして、その時点ではその命令書は確かに本物だった。決定的な証しよう拠こが摑つかめないＣＩＡが、自分をもう少し泳がせるために出した許可であることを、フランクリンは知っていた。


　局の内偵通り彼は、《トラスト》はもちろん、他ほかの国の新兵器の機密を手に入れては、とある軍事企業にそれを売り飛ばすということを行っていた。そのフランクリンが、《ＭＭＰＳ》計画を知ったのは当然の流れだったが、詳しいことはまだ企業側には一切言ってはいなかった。突拍子もないものであるし、生産できなければ意味はない。


　ゆえに《Ｂ・Ｐ》を試し験けん体たいとして造ったスキル切り替えのためのヘルメットは、ＣＩＡの研究所で作ったものだった。スパイという任務には、突拍子もないアイテムが必要になることがある。そうしたものを研究・開発する機関がＣＩＡにはあるのだ。フランクリンはそこを、独自に、しかも秘密裏に使う権限を持っていた。


　今いま頃ごろは内偵の手が及んでいるかもしれなかったが、《Ｂ・Ｐ》に関する資料は、全すべて破は棄き済みだった。何も出てきはしない。


　フランクリンは、ほくそ笑えみながらパイプを跨またいだ。


　船首を向いて部屋の右みぎ壁かべには、《ペイブ・ローIII》に搭とう載さいされていた機械と同等のものがおかれている──否いな、ヘリに積まれていたものは、ここにある装置の簡かん易い版に過ぎなかった。六つある椅い子すは、その内の四つが埋まっていて、ひとつひとつにナンバープレートが付けられて、それぞれが指定席であることが示されていた。


　左側から、


『Ｄｒｅｓｓ』


『Ｂ・Ｐ』


『Ｗｉｇ』


『Ｍａｓｑｕｅｒａｄｅ』


『Ｍａｋｅ・ｕｐ』


『Ｓｐｅｃｔａｃｌｅｓ』


　と。


　空いているのは、『Ｗｉｇ』と『Ｍａｋｅ・ｕｐ』のプレートが張られた椅子だ。


　他ほかの椅子には、人間ドックの時に着用させられるような簡易服だけを着させられた少女たちが、人形のように座っている。その頭には、外からは不可視のバイザーの付いたヘルメットが被かぶせられていて、背もたれとコードで接続されていた。


　さらに《マスカレード》と呼ばれている《ＭＭＰＳ》を除いた少女たちの腕うでには、点滴の針が刺さっていて、ぽたりぽたりとＣＩＡの研究班が特別にブレンドした一種の洗脳薬『ドール』が投与されている。


「それで？」


　フランクリンは、博士の隣となりに立って訊きいた。隣と言っても、その間には塵ちりが山と積まれていて、少々距きよ離りがある。それでも、甘ったるい臭においがべたべたと纏まとわり付いて来るのには、十分な距離だった。


「使えるようになるまでには、どのくらいの猶ゆう予よが？」


「五日」


「そんなに？」


　博士はチョコレートにまみれた指を嘗なめた。


「《ドレス》と《スペクタクルズ》には、余計な意思が強く定着しているからな。それを、精神を壊こわさないで押さえ込むには、そのくらいの時間が必要になる」


「ふむ……しかし、もう相手には《ＭＭＰＳ》はいないんですから、この二人の洗脳が終わるのを待つことはないでしょう？」


「《ウィッグ》が残っている。あれを取り返せなかったのは、失敗だ」


「仕方ありませんよ。さすがに、ああも素す早ばやく地下への通路を遮しや断だんされてしまったら、打つ手はありませんでしたから。どうも壊こわれてしまったようですし、いらないのでは？」


　それを聞くと、博士は鬼き気き迫った目で振り返った。


「何を言うか。一人もかけてはならない。家族は、揃そろわなくてはならないのだ」


　フランクリンは反論はせず、ちらりと少女たちを見た。


（家族ねえ……全まつたく、よく言う。おまえにとって、子供は《ママ》博士を繫つなぎとめるだけの、道具にしか過ぎないだろうが──まあ、道具扱いをしているのは、私も同様だがね）


　元よりフランクリンは、生産に必要なデータと、現物が一体あればそれでよいと思っていたのだが、博士の話を開く内に、それが間違いであるとわかったため、少し面めん倒どうな手順を踏むことが必要となってしまった。


　博士が、《娘》が全員揃うことにこだわったということもある。


　そのこともあって、先の襲しゆう撃げきは高たか幡はた裕ゆ美み、及び、その息子の瞳ひとみを狙ねらったものではなかった。


　そう思わせておいて、迎撃に出て来た二人の《ＭＭＰＳ》と、本部に監かん禁きんされている《ウィッグ》の確保が、最さい優ゆう先せん事項だった。


　結果、《スペクタクルズ》と《ドレス》の二人は捕えることはできたが、《ウィッグ》は確保に失敗した。


　時間をおいての再襲撃は端はなから念ねん頭とうになかったが、それでも、高幡裕美の生せい還かんの発表には、少なからず驚おどろかされた。《ＭＭＰＳ》に関することも、《トラスト》に言及することもなかったが、彼女が匿かくまわれている場所についてだけは発表があり、早くも報道各社の目が、昼間の《事故》のこともあって集まっていた。しばらくは、監かん視しの目に晒さらされることになるだろう。あの状況の中へ襲撃をかけるのは、あまりにも無む謀ぼうであり、何より《ＭＭＰＳ》を世間の目に晒すのは避さけなければならなかった。そんなことになれば、買い手がなくなってしまう。存在が公おおやけでないからこそ、暗殺マシンとしては意味がある。


「組織は大おお馬ば鹿かだ」


　不意に吐はき捨てるように博士が言って、フランクリンは彼の、チョコレートに汚れた横顔をちらりと見た。


「連中は、《ＭＭＰＳ》の戦せん闘とうに関かんする部分からひとつだけをインプリンティングして、精せい鋭えい部隊を作り上げられると思っているが、そんなことができるのなら、わざわざ世界中から子供を攫さらったりするものか。たった一つでも、それをインプリンティングするのは、それを許す脳神経である必要があるのだ」


　この艦かんに再び乗ってからは、繰くり返し聞かされた話だったので、特に返事はしなかった。


　博士曰いわく、他ひ人との経けい験けんの移植は人間の臓器ぞうきの移植などと同じで、適応する人間でなければ、宿しゆく主しゆは精神の混乱を起こして廃はい人じんと化してしまうのだという。


　そして移植可能な人間は決して多くはなく、なおかつ、機械である程度の分類はできても、最終的な判断を下せるのは、高たか幡はた裕ゆ美みしかいないのだという話だった。そうした職しよく人にん的な仕事は、いかに機き械かいやコンピュータが発達しても人間を作れないのと同じで、人のすることには及ばないことはフランクリンも知っていたので、おかしな話とは思わなかった。


　そして、


「連中は、《ママ》が製作した選せん別べつ装置でそれが可能だと思っているがな、あれで絞り込めるのは百人までだ。その中で、使えるのは多くても一人だ。何より、経験をインプリンティングするのが、《ママ》の手仕事だということを、連中はわかっていない。マシンはただの補助具だ。脳のどの部分に、どう経験を焼き付けるのか、それは、彼女でなくてはできん」


　とも博士は言っていた。


「……あなたはそれを、どうして組そ織しきに隠かくしていたんですか？」


　そう訊きくと、彼は鼻を鳴らして、


「隠していた？　馬ば鹿かを言うな。そんなことは当然知っていると思ったのだよ」


　と答えた。


　これはありがたい誤算だった。ライセンスフリーの兵器など、高く売れるはずもない。いつの時代もオーダーメイドこそが、高い値を付けられる。フランクリンの計画では、博士が自分たちは家族と信じて疑わない連中を一まとめにして、ヨーロッパのある企業に売るつもりで交渉を進めていた。


「しかし博士。博士は、高幡瞳ひとみを手に入れようとしていましたよね？　それは、《ＭＭＰＳ》生産のためのデータを手に入れるためではなかったんですか？　けれどいまのお話だと、それは意味がないことのように思えるのですが？」


　その質問には、鼻で笑われた。


「そんなものは、組織への方便だ。本当の目的は、高幡瞳がいなければ、私たちの家族が、成立しないとわかったからだ。《ママ》はあの息子を、とても深く愛しているからな。結局、《ママ》があのユウジとかいう男に騙だまされて行動をともにしたのは、息子のことがあったからだ。高幡瞳なくして、家族の絵は完成しない」


　この男は、それを信じて疑っていなかった。


　フランクリンにとっては、ただの高校生などに何の価値もないが、博士が望むのであれば仕方がなかった。それに、悪いことばかりでもない。高幡裕美と違い、息子の方は世間との繫つながりが強い。揺ゆさぶりをかける材料には事欠かない。


　売り込み先の『内密に』という希望がなければ、こちらもメディアを使って、いろいろと情報を操そう作さし、二人をあの埋立地から出て来ざるを得ない状況へ持って行くことも考えられたのだが、仕方がなかった。


（さて……うまく餌えさを捕まえて来てくれよ）


　フランクリンは、少女たちの間に空いた席のひとつを見ながら、静かに腕うでを組んだ。


　プレートの名前は──《Ｍａｋｅ・ｕｐ》。





　正門のほとんど目の前にある『四瑞方しずいほう学園前』停留所でバスが止まると、中からは生徒たちが次々と吐はきだされてきたが、どの顔もあまり陽気とは言えなかった。どちらかといえば、不ふ機き嫌げんであり、何かあれば文句のひとつでも言ってやろう、という顔付きだった。


　その理由を、同じバスに乗っていた栗くり原はら勝まさるはわかっていた。自身も、多少同じことを思わないでもなかったからだ。


　なぜなら、今日は日にち曜ようである。


　いきなり連絡網が回ってきて、問答無用で明日は臨りん時じの総そう会かいがあるから必ず登校すること、しなければ欠席扱いにする、と言われては、それなりに真ま面じ目めな生徒の多い学園では、ほとんどの生徒が渋しぶ々しぶでも登校することになるのだった。


　だが、勝がそれでも周まわりの連中とは違って、文句を言うつもりがないのは、生徒が集められた理由を何となくだが、推測することができたからだった。


（しょーがねえよな）


　色の薄うすい長髪を搔かき上げて、歩きだすと、


「栗原」


　ぽん、と背中を叩たたかれた。


　振り返った先には、ブレザーの上からでもはっきりと、


（でけえなあ）


　とわかる胸の持ち主であり、クラスメートの、木き沢ざわ詠えい美みが立っていた。どうやら同じバスだったらしいが、あれだけ人が多くては、気付けという方が無理だった。


「おはよう」


「おう」


　詠美は、ちらりと辺あたりを見回した。


「やっぱり、今け朝さは一いつ緒しよじゃないんだね……高たか幡はたたちと」


　このところずっと、勝は姉の千ち里さとの運転する車で、瞳ひとみやロシィ、それにアリシアとともに登校する日が続いていた。巨大なトランクがあるから、という理由だったが、それならば持って行かなければいいだけの話で、本当は別に理由があるのじゃないかと勝も思ってはいて、姉に聞いたこともあったのだが、何もないわよ、の一言で済まされてしまっていた。


「姉貴も戻ってなくてさ。だから、一人で寂さびしくご登校だよ」


「そっか」


　勝まさるが先に歩きだすと、詠えい美みも慌あわてて横に並んだ。その横顔は、曇くもっている。


「……昨日のニュース、見た？」


　詠美の質問に、勝は頷うなずいた。


「あいつの母ちゃんのことだろ？　今日呼ばれたのって、その話だろうな、多た分ぶん。取材には答えるなとか何とか、さ」


「やっぱり、しばらくお休みするのかなあ……」


「だろうな」


　勝はため息をついた。


「しばらくは駐ちゆう屯とん地ちから出られないみたいだぜ？　姉貴からそう連絡あった」


「お姉さん、無事だったんだ？」


「殺しても死なねーよ、あいつは」


　わざと大おお仰ぎような態度で唇くちびるを尖とがらせると、ようやく詠美の顔に微び笑しようが浮かんだ。もっともそれはとても僅わずかな間であったが。


　詠美は、勝の姉の千ち里さとが自じ衛えい官かんであることを知っている。その勤きん務む先が『東京港湾駐屯地』であることも[image: ]


　昨日の昼前の事故には勝も驚おどろき、慌てて連絡を取ろうとしたのだが、結局、連絡が付いたのは夕方になってからで、無事であることと、薮やぶから棒ぼうに家から出ないように、と言って、電話は切れてしまい、あとは何通かメールが入っていただけだった。


　そこへ来ての、あの発表である。


　なるほどその準備などもあってのことか、とは思ったが、それと自分の外出制限は全まつたく結び付かなかった。ひょっとしたら、という希望を持っていた、アリシアとのデートも、結局何の連絡もないまま、連絡をしようとしても繫つながらないまま、土ど曜よう日びは終わってしまった。


　そして日曜日──今日である。


　姉が戻らないのは仕方ないとして、アリシアは関係ないのだから、迎えに行こうとしたのだが、瞳ひとみの住んでいるマンションの前には、明らかに自じ衛えい官かんと思われる男たちが立っていて、立ち入りを制限されていた。


　残念ながら、別の棟むねに住んでいる勝まさるは、何を言っても入れてもらえず、連絡も付かず、仕方なく一人でバスに乗って登校する習ならいになったのだった。


（もしかしたら、って感触はあったんだけどな……）


　勝は、アリシアを誘さそった時のことを思いだして、ため息をついた。絶対に反応は悪くなかった。思い込みでも、希望的観かん測そくが見せた幻まぼろしでもなく、絶対にそうだった。


　──だが、彼女からの連絡はなかった。


　メールを入れても返事はなく、自分の携けい帯たいをチェックすることを繰くり返す内に、駐ちゆう屯とん地ちで事故があったことを知り、それどころではなくなってしまった。姉の生死がわからない状況では、さすがにデートどころではない。


　そして、今日である。


　とりあえず、会って話をしたかった。瞳たちのことも、何か聞けるかもしれない。


「でも、何だか物々しいね」


　下げ駄た箱ばこに向かいながら、詠えい美みは辺あたりをちらちらと見た。


　それは同感だった。


　いかにも警けい備び会社の人間、といった格好の人物があちこちに立っている。正門のところに集まって来ているマスコミを思えば、それも当然かもしれなかったが。


「だけど、何の話なんだろう？」


「そりゃ、余計なことを言うな、って話だろ？　ＴＶカメラとか向けられて、舞まい上がって変なことを言わないように、ってさ。別に、高たか幡はたのためってわけじゃないと思うけどな」


「そっか……でも、良かったよね」


「ああ」


　死んだと思っていた母親が生きて返ってきたのだ。今いま頃ごろは、子供のようになって、甘えているのかもしれない。どこか、人を突き放しているような雰囲気のある瞳が、そういうことになっている姿を想像をするのは、何と言うか──微ほほ笑えましかった。


（あいつも、ずいぶん変わったもんな）


　前から付き合いのいい友人ではあったが、飄ひよう々ひようとして摑つかみどころがなく、楽ではあるけれど、いなければそれはそれで仕方がないや、で済まされてしまうようなところもあった。


　が、ロシィが来てからこっち、クラスの女子からの誘さそいはめっきり減ったようであったが、代わりに感情を表に出すことも多くなり、勝まきるは今の瞳ひとみの方が付き合いが面おも白しろかった。


　そしてそれは、瞳が来られないんなら遊ぶのやめるか、と思うくらいに違っていた。


（もっと面白い奴やつになるかもな）


　何となくそんな気がした。ロシィとのコンビもいい感じで面白い。


　階段を上がり、下げ駄た箱ばこの前に着くその少し前に、勝は手て摺すりの向こうに見える渡り廊下に何なに気げなく目をやって、視し線せんを止めた。


（あ！）


　金髪の頭が、ふわふわと移動して行くのが見えたのだ。この学校でそんな色の髪を許されているのは、それが地毛である一人しかいない。


　──アリシア・ボールドウィン。


　勝の本気の恋（片思い？）の相手で、一二歳さいにして四し瑞ずい方ほう学園の化学の先生として教きよう鞭べんをとる天才である。


「悪い、木き沢ざわ！　鞄かばん、頼めるか？」


　返事を聞く前に、勝は詠えい美みに鞄を押し付けるようにして渡していた。


「え!?　え!?」


「先に教室行っててくれ！　少し遅れるかも！」


　と言いながら、先に靴くつを脱いで上うわ履ばきに履はき替えているのだから、詠美の、わけがわからない、といった表情は当然だった。


　だが、どうしようもない。姿を見かけた途と端たんに、何でもいい、朝の挨あい拶さつだけでも構わないから、交かわし、顔を間近で見たくなって、止められなかった。


　登校してきた生徒で込み合っている廊下を器用に駆け抜け、勝は渡り廊下に続く角を曲がった。一気に生徒の数が減ったのは、その先に職しよく員いん室があるからだ。中に入られたら、さすがに乗り込んでいくわけには行かない。追いだされるのがオチだ。だが、ちらりと見ると、その時にはアリシアは、一階上の階の廊下を歩いていた。


　その先には、進路指し導どう室しつがある。


　そこは、アリシアが自室代わりに使っている小さな部屋だった。以前は、近寄りたくない部屋ナンバーワンだったのだが、アリシアがそこを使うようになってからは、勝の中では、訪問回数一位の部屋に格上げされた。


　渡り廊下を渡り終えて、すぐ脇わきの階段を上がって再び廊下に出ると、アリシアは丁ちよう度ど、部屋に入ったところだった。こちら側の校舎は、特別教室ばかりなので廊下は静まり返っている。


　勝まさるは歩く速度を落として呼吸を整えながら進み、進路指し導どう室しつの前に立つと、拳こぶしを固めてドアを叩たたいた。


「……はい？」


　声の調子に、ちょっと濁にごった印象を受けて、勝は眉まゆを顰ひそめたが、先ほど入って行ったのは間違いなくアリシアであったので、


「栗くり原はらでーす。失礼しまーす」


　といつものおどけた調子で言いながらドアを開けた。だが──


（あれ……？）


　部屋の中は、しんと静まり返って、誰だれの姿もなかった。他ほかに、出入り口はない。窓もしっかりと閉まっている。勝は中に入ると、念のために窓に寄った。だが、鍵かぎもかかっている。


　蝶ちよう番つがいが軋きしむ音がして、振り返ると、閉まって行くドアの影かげから、小さな人影が現れた。


「……なんだ、先生。そんなとこにいたのかよ」


　勝は、ホッとして笑いかけた。アリシアも、静かな笑えみを浮かべている。だが、何となく表情が硬い気がする。そして──唐とう突とつに勝は違和感を感じ、それをそのまま口にしていた。


「おまえ、誰だれだ……？」


　その瞬しゆん間かん、ゴムマスクを貼はり付けたようなアリシアの顔から笑みが失われ、目の前から姿が搔かき消えたと思った途と端たん、ちくり、と首に痛みを感じた。反射的に手をやると、摑つかんだのは細い注射器だった。


　その向こうに、勝は作りもののアリシアの顔をした少女の姿を見、そうして──気を失った。





「あ、あの、伯お父じさん──えっと、室長は？」


　部屋を出たところにいた隊員に、瞳ひとみがそう聞いたのには理由があった。


　あてがわれたラボの仮眠室で目を覚さまし、外に出てみると両親も誰もおらず、伯父の姿もなくただ一人であったからだ。


　平静を装ってはみたものの、もしかしたらまたいなくなってしまったのではないか、という考えが頭をもたげ、母にあんな冷たい態度を取ったことについての後悔が、どっと押し寄せて来ていても立ってもいられなくなってしまったのだった。


　隊員はブルーのアサルトスーツを着て、その上にタクティカルベスト、さらには顔をすっぽり隠かくすようなバイザーの付いたヘルメットを被かぶり、手にはＳＩＧ５５２とかいう名称だった突とつ撃げき銃じゆうを構えていた。


　隊員の完全武装は、安心させてくれるよりも、むしろ不安を搔かきたてた。万が一の備えであることはわかるが、明らかにここへ敵が突入して来ることを想定している装備だったからだ。


「室長に何か？」


　と振り向いた隊員は、知らない顔だった。《ＳＳＳ》が総勢何名なのか瞳は知らなかったし、ならば知らない顔がいて当然だったが、銃を持った他ひ人とがいるのは落ち着かない。


　腰のところを思わずまさぐったが、その時になって初めて、瞳ひとみはナイフが消えていることに気が付いた。危険だと思って、誰だれかが外したのだろうか？


「君……？」


「え？　あ、あの、両親の姿が見えないから、どうしたのかと思って」


「ああ、ご両親なら室長と会かい議ぎ室しつだよ。いま、連絡を取ってあげよう」


　そう言うと、男はベストから無む線せんを取りだしてスイッチを押した。


「──ラボ仮眠室前の前まえ畑はた一等特士であります。高たか幡はた三等特佐のお子様が御目覚めになりました。そちらにお通ししても？……はい、わかりました」


　無線機を下ろすと、隊員はすまなそうな顔で振り返った。


「すまないね、いまはちょっと駄目だそうだ」


「わかりました。すいません、じゃあトイレはどこですか？」


「ああ、トイレならその角を曲がってすぐだよ」


「ありがとうございます」


　頭を下げ、瞳は廊下を歩きだした。付いて来るかと思ったが、隊員は部屋の前を動かなかった。あそこが彼の持ち場なのだろうが、目的が俺おれを守ることなら意味ないよな、と思いながら角を曲がった。


　トイレはすぐに見つかった。中に入って用を済まし、手を洗いながら鏡かがみを見ると、ひどい顔をしていた。目の下にはくっきりと隈くまができている。だが、そんな資格はないと思えた。ロシィたちに比べれば、危険などないも同然だ。


（……何か、要求があったのかな？）


　顔を洗いながら、伯お父じたちが会議室に集まっている理由は何だろうか、と考えた時、それが一番わかりやすい理由に思えた。腕時計を見ると午前一一時を回っていて、時間も認にん識しきした途と端たん、空腹を覚えた。


　手と顔をペーパーで拭ふいて外に出て、食堂か、購こう買ばいのようなものはないのか聞こうと思ったが、あいにくと、エアポケットのように人の姿がなかった。


（そう言えば、上にパン売ってたよな）


　エレベーターはどこだろうか、と探していると、角を曲がって来る見知った顔を見付けて、瞳は思わず手を上げた──鈴すず木き特曹長だ。


　彼は、同どう僚りようらしき女性に何かを言って別れると、すぐに来てくれた。


「どうしたんだい、こんなところで」


「ちょっとトイレに。それで、お腹なかが減ったんですけど、上に購買、ありましたよね？　ちょっと行ってきていいですか？」


「室長の許可は取ったのかい？」


「いえ、何でも会かい議ぎ中ちゆうらしくて」


「そうか……よし、それじゃあ俺おれが一いつ緒しよに行こう。外に出すわけにはいかないが、地下二階に入っているコンビニならいいだろう。マスコミもいないしな」


「ありがとうございます」


　鈴すず木き特曹長は歩きだし、瞳ひとみは横に並んで進んだ。彼もまた、完全武装であったが、顔を知っている分、威圧感は感じなかった。


「やっぱり騒さわぎになってるんですか？」


　そう訊きくと、特曹長は不快気げに眉み間けんに皺しわを刻んだ。


「ああ。外はマスコミの連中で一杯だよ。もちろん、敷しき地ち内には入れないし、上空も飛行制限をかけているんだが、駐ちゆう屯とん地ちの周まわりは連中の車やヘリ、船で一杯さ」


「すいません」


　思わず謝あやまってしまった瞳の肩を、特曹長は笑って叩たたいた。


「君が謝ることじゃない。それに、大おお方かたの国民は《ＳＳＳ》の行動を賞しよう賛さんしているよ。毅き然ぜんたる態たい度ど、って奴やつだな。海外からの反発も思ったよりない。それより、マスコミの関心は、君のお母さんに集まっているよ」


「母さんに……」


「ああ。亡くなられたと思われた当時のテロのことや、人となり、仕事、そうしたことを調べられるだけ調べてるみたいだ」


「父さんが《ＳＳＳ》の隊員だってことも？」


「それはない。自じ衛えい官かん、ってことだけは報道されてるけど、《ＳＳＳ》隊員は、任務が任務だから身元は公表されないからね。ただ、身み内うちだったから助けたんじゃないか、って話は少し出ていたな。総理にもそんな質問をした記者がいたよ。総理は笑い飛ばしたけどね」


　瞳は曖あい昧まいに微ほほ笑えみながら──この人は知っているのだろうか？　伯お父じと父が母さんを救出するために、《ＳＳＳ》を半なかば、私物化していたことを──そのことを思った。それとも、そんな単純な話ではないのだろうか？


　瞳にはわからなかった。


　ロシィたちのことにしてもそうだ。彼女たちは、自分が擬ぎ似じ人格だと思い込んでいたが、それは半ば脅きよう迫はく的に任務を行わせるための《噓うそ》だった。


　伯父も、それは知らなかったようだ。連絡を取れるようになってからも母がそれを話さなかったのは、そうではないとわかっていると思っていたからだ、と言っていたが、それが言い逃れだとは一いち概がいには思えなかった。そんなことは常じよう識しきだと思っている人間は、いちいち説明などしないものだからだ。


　だが、いまそれを責めたところで、ロシィたちが戻って来るわけではない。彼女たちは、自分が消えると思って家出したのではないのだ。


（だけど、早く教えてやりたいよな）


　とは思う。


　母の説明によれば、《ウィッグ》を除いて、彼女たちは多重人格というより、記き憶おく喪そう失しつに近いのだという。記憶を失って別の自分として生きていた人間が、過去の記憶を取り戻す──そういう事例に近い、というのが母の説明だった。


「でも、良かったよな」


　特曹長の声に、瞳ひとみは物思いを断ち切って、ちらりと彼を見た。


「何がです？」


「今日は日にち曜よう日びだろ？　だから、ワイドショーがない。明日からは騒さわがしく報道されるだろうけど、新しん鮮せん味みという点では薄うすれるからな」


　瞳は、伯お父じはそうは思わないだろうな、と思った。彼の考えでいけば、騒がしく報道された方がいいのだ。注視されることが、そのまま防ぼう衛えい線せんになるのだから。昨日は、その前に襲しゆう撃げきされてしまったが、あれが、こちらの考えを読まれてのことだったかは、わからなかった。


　なので瞳は、そうですね、と答えるだけに留とどめた。


　エレベーターの前に着くと、そこには当然のごとく歩ほ哨しよう隊員がいた。彼らは敬礼をして、特曹長にどこへ行くのかと尋たずね、目的がコンビニであること、室長は会かい議ぎ中ちゆうであることを伝えると、道を空けてくれた。


　エレベーターに乗り込むと、特曹長はボタンを押した。すぐに扉が閉まり、あの独特の感覚に体が包まれる。超高速エレベーターであるこれは、Ｂ２Ｆまで四〇秒で到達する。その間、二人は特に何も言わず、ぼんやりと階表示のパネルを見つめていた。


　やがて軽いＧとともにエレベーターは停止し、瞳たちは降りた。


　コンビニはすぐ目の前にあって、そこにも隊員が詰めていたが、今度は何も言われなかった。先に報告が入っていたのかもしれない。


　ざっと見て回り、サンドイッチとペットボトルのコーヒーを買って会計を済ませ、店を出たところで、腰に下げていたホルダーの中で携けい帯たいが鳴った。それまで、そこにあったことも忘れていたが、瞳は手に取ると、ディスプレイを確認した。詠えい美みだ。


　鈴すず木き特曹長を見た。


「出ていいですか？　友達なんですけど」


「うーん……まあ、問題ないだろう。君はわかってるだろ？」


　頷うなずき、瞳は通話ボタンを押した。


「もしもし？」


『あっ！　高たか幡はた!?』


　思わず耳から携帯を離はなしそうになるほど、大きな声だった。


「おう」


『良かった！　何度もかけたんだけど、全然繫つながらなくて……』


「悪い、ちょっと電波悪くてさ」


　地下のラボは、携けい帯たいの電波が届くような場所にはないし、アンテナも来ていない。


「どうしたんだよ──ってことはないか。心配してくれたのか？」


『あたりまえじゃない！　あ、でも、急いで訊ききたかったのは、そのことじゃなくて──そのこともそうなんだけど、えっと……高たか幡はた！　アリシア先生と栗くり原はらってそっちにいるの？』


　ざっと肌が粟あわ立だった。


「どうしたんだよ、急に？」


『えっとね、昨夜ゆうべ、学校側から今日は登校するようにって連絡あって、それでみんな学校に来たんだけど──』


「栗原が来てないのか？」


『そうじゃないの！　来てたから変なの！　あたし、朝、校門で会ったんだもの。でも下げ駄た箱ばこであたしに鞄かばんを預けて、急に駆けだして行っちゃって、それきり戻って来ないの！』


　詠えい美みは電話の向こうで、鼻を啜すすった。


『アリシア先生もいなくなっちゃって、それだけじゃなくて、警けい備び員が何人か殺されてたから、大おお騒さわぎになっちゃって……』


「……アリシア先生が今け朝さ、登校してたのか？」


『うん、先生方がそう言ってた』


　ごくり、と瞳ひとみは唾つばを飲み込んだ。


「わかった。千ち里さとさん──栗くり原はらの姉さんがこっちにいるから、伝えとく。木き沢ざわ、いまどこにいるんだ？」


『家だけど……』


「じゃあ、絶対に外に出るなよ？　それから、ロシィやアリシアがおまえのところに行って、俺おれに会わせてやるとかって言われても、絶対に信用するなよ？」


『えっ、それってどういう──』


「いいから、そうしてくれ！」


『わ、わかった……』


「悪い、怒ど鳴なったりして。また何かわかったら連絡するから」


『うん……気を付けてね』


「……サンキュー」


　瞳は電話を切ると、鈴すず木き特曹長を振り返った。異変が起きているらしいということがわかったのか、彼の顔も緊きん張ちようしていた。


「伯お父じさんに連絡を。何か、やばいことになってる……」





　知っていたのだな──会かい議ぎ室しつに入って、瞳ひとみはそう確信した。


　部屋の中にいたのは、伯お父じ、両親、そして千ち里さとだった。無む線せん越しに話した時には、もうそれを感じていたが、彼らの顔を見て間違っていなかったのだとわかった。


　伯父と父は、傍はた目めには常と変わらない冷静さを保っていたが、母の憔しよう悴すいした様よう子すと、千里の隠かくそうとして隠しきれていない動どう揺ようが、ただ事ではないことを告げていた。


「栗くり原はらが、拉ら致ちられたんだな？」


　ずばり訊きくと、千里の肩が微かすかに震ふるえた。


　その肩に手を置いて、伯父は頷うなずいた。


「そうだ。──すでに、木き沢ざわ詠えい美みを最優ゆう先せんにしたクラスメート及び、担任の小お野の真ま由ゆ美み教きよう諭ゆには《ＳＳＳ》の隊員を張り付かせて重点警けい備びさせている。栗原勝まさる君の行ゆく方えについては、全力で捜そう索さくに当たっている。おまえは心配せず──」


「要求はあったの、伯父さん？」


　彼の言葉を遮さえぎって、瞳は訊いた──父にではなく。


　もしなかったのなら、それは拉致ではなく、駆け落ちかもしれなかったからだ。だが、警備員を殺しているという時点で、それはありえないということもどこかでわかっていた。そして短い沈ちん黙もくが、それが事実であることを示していた。


「どんなことを言って来たんだよ？　まさか、関係ない、とか、知る必要はない、とか言わねえよな？　関係がないわけも、必要がないわけもない。いよいよなりふり構わなくなって、俺おれに関係のある奴やつを攫さらったってことなんだろ？」


　伯父はため息をつくと、頭を搔かいた。


「まあ、そういうことだ」


「……で？」


「千里君の弟が攫われたのは、今け朝さのことだ。生徒を動どう揺ようさせないために、警備員に扮ふんして張り付かせていだ《ＳＳＳ》隊員三人が殺された。状況から見て、《ＭＭＰＳ》が彼を連れだしたと見て間違いない」


「犯人は、アリシアだって思うの？」


「いや。おそらくは《メイク》だろう」


「《メイク》……」


「第五世代の《ＭＭＰＳ》だ。《ウィッグ》と同じく、他ひ人とになりすまして目標に接近するタイプの《ＭＭＰＳ》だが、その変装は、整形や毛髪、記き憶おくや性格の移植と徹てつ底ていしていた《ウィッグ》とは違い、特殊メイクの範はん疇ちゆうだそうだ。それでも、よほど接近しなければわからないほど精巧らしい。アリシアが、自分を取り戻したくないからと言って、いまさら《パパ》博士のところに戻るとは思えんしな」


「それで、俺おれを渡せって？」


　目の端はしで、母が体を堅くしたのがわかった。


「わかるか？」


　伯お父じの言葉に、瞳ひとみは肩を竦すくめた。


「そりゃあね。攫さらわれたのは俺おれの……友達だ。効果があるのは、俺に対してだろ？」


「直接的には、な。──見せよう」


　伯父は、テーブルの上のリモコンを手にすると、スイッチを押した。壁かべのプラズマＴＶが点てん灯とうし、パソコンの画面のようなものが映しだされ、伯父は手元でリモコンに付いたマウスを動かすと、ファイルのひとつをダブルクリックした。


　ウィンドウが開き、静止映像が現れた。


　外の光の入らない、どこかの屋おく内ないのように見える場所だ。そこに、太った中年の男が映っていた。口の周まわりがべたべたとチョコレートのようなもので汚れている。


「ルドルフ・ビアン──通称《パパ》と呼ばれている博士だ」


　言って、伯父が『再生』のアイコンをクリックした。


　すぐに、聞くに堪たえないような下へ手たな日本語で、要求が始まった。


『《ウィッグ》と、愛いとしい《ママ》とその息子、三人の返へん還かん、要求します。このこと、内ない緒しよね。もし漏もらしたら、私、《ＭＭＰＳ》のこと、悪あく魔まの研究だと、発表する。《ママ》、一気に悪魔ね。それ嫌いやでしょう？　私の友人も、それ困る。だから秘密の取り引きね。返事、一週間後に。また連絡するですよ。その時、ノーなら、この少年、殺します』


　男は何か、ねばねばしたもので汚れた手で、カードをカメラに近付けた。それは、勝まさるの原付の免許証だった。見えてるかな？　とでも言うように、男は何度か近付けたり離はなしたりを繰くり返してから、ようやく免許証を引っ込めた。


　その間、千ち里さとは気き丈じように画面から目を離さなかった。


『わかりまーた？　そしてまた、新しい奴やつ攫って、同じ要求するですよ。ずっとずっと繰り返します。──ああ《ママ》、早く帰っておいで。私たちの《娘》たち、みんな、《ママ》を待ってる』


　カメラが動いて、男の左側を映した。


　そこには、椅い子すに座った少女たちがいて、瞳は目を瞠みはった。五人の少女の内の三人がヘルメットを被かぶっている。そのもっとも右側と左側の椅子に座っているのは、間違いなく──


「ロシィ……アリシア……」


　だった。ぐったりとして腕には点滴のチューブが繫つながっていて、何かの薬品を投与されているのは明らかだ。同時に、あのヘルメットにも何かの仕掛けがあるらしく、太いケーブルで後ろの椅子に繫がっていた。


　再びカメラは《パパ》博士を映しだした。


『そじゃ、一週間後に──愛してる』


　そう言って、男の映像は終わった。しばらくは、誰だれも、何も口をきかなかった。いまの脅きよう迫はく内容に、瞳ひとみは強烈な違和感を感じていた──まるで、失しつ踪そうした家族に向かって、帰って来い、さもなくばおまえの知人を殺す、と言っているように聞こえた。挙あげ句くに、


（愛してる、だって!?）


　瞳は、伯お父じを見た。


「……どういうことなんだよ、これ？──や、要求してる内容はわかってるよ。俺おれと母さんを、栗くり原はらと交換しようってことだろ？　だけど、おかしくない？　あの男の目的は、《ＭＭＰＳ》に関する資料とか、そういうものなんだろ？　だけど、いまのはまるで──」


　伯父は、深いため息をついた。


「そうだ。あの男は、最悪にたちの悪いストーカー──どうも、そういうことらしい」


　ちらりと母を見ると、顔を背そむけ、父の腕うでの袖そでを摑つかむようにしていた。


「最初は、《ＭＭＰ》理論を兵器に応用しようと、裕ゆ美みを拉ら致ちしたのは間違いない。だが、あの男はどうやら、裕美のことを……その、何だ……気に入っちまったんだな。《ＭＭＰＳ》を自分と裕美の共同作業の末の作品──つまり《娘》に見立てて、自分たちを《パパ》、《ママ》と呼ばせて、歪ゆがんだ家族ごっこに耽ふけっていたようだ。だが、当たり前のことだが、結局、裕美の心は摑めなかった。そこで、その原因は、瞳──おまえにある、と考えた」


「は……？」


「自分たちが本当の家族になれないのは、息子のおまえがいないからだ、と考えたみたいだ。何しろ裕美は、衛えい星せいのアクセス・パスに、おまえの、ある《記き憶おく》の脳電流のパターンを使うほど愛していて、決して忘れることはなかったからな」


「だから、俺と母さんを……？」


「どうも、そういうことのようだな。それと《ＭＭＰＳ》が結び付いて、組そ織しきは手を貸していた。そして連中が手を引くと、今度はＣＩＡのエージェントが、これは自分の利益のためにアメリカ軍を利用して博士に手を貸している。奴やつらはいま、海の中だ。総理のホットラインが功こうを奏そうして、ようやく詳細が回ってきた。現役を退しりぞいて練れん習しゆう艦かんとして就しゆう航こうしていたロサンゼルス級原子力潜せん水すい艦かん『ヘルコック』──これが、ＣＩＡの極ごく秘ひ任務協力の名目でハワイを出港している。作戦完了まで無む線せん封ふう鎖さを行っているため、軍の方も連絡は取れないそうだ。ロシィたちを連れ去ったヘリは、奴が横よこ田たから持ちだしたものだが、こいつの行ゆく方えが知れないのは、おそらく海に沈めちまったんだろう。いま、対潜哨しよう戒かい機きを出して、『ヘルコック』の行方を探している」


「それで？」


　瞳は、大人おとなたちをぐるりと見回した。


「要求には……応じるつもりはない、って顔だね、伯父さん？」


「千ち里さと君には悪いが、そうだ。もちろん手をこまねいているつもりはない。探しだして──」


「見つかるの？」


　伯お父じは言葉を飲み込んだ。それが答えだ。海はあまりにも広すぎる。その上、相手が原子力潜せん水すい艦かんでは、半年くらいは平気で海の中だ。そもそも、そんなに簡かん単たんに見付かるぐらいなら、兵器としては役に立たない。


「つまり、あいつは見殺しってわけだ」


　ぶるっと千ち里さとは体を震ふるわせた。顔が真まっ青さおだ。だが、弟のために交換に応じて欲しい、とは決して言わないだろう──そう思えた。


（その時が、やっと来たんだな）


　いまがそうなのだ、と瞳ひとみにはわかった。ツケを払う時が来たのだ。


「……伯父さん、要求に応じてよ」


　瞳の言葉に、一番驚おどろいたのは、他ほかならぬ千里だった。目を見開き、それから弱々しく首を振った。無理をしてそんなことを言っているのだと思ったのかもしれない。


　もちろん、無理はしている。


　怖くないわけはない。自分にできるのかもわからない。だが、勝まさるがその命を自分のために払わされるのは間違っている。


「別に、自己犠ぎ牲せいってわけじゃないよ。だけど俺おれは、千里さんに、納得してくれ、とは言えない。クラスメートをさんざん盾たて代わりにしておいてなんだけどさ、実際にこういう事じ態たいになった時には、こうするって決めてたんだ」


　瞳は、ゆっくりと母を振り返った。


「母さん……俺を《ＭＭＰＳ》に調整してくれよ」


　全員が、息を飲むのがわかった。


「思い付きで言ってるんじゃないぜ？　《ＭＭＰＳ》理り論ろんっていうのは、元々俺のために考えだされたものなんだろ？　だったら、俺以上の適格者はいないんじゃないかと思ってさ。体の方だって、そりゃあ、ロシィたちみたいに急速に回復したりとか、そういうのは無理だし、あれだけのトランクを持つこともできないけど、普通の陸自の荷物一式なら軽く持てるくらいの体力はあるし、維い持じもしてるんだ。インプリンティングされた父さんのナイフ捌さばきを使いこなすには、それが必要だからね。幸い、一週間あるんだろ？　その間に何とかして欲しい」


「そんな……だけど……」


　母はうろたえ、父の腕うでを本当にきつく摑つかんだ。痛みに微かすかに顔をゆがめるくらいに。


「仕方ないよ、母さん」


　瞳は言わねばならなかった。残ざん酷こくだが、これは報むくいなのだ。


「瑠る璃りちゃんはよくて、俺は嫌いやだ、何てこと言う権利……母さんには、ないんだ」


「瞳クン！」


　ぴしゃりと頰ほおが鳴った。


　平手で瞳ひとみのことを叩たたいたのは、誰だれあろう、千ち里さとだった。


「わかってるよ、千里さん。──ありがとう」


　彼女は自分の腕を摑つかむと、静かに俯うつむいた。


　瞳は、自分が叩かれるだけのことを言ったのだと自覚していた。だが、そんな自分を叩くことが許されるのは、千里しかいなかった。


「やってよ、母さん。返事をするまでには、一週間あるんだ。できるだろ？　俺を、《妹》たちに負けない、最高の《ＭＭＰＳ》にすることが」


　静かに息を吸い、そうして顔を上げた時、母の顔は科学者のそれになっていた。


「……いいのね？」


　瞳は、肩を竦すくめた。


「わかったわ。本当は、ロシィたちを元に戻すための施設だったのだけれど……こんな形で役に立つとは思わなかった」


「裕ゆ美み！」


　今度は逆に腕を摑もうとした父を、母は静かに押し返した。


「いいの、あなた……瞳の言う通りよ。人ひと様さまの子供はよくて、自分の子供は嫌いやだなんて、そんな我わが侭まま、許されるわけがないわ。まして、それを瞳が望むなら……わたしはやるしかない。大丈夫よ、瞳は他ほかの子のように、記き憶おくや人格を封印はしないわ。あの子たちは、必要もなかったし、むしろあっては困るから圧あつ縮しゆくして、他ほかの脳容量全すべてをスキルに使ったけど、いまの瞳としての人格や経けい験けんを残して、他の部分にインプリンティングするから。肉体的に無理なスキル、女の子にしか意味のないスキルを排除してやれば、十分容量は残るわ」


　喉のどの奥で唸うなり、父は息子を振り返った。


「……本当に、いいんだな？」


「ああ。──そうだ。母さん、ひとつこれだけは付けておいて欲しいスキルがあるんだ」


「何……？」


　瞳は、そのスキルを母に告げ、理由を伯お父じたちに説明した。
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　定期的な揺ゆれを体に感じながら、瞳ひとみは狭せまい室内の、引き出し型の仮眠用ベッドに腰を下ろして、静かにその時を待っていた。黒のライダースーツに似た服に、茶色のロングコート、履はいているのは黒のジャングルブーツ、手にも黒いグローブだ。


『瞳、直じきに着くぞ』


　壁かべのスピーカーから、伯お父じの声がそう聞こえて、瞳は立ち上がった。コートの裾すそが翻ひるがえる。


　部屋を出て、甲かん板ぱんに向かう。


　狭い通路を抜け、人一人がようやっと通れるような細い階段を上がると、潮しお風かぜが顔に吹き付けてきた。甲板には、すでに伯父たちが立っていて、どうやら瞳が最後だったようだ。父は少し離はなれたところで、『母』とともに立っている。


　取り引きを持ちかけるメールが届いてから九日目である。


　きっかり七日目に再びメールが届き、勝まさるの無事を確認したあとで、伯父は取り引きに応じる旨むねを伝えた。その時の《パパ》博士の喜びようは、ねだってねだった玩具がんぐをようやく買ってもらった子供のようだった。


　瞳は、潮風になぶられる髪を押さえた。


　今日は少し風が強い。


　波も高く、最新しん鋭えい護ご衛えい艦かん『あそ』型でも多少の揺れを感じる。アメリカに依存しない国内開発のイージス・システム──統合的艦隊防空システムを搭とう載さいした艦で、《ＳＳＳ》に最初に配備された一番艦である。レーダーはすでに、接近しつつある潜せん水すい艦かんの姿を捉とらえているだろう。


（確かに、いい場所だよな）


　手て摺すりに摑つかまって辺あたりを見回し、瞳はそのことを思った。


　敵が、潜水艦を拠点にしているとわかった時点で、取り引き場所が海の上になることはわかっていたが、全天を見回せることができ、一目で他ほかに護衛の艦艇や航空機がいるかがわかる。横よこ須す賀かの潜水艦隊指令部所属の潜水艦隊が、敵の探知にかからない距きよ離りを取って待たい機きしているが、それで見失わずに追跡が可能かは微び妙みようなところらしい。


（つまり、あとはこっち次第、ってことだ）


　瞳は自分の腰に手を回し、ナイフに触れた。使い慣なれた自分のものではない。


　時計を見ると、指定された時間を二分ほど過ぎていた。と、隊員の一人が、海を指した。瞳も目をやると、海面が白く盛り上がり、その下から真まっ黒くろな塔が──潜水艦の艦橋が、波を割って現れた。


（来たな）


　瞳は手摺から離はなれると、伯父たちの傍そばへ向かった。噓うそみたいに気持ちは落ち着いている。恐怖とか、緊きん張ちようとか、そういうものとは縁えんがなかった。これが《ＭＭＰＳ》に調整されたおかげなのかはわからなかった。自分的には、それほど変わったという意い識しきはない。


　全すべてのスキルのインプリンティングが終わって、やはり同じように感想を母に漏もらすと、


「うまくいった、ということよ。自分の中に他た人にんがいるような違和感があるようじゃ、精神崩ほう壊かいを起こしてしまうもの」


　そう言って、悲しげに微ほほ笑えんだ。


　瞳ひとみには母の気持ちを、わかる、とは言えなかった。伯お父じが言ったように、人の親になったことがなければ、きっと本当の意味ではわからないのだろう。


「伯父さん！」


　後部甲かん板ぱんで離り陸りく準備に入った救きゆう難なんへリＵＨ‐60Ｊのローター音に負けないような声で、瞳はライフジャケットを着けた彼の傍そばに行った。


　潜せん水すい艦かんと護ご衛えい艦かんでは、接せつ舷げんすることはできない。


　人ひと質じちとの交換は、ヘリで行われることになっていた。護衛には父が付く。まずは勝まさると瞳が交換され、約束が守られたとわかれば、次に《ママ》博士が乗り移るという手て筈はずだった。


「準備はいいか？」


「いつでも」


　そう答えると、伯父は頷うなずいて歩きだした。父たちが続き、瞳もそのあとに従った。


　ヘリに乗り込むと、すぐにＵＨ‐60Ｊは離陸した。サイドのドアは開けっ放しだったが、瞳が不安を感じることはなかった。命いのち綱づなを付けることもなく腕うで一本で摑つかまって、『あそ』の甲板を離はなれて、『ヘルコック』の上空へと低く移動するのを見ていた。


「付けるぞ」


　父の声がして、振り返ると目が合った。だが、父は耐たえられないように、すぐに逸そらしてしまい、そうしてポツリと、


「すまんな」


　と呟つぶやきながら、要救助者を引き上げるためのロープの付いたジャケットを装着してくれた。


　何と答えたらいいのか、瞳にはわからなかった。


　何か気の利きいたことが言えたらいいのに、とは思ったが何も出て来ず、黙だまっていると、父は傍を離れて、『母』のところへ行ってしまった。


（……まあ、いいか）


　瞳は、これが永遠の別れになるかもしれない、とは微み塵じんも思えなかった。何時間か、または何日か、それはわからないが、必ずまた会えるのだという、予感ではなく、確信があった。


（だけど、過信は禁物だよな）


　ジャケットを確認しながら、そう自分を戒いましめた。何の不安もないことが、唯ゆい一いつの不安材料になるかもしれない。開き直りと取ってくれればいいが、変に落ち着いていると逆に疑われるかもしれない。


（少しは、緊きん張ちようをしているところを見せた方が自然か）


　心がけよう、と意い識しきに刻んだ。その時、制動がかかって、ヘリが潜水艦の上空に到着したのがわかった。ホバリングを行い、そのまま待たい機きする。


「瞳ひとみ！」


　声に振り向くと、険けわしい顔の伯お父じが傍そばに来た。


「……大丈夫か？」


「うん。平気さ、ちゃんとやるよ。それより、栗くり原はらのこと頼んだよ？」


「ああ、わかってる」


　瞳は頷うなずいた。と──


「室長！」


　操そう縦じゆう席せきの方からそう声がかかり、振り返ると指で下を示すような仕し草ぐさをしていた。


　ドアに寄り、下を覗のぞくと、潜せん水すい艦かんの艦橋のハッチが開いて乗組員らしき人物が、ブレザーの制服の若者を伴って現れた。ＣＩＡのエージェント──ジェームス・フランクリンと《パパ》博士の姿は見えない。乗組員はすぐに、腰に下げていたライトを点滅させ、合図を送ってきた。


「じゃあ、行くよ」


　瞳は伯父を、そして父をちらりと見て、一いつ緒しよに乗り込んでいた隊員の手を借りて、ヘリの外へと出た。甲かん板ばんで感じていた時よりも風が強い。それでも恐怖はなかった。ゆっくりと、艦橋が近付いて来る。


　こちらを見上げる勝まさるの顔には、強い緊きん張ちようが感じられた。怒っているようでもある。エージェントと博士に、ことのあらましを聞かされたのかもしれない。


（だったら、当然だよな）


　そう思う。『俺おれたちを盾たてにしてたのかよ』と、怒って当然だ。当然だが……残念だった。こんな風に思うなんて自分でも驚おどろきだったが、友達を失ったと感じるのは辛つらいことだというのを、久しぶりに思いだした。


　瞳は、乗組員の手を借りることなく艦橋に降り立つと、手早くライフジャケットを外し、それを自みずからの手で、勝に装着した。この乗組員には任せられない。切り替え不要のスキルとして、元々の領域には、圧あつ縮しゆくをかけたロシィたちほどではないが、ある程度の特殊部隊員のスキルはインプリンティングされており、手馴てなれたものだった。


　止め具を締しめ終わると、瞳はロープを引いて合図をした。すぐに巻き上げが始まる。


「……高たか幡はた」


　苦痛に耐えるような表情で、勝はようやく口を開いた。


「……頼む、アリシア先生を助けてくれ」


　ぐん、と体が浮き上がり、勝はヘリに向かって引き上げられて行った。それを見上げながら、


（ああ、それが言いたかったのか……）


　と瞳は彼の表情の意味を悟さとった。


　一介の高校生に頼んだところで何ができるわけでもない、とわかってはいただろう。それでも、ここを離はなれなければならない勝まさるは、頼むしかなかったのだ。


（わかってるよ）


　友人の姿を見上げながら、瞳ひとみは改めて勝が本気なんだということを知った。本気で、アリシアのことを好きなのだ。恨うらみを言うわけでもなく、ただ、彼女のことを案じるとは。


「こっちへ下がれ」


　こつ、と後頭部に硬いものが突き付けられたのがわかった。銃口だ。瞳は言う通りにした。乗組員が、再びヘリに合図を送る。そうしてから彼は、瞳のボディーチェックをした。


（へえ……便利なもんだな）


　逆らわずに受けながら、瞳はそう思った。合図のことではない。言葉のことだ。乗組員が喋しやべったのは英語だ。これまでであれば『《Ｗｏｒｌｄ》は《世界》で……』と、頭の中でいちいち日本語へ変換しなければならなかったが、それを必要とせずに理解することができた。


「これは何だ？」


　乗組員の手がナイフを探り当てた。


「お守りがわりのナイフ」と口を突いて出た言葉も英語だった。「そのくらいはいいだろ？」


「…………」


　男は無線機むせんきを取りだして中と短いやりとりをすると、


「駄目だ」


　と一言言って、ホルダーごと外して取り上げた。瞳は少し肩をすくめただけで、逆らわなかった。お守り程度のものだから、些さ細さいなことだ。多少、心が疼うずいたが、すぐに静まった。


　再び銃口を突き付けながら、乗組員が空を見上げる。


　瞳も同様にすると、再びロープが下ろされるところだった。その先には──『母』。大きなトランクをひとつ抱えるようにしている。


　この取り引き──作戦は、日本、アメリカ両政府が承認済みだった。《ＭＭＰＳ》の技術流出は避さけたいところだが、だからといって攻こう撃げきすることはできない。相手は、旧型とはいえ原子力潜せん水すい艦かんである。撃沈することは難むずかしくはないが、その場合、深刻な海洋汚お染せんに繫つながる上、米海軍の作戦と信じて乗り込んでいる新兵の命はない。軍はそれを看かん過かしても、大統領は許さなかった。日本としても、日本の領海で原子力潜水艦が撃沈されるといった事態は絶対に避けたいところであったから、取引に応じるのに迷いはなかった。ただひとつ、あくまで極ごく秘ひに進める、ということだけは念を押されたが。テロリストと取引はしない、というのが国際常じよう識しきだからだ。もちろんそれは建たて前まえであり、実際はいろいろとあるらしい。


　司令塔の上で風にあおられてふらつく『母』を、瞳が捕まえた。そのまま引き下ろし、ライフジャケットを脱がせてやる。ロープはすぐに引き上げられ、ヘリは離はなれた。潜水艦の後部ハッチから、薬で眠らせてある昏こん睡すい状態の《ウィッグ》を運び込むためだ。彼女はいま、自分を《メグ・ギルバート》だと信じているため、そうするしかなかった。いまだ開いたままのドアからは、伯お父じと父、それに勝まさるの姿が見えた。


「それは何だ」


　乗組員が、トランクを指して言った。


「要求のあった資料です」


　落ち着き払った声で、『母』は言った。


「開けろ」


「ここで？　風に飛ばされてしまいますよ。あなたが拾って来てくれるの？」


　乗組員は海を見、再び無む線せんを手にして、中と交信を始めた。波と風の音で、内容までは聞き取れない。男は、銃口はこちらに向けたまま、何度も頷うなずいた。瞳たちは、それが済むのをじっと待った。


　やがて男は無線をジャケットに戻すと、何かの機械を使って、トランクを調べた。


（爆発物ばくはつぶつの検査か）


　そうだとわかった。それが済むと、


「入れ──男が先だ」


　と銃を振った。


　言われた通りに、瞳ひとみは梯はし子ごを降りた。潜せん水すい艦かんに乗ったのは初めてだったが、どれもこれも見覚えがあった。スイッチやバルブの意味するところも。もちろん、そんなことはおくびにも出さず、少し不安げな様よう子すを装よそおった。


　そうして出たところは、オペレーション・コントロール・ルーム──発令所だった。


　出迎えたのは、銃を構えた乗組員たちだった。


　さすがに、これには本当に緊きん張ちようした。いくら何でも、十数個の銃口から逃れるのは至し難なんの業わざだ。別に命じられたわけでもなかったが、手を上げ、そうしておいて、素す早ばやく辺あたりを見回したが、ロシィたちの姿はなかった。他ほかの《ＭＭＰＳ》も。


　ごん、と音がして、すぐ後ろにトランクが落ちて来て、緊張が走った。乗組員の一人が、危うく引き金を引くところであったのを、瞳は見逃さなかった。


　おそらくは艦長だろう、胸を多くのリボン（略式の勲くん章しよう）で飾った人物が、素早く辺りに睨にらみを利きかせなかったら、事実そうなっていたかもしれない。


　一いつ触しよく即そく発はつの事じ態たいを招きかけたトランクを、ローヒールを履はいた足で蹴けるようにして『母』が降りてきて、無言でそれを起こし、瞳の横に並んだ。


　彼女は、多数の銃口にも怯ひるまずに彼らを見返した。


（この人たちって、俺おれたちのこと、どういう風に聞かされているんだろう？）


　乗組員の顔を見ながら、瞳はそのことを思った。どの顔にも、戸と惑まどいがある。と──


「おお、《ママ》！──ええい、どけ！　どいてくれ！」


　そう声がして、乗組員たちを押しのけながら、汚れた白衣を着た太った男が前に進みでてくるのを、瞳ひとみは見た。すぐ後ろに、こちらはビジネスマンのような男が続く。《パパ》ことルドルフ・ビアン博士と、ＣＩＡエージェントのジェームス・フランクリンに間違いない。


　艦かん長ちようの顔に微かすかに不快な色が浮かぶのを、瞳は見逃さなかった。


　博士は、《ママ》の数歩手前で立ち止まると、背中を丸めて、忙せわしなく手を揉もんだ。照れているかのように赤い頰ほおには、チョコレートか何かが付いている。


「やはり来てくれたのだね？　あ、いや、疑ったわけじゃない、そうだとわかっていたよ。本当は、あんな人ひと質じちなんか取らなくてもよかったんだが、フランクリンがどうしても、と言うから仕方なくやったのだ。信じてくれるかい？」


　縋すがるような声こわ音ねだった。


　静かに考えたあとで、『母』は小さく頷うなずいた。それを見て、博士がいかに喜んだかは、表情を見ていればわかった。


「そ、そうか！　そうだと思っていたよ！　きっとわかってくれると。さ、さあ、お祝いをしよう。再会のお祝いを！　素す晴ばらしいとは言えないが、部屋もある。二人の部屋だ。しばらくはそこが私たちの城だよ？──艦長！　すぐにとびっきりの料理を！」


　すっかり舞まい上がった様よう子すで、博士は『母』の手を取った。彼女は、ちらりと瞳を見たが、逆らわず、引かれるに任まかせた。


「ああ、これは私が持つよ。当然だろう？」


　媚こびるように言って、博士はトランクを摑つかんだ。もちろん『母』の手は離はなしていない。まったく周まわりが見えていない様子で、あれこれと話しかけながら二人は、潜せん水すい艦かんの後部へと見えなくなってしまった。艦長が顎あごをしゃくって、慌あわてて二人の乗組員が銃を手にあとを追う。


「さて……君はどうするね？」


　その言葉に、瞳はフランクリンを振り向いた。完全な勝利を確信した顔だ。


「君はオマケだ。私も別に用はないんだが、博士から厚遇するようにと言われているのでね。何かしたいことはあるかね？」


「あるよ」


「ほう？　何だい？」


　そんなこと決まっていた、他ほかになんかない。


「──ロシィに逢あいたい」





　エドワード・ブラウン大佐は、博士と女性、フランクリンと少年が消えると、誰だれに構うことなく、深くため息をついた。


（何なんだ、いったい……）


　今度の作戦は、本当にわけがわからなかった。


　またしても少女が二人増えたと思ったら、いま来た二人は、どう見てもアジア人だ。後部からはもう一人、昏こん睡すい状態の少女が一人、運び込まれているし、しかもそれを運んで来たのは、自じ衛えい隊たいの最新しん鋭えい艦かんだ。


　あの二人はよほど重要な人物なのだろうか？　しかし、フランクリンからは、輸ゆ送そう任務だとしか教えられてはいなかった。それ以上は訊きくな、命令だ、と言われてしまえば仕方がない。フランクリンは上官というわけではないが、それと同じ権限を与える旨むねの命令書を持っていたのだから。


（これだから、諜ちよう報ほうの人間は好すかん）


　秘密主義で、しかも汚い仕事が多い。


　国家間の水面下の戦争が、綺き麗れい事ごとで済まないことはわかっている。


　だが任務に誇りが持てなくて、どうして士気が上がろうか。長く軍務に就いていれば、そうしたこともあるとわかってはいるが、せめて新兵には、訓練中には潜せん水すい艦かん乗りとしての誇りを感じられる訓練をやらせたかった。


　それに、あの何かの博士だとか言う男の勝手には、目に余るものがある。


　将校を一人追いだして占拠するわ、食堂にわけのわからない機械を持ち込んで、立ち入りを制限するわ、とやりたい放題だった。キッチンは、将校用に食堂側とは別の出入り口があるので、いまはそこを使って食事を配給しているが、キッチンからも食堂の様よう子すは見えないよう目張りがされているという。


（ったく、自じ衛えい隊たいの潜水艦隊と戦せん闘とうになったりしないだろうな……）


　艦長は、がりがりと頭を搔かいた。


　どうも先ほど到着した女と少年は、望んでここへ来た様子には見えなかった。博士の方は、熱烈大歓迎、といった雰囲気だったが。博士は潜せん望ぼう鏡きようで艦の姿を確認するなり、コックに『フランス料理のフルコースを用意しろ』などと無む茶ちやなことを言っていた。


（何にしても、これ以上の面めん倒どうは御免だ）


　艦長は、獣けもののように低く唸うなると、部下を振り返って鼓こ舞ぶするように腕を振り上げた。


「何を見てる！　ぼやぼやするな、潜行準備！」





「あんたさ……さっき俺おれのこと、オマケって言ったけど」


　コートのポケットに手を突っ込んで、狭せまい廊下を歩きながら、瞳ひとみは、前を行く男の背中にそう話しかけた。


「そうでもないんじゃないかな？」


「ほう？」


　振り返らずに、フランクリンはそう返事をした。声こわ音ねに、明らかに馬ば鹿かにしている気持ちが惨にじんでいる。


「それはまたどうしてかね？」


「データだよ。《ＭＭＰＳ》に関かんするデータへのアクセスには、《鍵かぎ》が必要なんだろ？　それが、俺おれ」


「ああ、開いているよ。《ママ》博士が息子の特定の脳波だかをアクセスキーにしたとね。だがその博士自身がここにいるのに、それがいまさら何の関係があるというのかね？」


「何言ってるんだよ、おっさん」


　瞳ひとみは、フランクリンの広い背中を見ながら、軽く侮ぶ蔑べつを込めて言った。


「母さんがいようといまいと、《鍵》は必要だろ？　自転車のダイヤルロックや、パスワードじゃないんだ。組そ織しきにいた時に使っていた《鍵》は、父さんが救出した時に破は棄きしちまったらしいから、俺が、唯ゆい一いつの生きた《鍵》ってわけさ」


「だとしても、いざとなればデータバンクそのものを回収すれば、データを吸い取る手段はいくらでもある」


　瞳は、喉のどの奥で笑ってやった。


「アナログだな、おっさん。データバンクそのものを回収するだって？　無理だよそんなの。あんた、あれがどこにあるのか知ってんの？」


　返事がない。どうやら、《パパ》博士から聞いていないようだ。


「何だ、知らないのか」


「……君は知っているのかね？」


「まあね」


　フランクリンは足を止めて振り返った。冷静だった青い瞳に、苛いら立だちと怒りが燃えている。


　全まつたく怯ひるむことなく、瞳はその視し線せんを受け止めた。


「どこかね？」


「早く、ロシィに会わせてくれよ。そうしたら口も軽くなるかもな」


「……いい気になるなよ、餓が鬼きが。お前の口を割らせる方法など、いくらでもあるんだぞ？」


「そっちこそ勘違いしてんじゃねえぞ、おっさん。俺が何の覚悟もなく、ここへ来たと思ってるのか？」


　静かに睨にらみ合い、やがて、フランクリンは気味の悪いほどの笑え顔がおを浮かべると、再び背を向けて歩きだした。瞳は、その背中に無言で付いて行った。


　靴くつ音おとだけが響ひびく。


　やがて辿たどり着いたのは隔かく壁へき扉の前だった。フランクリンはポケットから鍵を取りだし、鎖くさりの付いた錠じよう前まえを開錠すると、鎖とロックを外した。ハンドルを回し、分ぶ厚あつい扉を引き開ける。


「入りたまえ」


　そう促うながされ、瞳は扉をくぐった。


（！）


　足の踏み場もない、というのはこのことだ。無数の蛇へびを放してあるかのように、パイプやコードが床のいたるところを這はっている。菓子の包み紙のようなもの、書類、汚れた食器なども散乱していて腐ふ臭しゆうを放っていた。


　だが、瞳ひとみの目を引いたのは、そんな雑然とした床の様よう子すではなく、壁かべに並んだ椅い子すと、そこに座っている少女たちの姿だった。


（ロシィ……アリシア……）


　バイザー付きヘルメットを被かぶらされてはいるが、口元や顎あごの形で一目でそうだとわかった。


　二人はそれぞれ、並んだ椅子の両りよう端たんに座らされていた。


　ひとつだけ空いている椅子があるのは、《ウィッグ》のためのものだ。そう、椅子に張られたプレートに彫られている。


「安心したまえ。死んでいるわけではない」


　隔かく壁へき扉を閉めながら、フランクリンがそう言うのを、瞳は背中で聞いた。


「眠っているだけだ──待たい機き状態にある、と言った方がいいかな？」


「どういうことさ？」


「言葉通りだよ」


　フランクリンは瞳の脇わきを抜けて、パソコンと、モニターが何台も並んだテーブルの傍そばに立った。周囲は一ひと際きわ、ゴミの散乱がひどい。


「私が一言命令すれば、彼女たちはすぐに目覚めて極きわめて優ゆう秀しゆうな兵士として活動を開始する。こんなものがなくてもね」
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　彼は、テーブルに無造作に置かれた、パールホワイトのフレームの眼鏡めがねを指で弾はじいた。


　瞳ひとみは扉の傍そばからあまり離はなれずに、ポケットに手を突っ込んだまま、軽くスタンスを取った。


「どうやったんだよ？　意い識しきを封じ込めるには、どうせ薬を使ったんだろうけど《ＭＭＰＳ》のスキルを引きだすには、それぞれ別個の《鍵かぎ》が必要だろ？」


「その通り。だが、単純なことだ。《ＭＭＰＳ》はスキルの切り替えに視覚を利用している。要は、彼女たちの脳が、それぞれの《鍵》を使用していると思えばいいだけのことだろう」


「あのバイザーに、鏡かがみに映った自分の姿と同じものを映しだしている、ってことか──母さんの言ってた通りだな」


「ほう？　やはり見抜いていたかね」


「当たり前だろ。この子たちが、誰だれの《娘》だと思ってるんだよ」


　瞳の言葉に、フランクリンはどこか皮肉めいた笑えみを浮かべた。


　母は、可能性としてヘルメットの役割について言及したのだが、その通りだった。こんなものを被かぶっていてはあからさまに怪しいが、戦せん闘とうスキルに特化してロシィたちを運用するのであれば、何の問題もないし、よほど効率的だった。


「だけど、ロシィは厄やつ介かいだったろ？　ちょっと違うからな」


「いやいや、とんでもない」


　瞳の無知を笑うように、フランクリンは首を振った。


「《スペクタクルズ》だけは、自分の姿を見て認にん識しきを切り替えるタイプじゃなかったが、ありがたいことに、こちらの望むスキルの眼鏡は手に入れることができたのでね。同じようにレンズのピントを換かえるだけで済んだので、他ほかの《ＭＭＰＳ》よりも楽なぐらいだったよ」


（だけど、他のスキルは引きだせないでいる、ってことだ。残りの眼鏡は、俺おれと一いつ緒しよに瓦が礫れきの下だったんだから）


「……それで？」


　テーブルの上の包み紙を払い落として、フランクリンはそこに腰をかけた。左の薬指にはめた指ゆび輪わを弄いじりながら、にこやかな笑えみを浮かべる。


「データバンクはどこにあるのかな？」


「知ったところで、どうすることもできないと思うけどな」


　注意深く辺あたりを見回しながら、瞳は答えた。武器の類たぐいは見当たらない。あるのは、フランクリンが下げているホルスターの中の拳けん銃じゆうだけのようだ。もっとも、ナイフも取り上げられてしまって、丸腰なのはこっちも同様だったが。


「どういう意味かね？」


「言った通りだよ」


　ニヤリとすると、フランクリンは表情一つ変えずに懐ふところから拳銃を取りだし、銃口をロシィに向けた。脅おどしなどではなかった。引き金にかかった指に力がこもり──


「やめろ！」


　瞳ひとみの叫びはしかし、銃声に混じって濁にごった。ロシィは見えない拳こぶしでボディブローを喰くらったかのように体を折り、跳はね返ってヘルメットの頭をしたたか背もたれにぶつけた。かはっ、と胃液を吐きだしたが、目を覚ますことはなかった。


　転がった空から薬やつ莢きようは、パイプの間に消えた。


「大丈夫だよ。あのスーツは完全防ぼう弾だん。４５弾ぐらいじゃ痣あざが残るくらいだ。痛くない、とは言わないがね。君には、こっちの方が効果的なんだろう？　もっと彼女の苦しむ姿が見たいのなら、協力するが？」


　再び、引き金にかかった指に力がこもる。


「わかった！……教えるよ。だから、銃を下ろしてくれ」


「それが賢けん明めいだ」


「……《ＭＭＰＳ》のデータバンクは、空の上さ」


「つまり？」


「つまり、人工衛えい星せいに搭とう載さいされているってことだよ。だから、どうすることもできない、って言ったんだ。詳しい軌き道どうなんかは、俺おれも母さんも知らない。《パパ》博士も知らないんじゃないかな？　そんなことを言ってたよ」


「本当か？」


　銃口を、ロシィに突き付けるようにする。


「ああ。地上においておくよりは安全な場所だろ？　地じ震しんも台風もない。心配なのはデブリくらいだけど、確かく率りつ的には飛行機事故に遭あうより低いって、母さんは言ってたよ。だから言ったんだ。俺はオマケじゃないって」


「……くそっ！」


　フランクリンは革かわ靴ぐつで床を蹴けり付け、激情を顕あらわにしたが、それは一いつ瞬しゆんだった。すぐに呼吸を整えて冷静な顔に戻ると、銃をホルスターに収めた。


「だったら、君にはせいぜい協力してもらうことにしよう」


「なあ、あんたの目的は何なんだ？」


　フランクリンは、アメリカ人のモデルケースのように、肩を竦すくめた。


「君はどうも賢かしこいようだから、わかっているんだろう？」


「買かい被かぶりだよ」


　真ま似ねをして、肩を竦める。


　フランクリンは、鼻で笑って見せた。


「もちろん、世界の平和のためだ。《ＭＭＰＳ》技術は、こんな極東の島国が持っていいものじゃない。世界の治安を守る我が国の管理下におくことがふさわしい」


「ふうん……だったら、どうして栗くり原はらを拉ら致ちって、脅きよう迫はくするようなことをしたんだよ？　きちんとその理由を言って、協力を頼めばよかったじゃないか」


「したさ。政府レベルではないがね。だが、拒否された。日本は、仮にも同盟国だ。力ずくで、というわけにも行かない」


「結局、力ずくだったじゃないか」


「だから、最小限に留とどめただろ？　我わが国の仕し業わざだとわからなければ、それでいいんだよ」


　瞳ひとみは、ふん、と鼻を鳴らした。


　フランクリンは、もはや何の心配もない、と言ったくつろいだ様よう子すで、腕時計を見た。


「……さて、そろそろ向こうも食事が終わる頃ころだろう。いい時間だ」


「ああ、同感だね」


　彼の言葉に呟つぶやき、瞳は薄うすい笑えみを唇くちびるに浮かべ、静かにポケットから手を抜いた。





　将校室の一室を、自分用に占拠したらしい部屋で、《ママ》博士と《パパ》博士は、テーブルを挟はさんで、向かい合って座っていた。そのテーブルの上には、潜せん水すい艦かんの中にしては豪ごう華かな、テリーヌにエスカルゴ、冷製スープ、骨付きラムのローストなどの料理が並び、ボルドーワインまでもがあった。


「ああ、嬉うれしい……夢のようだ……」


　先刻からずっと、《パパ》博士は喋しやべり通しだった。いかに《ママ》博士を愛しているか、いかに《家族》を大事に思っているか。もう苦労はかけない、安心だ、あの男が南国の島のひとつを私たちのために用意してくれるそうだ、そこで娘たちとともにのんびりと暮らせばいい、などなどを一方的に話し、時折、機き嫌げんを窺うかがうようにちらちらとこちらを見、応こたえて軽く微ほほ笑えんでやると、再び喋りだすのだった。


　その間にも、料理は男の口に消えて行ったが、口を開けたまま咀そ嚼しやくするので、くちゃくちゃと汚らしい音を発し通しで、二度と同じ食卓には着きたくないタイプだった。その上、汗かきで何とも言えない饐すえた臭においが、せっかくの料理を台無しにしていた。


　だが、抜け目がないことに、男はテーブルの上に拳けん銃じゆうを一丁、置いていた。夢のようだ、と言いながら、相手のことを信じてはいないのだ。


《ママ》博士は、ちらりと腕時計を見た。


　ここへ来て、すでに一時間が経過している。『ヘルコック』はすぐに潜せん行こうして、再び深海の住人となっている。多た分ぶん、追跡は不可能だろう。遠巻きに警けい戒かいに当たっていた潜水艦隊も、無理な追跡はしないことになっていた。


（……そろそろいいかしら？）


　いい加減、この男と同席を続けるのは限界だった。これからしなければならないことを思うと、憂ゆう鬱うつになるが、それはまあ、仕方のないことだ。心を決め、静かに《ママ》博士はナイフとフォークを置いた。


「ど、どうしたのかね、《ママ》……あっ！　もしかして、料理が気に入らなかったのかい!?」


《パパ》博士は、腹を立てたサルのように唇くちびるをめくり上げた。


「くそったれのコックめ！　せっかくの晩ばん餐さんを！」


「あなた」


　給仕を呼ぶためのベルを引っ摑つかんだ手が、その一ひと言ことに、止まった。


「《ママ》……い、いま、何と……」


「あなた、と」


「お、おお……」


　博士は、よろめきながら立ち上がった。その頰ほおは、歓よろこびに赤らんでいる。発情した犬のように、だらりと舌を出し、椅い子すを離はなれて近付いて来る。それを迎えるように、《ママ》博士も立ち上がり、そっと腕を広げた。


　一歩、また一歩と近付いて来る。肉のたるんだ腕が震ふるえながら伸ばされ、《パパ》博士は、《ママ》博士を抱きしめようと、それを後頭部に回そうとした。


　その瞬しゆん間かんに何が起こったか、《パパ》は理解できなかったはずだ。


　料理が飛び散り、食器が床に落ちて派は手でな音を立てた。ベルが転がり、狭せま苦くるしい室内にやかましく響ひびき渡る。《パパ》博士は、残っていた冷製スープに顔を突っ込んで溺おぼれかけた。


「ったく、何事っすか？」


　いかにも、面めん倒どうくさそうな声で現れたのは、おそらくこの艦かんの調理担当の新兵だった。


　彼はドアを開け、そこで展開している光景を目まの当あたりにすると、慌あわてて踵きびすを返して走りだした。その背中に向かって、


「艦長を呼んで来なさい！」


　と《ママ》博士は怒ど鳴なった。その手には、《パパ》博士の銃が握られていて、銃口は博士のこめかみに、ぴたりと押し当てられていた。腕を背中に捻ひねり上げて、膝ひざで体を固定されていては、そうそう逃げだせるものではない。ようやく我に返ったのか、《パパ》博士は皿に浸つかっていない方の目で見上げると、スープを吹きながら怒ど鳴なった。


「貴き様さま、誰だれだっ!?　《ママ》じゃないなっ!?」


　その言葉に、《ママ》の顔で、彼女は微ほほ笑えんだ


「そうよ」


　ごり、と銃口を押し付ける。


「わたしの可か愛わいい弟を、よくも可愛がってくれたわね？」


「お、弟だとっ、誰のことだっ！」


　開けっ放しのドアの向こうに人のやって来る気け配はいがして、彼女は振り返った。それと兵士たちが銃をこちらに向けて一斉に構えたのは同時だった。


「銃を下ろせ」


　と言ったのは、艦かん長ちようだった。では、あの新兵は言い付け通りにつれて来たのだ。


「逃げ場はない。ここで死んでも意味などないだろう」


「死ぬ気などありませんわ、エドワード・ブラウン大佐」


　微び動どうだにせずに、言った。


「わたしは自じ衛えい隊たい特殊戦略室所属、栗くり原はら千ち里さと特曹長です。アメリカ海軍司令部からの新しい命令書を持ってまいりました。ジェームス・フランクリンには、ＣＩＡから逮たい捕ほ状じようが出ています。あの男の権限は全すべて剝はく奪だつされました。そのトランクの中にある、黄色い封筒を確かめてください」


　ブラウン艦長は、じっと、《ママ》博士の顔をした千里を見つめた。


「……誰だれか、トランクに爆ばく発はつ物が仕掛けられていないか検査したか？」


「はい」


　と銃を構えている一人が答えた。


「よし、トランクを取って来い」


　艦長に背中を叩たたかれ、最前列にいた男が銃を構えたまま部屋に入って来て、部屋の隅すみに置かれていたトランクを静かに引き寄せた。


「開けろ」


　新兵は少しだけ震ふるえながらロックに手をかけた。その額ひたいには、脂あぶら汗あせが浮いている。検査済みとはいえ、どんなことにも完かん璧ペきはない。


　カチリ、と音がして、トランクは開いた。


　無む論ろん、爆発はしなかった。


「黄色の封筒だな？」


　艦長の言葉に頷うなずき、何か言おうとした博士の声を、銃口で圧殺した。


　新兵の指は、すぐにそれを見つけだした。封はしていない。中に入っていたのは、プラスチックに閉じ込められたカードだ。暗号になっていて、この艦にある解読表と照らし合わせることで、初めてその内容がわかる。


「……待っていろ」


　艦長はそれを手に踵きびすを返した。自室に保管されている解読表と、照らし合わせに行ったのだろう。千里は呼吸を整えながら、彼が戻るのを待った。一秒一秒が、これほど長く感じられたことはなかった。


　やがて、彼が戻って来た時には、本当にホッとした──表情には出しようもなかったが。


「銃を下ろせ」


　前と同じ台詞せりふを艦長は言った。


　博士の口元に、笑えみが浮かぶ。だが──


「何をしている！　彼女に言ったんじゃない。おまえたちに言ったんだ！」


　怒ど鳴なられ、新兵たちは慌あわてて銃を下ろした。


　啞あ然ぜんとした博士にもはっきりと聞こえる声で、艦かん長ちようは続けた。


「海軍司令部より、新しい命令を受けた！　この男を拘こう束そくしろ！」


　新兵たちは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られ、しかしすぐに、嬉き々きとした様よう子すで《パパ》博士を、千ち里さとの代わりに拘束してくれた。


「やめろ！　何をする！──おお、神よ！　なぜこんなことが！」


「やかましい！　黙だまれ！」


　テーブルから床に引き倒されて、それでも博士は喚わめき続けた。


「おい、うるさいから猿さる轡ぐつわをしとけ」


「はっ！」


　艦長の命令で、近くにあったタオルで、博士はあっという間に口を塞ふさがれてしまった。


「むぐーっ！」


　天国から地獄──滂ぼう沱だの涙を流す博士の顔は、まさにそれだった。


　だが、千里は全まつたく同情は感じなかった。それに、思ったよりもずっと、うまくいった。


「あー……すまない」


　艦長の声に、千里は銃を下ろして振り返った。


「確かに命令は受け取ったが、どうもよくわからないのだが……」


「浮上して、通信を。それと、ジェームス・フランクリンを拘束してください」


「ああ、それはわかっている。もう部下を向かわせた。……だが、君と一いつ緒しよに来た子供は大丈夫かね？」


「瞳ひとみクンですか？」


　差しだされた手に博士の銃を乗せながら、千里は、瞳が獲かく得とくしたスキルのひとつ、特殊メイクされた彼の母親の顔で微ほほ笑えんだ。


「何の心配もいりませんわ──いまの彼なら」





「動くな！」


　フランクリンの反応は素す早ばやかった。銃を抜き、ぴたりと銃口をこちらの胸に向ける。


　しかし、瞳は動じなかった。


「大したもんじゃない、眼鏡めがねさ」


「眼鏡？」


「そう。ゆっくり出すよ？」


　言葉の通りに、瞳はゆっくりとポケットから手を抜いて行った。フランクリンには見えているはずだ。ゴムバンドの付いたフレームが、レンズが現れるのを。


「……脅おどかすな」


「そんなつもりなかったけどね。……かけていいかい？」


「好きにすればいい」


「そうするよ」


　瞳ひとみは、眼鏡めがねをかけた。フレームの太い、レンズ部分の大きなものだ。ゴムバンドでしっかりと、落ちないようにする。フランクリンは、馬ば鹿か馬鹿しいとでも言うかのように、舌を打って銃を下げた。その時──


「動くなっ！」


　背中で隔かく壁へき扉が開き、乗組員たちがどっと雪崩なだれれ込んで来て、一斉に銃を構えた。


（！　早いよ、千ち里さとさんっ！）


　フランクリンの反応も、また、早かった。素す早ばやくテーブルの陰かげに隠かくれると、問答無用で発砲した。ろくに狙ねらいを付けていないのでは、当たるわけもない。だが、その一発でほとんどパニックになった新兵たちは、一斉に撃うち返した。


「馬鹿、やめろっ！　流れ弾だまが当たったらどうすんだよ！」


　体はいい、頭もだ。だが、口元は剝むきだしで何の防御もないのだ。瞳は、新兵たちの銃を回し蹴けりで落とした。


「何をするかっ！」


「ったく」


　殴なぐりかかって来た兵の腕を取って、軽々と床に投げ飛ばした時、


「スターティング！」


　という、フランクリンの声が響ひびき、並んだ椅い子すに腰掛けた五人の少女のヘルメットに接続されていたコード類が空気圧か何かで外れ、一斉に立ち上がった。


「どうやら、バレたみたいだな！　どうしてなのかはわからんが……だが、何も問題はない！　この艦かんを制圧するだけのこと！──行け！」


　新兵たちは、ヘルメットで顔を隠した少女たちが自分たちの方を揃そろって向くのを見て、敵だということを感じ取ったのか、再び銃を構えようとした。


「だから、やめろって」


　瞳は、今度は蹴ることをせずに、自分の背中を少女たちの盾たてにするように立った。


「退け！」


「あんたたちじゃ無理だよ。彼女たちは、一いつ騎き当とう千せん。武器を奪われるだけさ──こんな風に」


　瞳は手を上げて見せ、新兵の一人が、あっと声を上げた。彼の手の中には、いつのまに抜き取ったものか、大ぶりのナイフが納まっていた。


「……《Ｇ・Ｄ》」


　呟つぶやいて、瞳は走った。レンズの厚みが変わり、視界が歪ゆがむ。その瞬しゆん間かん、スキルが切り替わったのが肌で感じられた。ナイフが、自分の掌てのひらのようにしっくりと馴な染じむ。《Ｇ・Ｄ》は《Ｇｒｅｅｎ・Ｄｅｖｉｌ》──世界でもトップ三に入るという父の、ナイフ格闘かくとう術のスキルだ。元もある程度備わっていたものを、別に区分けしてインプリンティングしなおした。


　少女たちが迫る。


　だが、その動きは訓練された兵士のそれではあったが、それぞれに備わった特徴的なスキルではなく、画一かくいつ的なものだった。しかも、彼女たちに武器はない。


（まずはっ！）


　瞳ひとみは一番にアリシアを目め掛がけて接近した。軍隊式のボクシングのジャブ、それからストレートが来る。他ほかの少女たちに対して、アリシアが盾たてになるような位置に移動しつつ、瞳は懐ふところに飛び込んで、その喉のど元もとへナイフを一いつ閃せんさせた。


　その一いち撃げきに、他の少女たちが一斉に飛び退のく。


　同様に距きよ離りを取ろうとしたアリシアの手を、瞳は摑つかんだ。


　がくん、と首が仰のけ反ぞり、ストラップを切断されたヘルメットが、自重で頭からずれる。


　少女の体を引き寄せながら、瞳は掌しよう底ていでヘルメットを完全に落とした。


（よし！）


　そのまま抱きしめ、キスができそうなくらいに顔を近付け、そして──叫さけんだ。


「エル・リブナー！」


　アリシアの体がびくんと震ふるえ、一いつ瞬しゆんの硬直の後、糸の切れたマリオネットのように、その場に崩くずれ落ちた。倒れて頭を打ち付ける前に支えてやり、瞳はゆっくりと、アリシア──本名、エル・リブナーの体を横たえた。


　他の少女たちはその様よう子すを、襲おそい掛かってくるでもなく、どこか脅おびえた様子で見つめていた。


「そうだ」


　瞳は立ち上がり、《ＭＭＰＳ》をゆっくりと見回した。


「俺おれは知っているぞ……おまえたちの本当の名前を」


　威い圧あつされたように少女たちが下がる。全員の名前は、データバンクに登とう録ろくされていた。


　瞳の虹こう彩さいと自分の本名が、強制リセットの手段であることを、本能的に彼女たちは知っているのだ。そしてそれが、新たな命令の刷すり込みの前段階であることを。だから、体が嫌いやがる。ひどいことをされる、その前兆であるから。


「どうした！　何をしている！　《Ｂ・Ｐ》、《ＴＩＰＥ‐Ｊ》だ！　他の者は銃を奪え！」


　背の高い少女──《Ｂ・Ｐ》の動きが、人のそれではなくなる。低く床に伏せ、獣けものじみた咆ほう哮こうを上げて跳ちよう躍やくする！


「《Ｊ》！」


　瞳はそう叫ぶと、ナイフの柄つかを口に唾くわえて、《Ｂ・Ｐ》と全まつたく同じ動きで跳躍した。そのまま空中で組み付いて床に落下する。その動きはどこかじみており、瞳は綺き麗れいに着地をしたが、《Ｂ・Ｐ》はしたたか背中を打った。うめき、喉のどを見せたその瞬しゆん間かんに、口に咥くわえたナイフでストラップを切り裂き、ヘルメットを脱がせた。


「ナンシー・キング！」


　感電した獣けもののように、《Ｂ・Ｐ》──ナンシー・キングも硬直し、動かなくなった。


「うわあ！」


　悲鳴が上がり、瞳ひとみは彼女をそのままに、《Ｂ・Ｐ》の専売であったジャガーの動きそのままに襲おそいかかられていた新兵と《ＭＭＰＳ》の間に割って入り、ガアッと吠ほえた。少女たちは一斉に飛び退すさり、新兵たちも怯おびえたように後ろに下がった。


「貴様、《ＭＭＰＳ》に調整されたのか！」


　テーブルの向こうから、フランクリンの声がそう聞こえた。


「そういうことさ」


　瞳は、犬けん歯しを剝むきだしにして答えた。ふつふつと昂こう揚よう感かんが湧わき上がるのを押さえるのは、なかなか骨だった。


「あんたさ、《ＭＭＰ》理論が、元々誰だれのために考えだされたものか、考えたことなかったのかい？　こいつは、母さんが俺おれのために編あみだしたんだ。だったら、俺に一番しっくり来て、当たり前だろう？　同じスキルでも、同じじゃないんだよ。しかも、俺はこの子たちを無効化する方法を知っている。あんたは、わざわざ天敵を自分の懐ふところへ招き入れたんだ」


　笑いが込み上げそうになる。眼鏡めがねを替えると、ころころと様よう子すの変わるロシィの気持ちが、いまは良くわかる。


「くそっ！──《スペクタクルズ》、この仕切りを破は壊かいしろ！　残り二人は、あの餓が鬼きを押さえ込め！　《マスカレード》、《ＴＹＰＥ‐ＫＲ》！　《メイク》、《ＴＹＰＥ‐ＪＵ》！」


　フランクリンの声に、少女二人は瞳を挟はさみ込むような形で立ち、それぞれ格かく闘とう技ぎらしき構えを取った。それを確認しながら、瞳はナイフを手に戻し、後ろの新兵たちに、


「撃うつなよ」


　と一応、告げておいて、二人の出方を見た。その向こうではバリバリと、ロシィが背中を晒さらすことを恐れることなく、仕切りの板を壊こわしている。


　少しずつ、距きよ離りが縮ちぢまって来る。


　ひゅっと空気の抜けるような音とともに、鋭するどい蹴けりが来た！　《マスカレード》の踵かかとは、屈かがんだ瞳のうなじの毛を掠かする。


　その襟えり首くびを目め掛がけて、《メイク》の腕が伸びて来た。摑つかまれる寸前に、瞳は体を上半身を回してそれを逃れ、同時に襲おそい来た水面蹴りもかわして飛び退のいた。


（なるほどね）


　二人のスキルがわかった。その間にも、仕切りの破壊は進んで、キッチンが剝むきだしになった。その向こうには、別の扉がある。


「どこに行こうっていうんだ？」


　二人から目を離はなさずに、瞳ひとみは言った。


「あんた、ここは海ん中だってこと、忘れてないか？」


「もちろん、わかっているさ」


　フランクリンの口調には、奇妙な自信が伺うかがえた。その瞬しゆん間かん、今度は正せい拳けん突きが来た。


「《空から手て》」


　呟つぶやいた瞬間にレンズの厚みが変わる。同時にスキルも。瞳は《マスカレード》の拳こぶしを避よけつつ、バイザーに同じスキルの一いち撃げきを叩たたき込んだ。バイザーが砕け、首が大きく仰のけ反ぞる。彼女が倒れるのに構わず、《メイク》を振り返る。細い腕が、組み付こうと伸びて来る。


「《柔道》」


　再び呟き、《メイク》の腕とそして襟えり首くびを捕まえると、腰で払ってそのまま倒れ込んだ。体の下で、肺から空気が搾しぼりだされる音が聞こえ、間かん髪ぱつを入いれずに瞳はヘルメットのストラップを切ると、これを外して少女の目を覗のぞき込んだ。


「メリッサ・タナカ！」


　筋肉硬直するのを確認して、瞳は素す早ばやく振り返ると、起き上がろうとしていた《マスカレード》に組み付いて腕を喉のどに当てて押さえ付けた。その時──


　パン、と乾いた音がして、瞳は背中に衝しよう撃げきを感じた。


　ますます腕に力を込めながら、ちらりと見ると、銃を構えたフランクリンが、驚おどろいた顔をしていた。


　無理もないかもしれないが、《ＭＭＰＳ》に自分を調整してまで乗り込んできた人間が、ただの服を着けていると思う方が間違いだ。


　このコートも服も、《ＳＳＳ》の試作品である。衝撃を非常に高い効率で拡散させる、防ぼう護ごスーツなのだ。


　それでも普通は感じる痛みすら、瞳は感じてはいなかった。


　薬によって感じなくしてあるのだ。


　そうでなければ、リミッターを外した筋肉の使用によって筋肉繊せん維いの断絶、及び骨折に脳が耐えられない。


　ある程度は鍛きたえてあるといっても、肉体を強化された《ＭＭＰＳ》を押さえ込むには、そのくらいのことはしないと駄目だった。


　ゆえに、短期の決戦が不可欠だった。


　瞳は喉に腕を押し付けたまま《マスカレード》のヘルメットを毟むしり取ると、


「パトリシア・ユベイユ！」


　その目を覗き込んで吠ほえた。硬直の震ふるえが腕に伝わって来る。《マスカレード》も停止した。


「ま、待てっ！」


　新兵の声に振り向くと、破れた仕切りの間から、フランクリンが逃げだすのが見えた。彼を庇かばうように、ロシィが立ちはだかる。新兵たちの銃口が上がったのを見て、瞳ひとみはその前に体を投げだした。誰だれかの引き金が軽かったのだろう。あっという声とともに、背中に連続して衝しよう撃げきを感じて、瞳は数歩、前に足を踏みだしていた。


　ぴくっと、ロシィの肩が震ふるえた。それは、警けい戒かいのためであったのか──


「来い、《スペクタクルズ》！」


　フランクリンの声に、ロシィはコンマ数秒の逡しゆん巡じゆんの後のちに、男のあとを迫って仕切りの向こうへ消えた。


　瞳はすぐに後を迫おうとして、膝ひざを突いてしまった。


「お、おい、大丈夫か!?」


「何であいつは後部に向かったんだ？　ここから逃げられるわけもないのに」


　伸ばされた手を押し返しながら、瞳は訊きいた。


　新兵の一人が、ハッとしたように仲間たちを振り向いた。


「いや、あるぞ！　逃げられる方法が！」


「何だよ、それって」


「乾式のＳＤＶ──潜せん水すい輸ゆ送そう艇ていが、この艦かんには搭とう載さいされているんだ！　その乗降口が」


「後ろにあるってわけね」


　よいしょ、と瞳は立ち上がった。


　奇妙な痺しびれを感じる──限界が近い。


　傍そばにいた兵の手から、シグ５５２を奪うばうようにして、歩きだした。


「おい！」


「……あんたたちは、その何とかっていうのが発進できないようにしてくれよ。ロシィの相手は、俺おれにしかできないんだからさ」


　言って、瞳は仕切りを越えた。まだ、動く。


「っと、そうだ……《シールズ》」


　この銃を扱うのにピッタリのスキルに切り替え、扉を抜け、後部を目指した。この艦の構造は、頭に入っている。遅まきながら、艦内にようやく警報けいほうが鳴り響ひびき、レッドランプに照明が切り替わった。階段を上がり、将校室の通路に差しかかったところで、


「瞳クン！」


　そう声をかけられた。


　立ち止まらずに進むと、将校室のひとつから母の顔をした千ち里さとと、艦長のブラウン大佐が出てきて後ろに続いた。


「君！　彼女の言う通りに、部下には手を出さないように命じたが、それでいいのか？」


「はい。それより、ＳＤＶは──」


「エアロックと、それを突破されても大丈夫なようにアンカーをロックした。手動でも解除できるが、奴やつはそのコードを知らないはずだ」


「はず、ですか。心細いですね」


　艦かん長ちようはむっとしたが、何も言わなかった。


　原子炉を抜け、タービン発電室を駆け抜けたが、二つの区画には何のトラップも仕掛けられてはいなかった。その時間がなかったのだろう。


　その次の扉を抜けようとした時、銃声がして瞳ひとみは腕に衝しよう撃げきを感じた。腕を上げて頭を守っていて正解だった。でなかったら、今いま頃ごろは脳のう味み噌そを床にぶちまけていたはずだ。


「止まれ！」


　フランクリンはエアロックの真下にいて、銃を構えていた。千ち里さとと、艦長もそれぞれ自分の銃を構え、狙ねらいを彼に定めた。だが、その間には、ロシィがいる。


「……艦長、ロックを解除してもらおうか」


「あきらめろ、もう逃げられんぞ」


「そうかな？」


　フランクリンはニヤリとすると、スーツのポケットから万年筆を取りだした。


「これが何だかわかるかね？　万年筆だなんて言うなよ？　そう見えるがね、違う。原子炉に爆ばく弾だんを仕掛けてある。使わないですめば、それが良かったのだが……こうなれば、仕方がない。ロックを外し、わたしを逃がせばよし。でなければ、もろとも海の藻も屑ずくだ。どのみち、補つかまればわたしには死んだ方がマシに思える地獄が待っているのだからな」


「そんなこと──」


「黙だまれ」


　銃口が火を吹き、瞳は腹に鈍にぶい衝撃を感じた。痛みはない。千里が注意をそらしてくれれば、獣けだもの系けいのスキルを使って接近し、あの万年筆を取り上げることはできそうだった。どのみち、あの男を逃がしたところで、スイッチを押さない保障はない。それに、ロシィを連れて行かせることはできなかった。


「千里さ──」


　小声で話しかけた瞬しゆん間かん、瞳は、凄すさまじい痛みに襲おそわれて声を飲み込み、その場に倒れた。


「瞳クン!?」


「どうしたんだ!?」


　千里が膝ひざを突き、抱き起こそうとしてくれているのがわかる。何とか自分で起き上がろうとしたが、体は石のように硬くなって動かなかった。


（もう、限界が──）


「おやおや、どうしたのかね？」


　何とか視し線せんだけを動かすと、ロシィの肩越しに、頰ほおを引き攣つらせているフランクリンの顔が見えた。銃口は、真まっ直すぐにこっちを向いている。


「偉そうなこと竪言っていたわりには、何を跨うずくまっているのかね？　ええ？」


　パン、と乾いた音がして、瞳ひとみは体を震ふるわせた。


「ぎゃあっ！」


　自分の声とは思えないような悲鳴が出た。コートと服のおかげで、弾たまは弾はじかれている。だが、その痛みは恐ろしいものだった。脂あぶら汗あせがどっと噴ふん出しゆつして、全身が痙けい攣れんした。


「瞳クン！」


「おやおや、全まつたく」


　再び、パンと銃声がして、脇わき腹ばらから全身に痛みが広がった。それは丁ちよう度ど、静かな水みな面もに波紋が広がる様よう子すに似ていた。


「が……ぐう……」


「やめなさい！」


　千ち里さとが、銃をフランクリンに向ける。


「だったら、ロックを解除しろ！──早くしねえと今度はその餓が鬼きの頭をぶち抜く！」


　ブラウン大佐を千里は見た。だが、その横顔は固く、要求は聞けない、と書いてあるようなものだったのだろう。作りものの──それにしてはよくできた『母』の顔は、苦悩に歪ゆがんだ。


　本当は、母の役は父にやってもらうつもりだった。体格的にはありえないが、病気で倒れたとか何とか言って、特注のベッドで潜せん入にゆうし、決着をつけるつもりでいたのだ。


　だが、千里が志願してくれた。


　おかげで、博士の注意をそらせることができた。志願の理由はわからなかったが、勝まさるのことだけではないことは確かだった。


　痛みに気を失いそうになりながら、瞳は、ロシィを見た。バイザーの向こうは見えないが、自分のことを見ていると感じられた。


　伝えなければならないことがある。おまえは作りものなんかじゃない、二人は、互いを知らないけれど、でも、本当は一人なのだ、と。だから、消えてしまうことはないのだ、と。


「……帰、るぞ、ロシィ」


　瞳は声を絞りだした。


　意い識しきがぼんやりとしている。


　ああ、何で俺おれはこんなところで横になっているんだろうか──わからない。だが、それでも何とか口は動いた。


「大丈、夫なんだよ……おまえは、おまえな、んだ……消えたりなんかしない……」


　ひどく眠い──だが、まだ駄目だ。眠るのはもう少しあとにしなくては。


「そりゃあ、瑠る璃りちゃ、んにも帰って来て欲しいさ……謝あやまりたい、から……だけど、それでおまえがい、なくなるなんて、そんなの、ふざけるな、だ……そう、思ったよ……だけ、どそうじゃなかった……噓うそだった、んだよ……おまえ、が瑠る璃りちゃんなん、だ……」


　バイザーを透すかして、ロシィのあの菫すみれ色いろの瞳ひとみが見える気がした。


　その瞳が、揺ゆれている。


「だから……帰るぞ……」


　瞳は、手を伸ばした。震ふるえる指が、ロシィの姿に重かさなる。届くのだろうか──それはわからなかったが、それでも伸ばした。


「わけのわからないことをっ！」


　また、何か乾いた音が聞こえたと思った瞬しゆん間かん、再び痛みが駆け抜けて体が跳はねた。だが、おかげで朦もう朧ろうとしかけていた意い識しきがはっきりとした。


「早くしろ！」フランクリンが怒ど鳴なった。「次は本当に小僧の頭を撃うち抜くぞ！」


「──やってみろ」


　呟つぶやいたのは、瞳でも、千ち里さとでも、艦かん長ちようでもなかった。


　次の瞬間、突とつ如じよとしてフランクリンを振り返ったロシィは、男の両手をがっちりと摑つかんだ。間をおかずに、指の骨の全すべて、そして甲の骨が砕ける音が聞こえて、フランクリンの口から嫌いやな悲鳴が上がった。


「うるさい」


　容赦なく、ロシィは彼の股こ間かんを蹴けり上げた。


　その瞬間、フランクリンは白目を剝むいて泡あわを吹き、その場に崩くずれ落ちた。万年筆と銃は、ロシィの手の中に残して。


　ロシィは振り返ると、近付いて来て膝ひざを突いた。


　万年筆が転がる。それを慌あわてて艦かん長ちようが拾い、この場は、千里に任せて大丈夫、と判断をしたのか、静かに出て行った。


　バイザー越しに目が見えたと思ったのは、気のせいだったのだろうか。そこには、自分の顔しか見えなかったが、ロシィの口元は笑っていた。


「瞳……聞こえたぞ、おまえの声……」


　全身を苛さいなむ痛みに堪たえながら、瞳は微ほほ笑えんだ。


「そっか……」


「ああ……だから、もう一度呼んでくれ……私のことを……」


　ロシィはバイザーに手をかけると、静かにそれを引き上げた。目を閉じている。そのままゆっくりと、顔が近付いてくる。


　鼻と鼻が触れて、息が肌をくすぐった。


「ロシィ……」


　静かに、瞼まぶたが開く。綺き麗れいな菫色の瞳が現れ、瞳はそこに自分の目を見つけた。


「瑠璃ちゃん……」


　懐なつかしい笑え顔がおで少女は微ほほ笑えみ、静かに倒れこんだ。


　唇と唇くちびるが、時を隔へだてて触れ合う。


　その温ぬくもりと、甘い吐息を感じながら、瞳ひとみもゆっくりと瞼まぶたを閉じた──[image: ]
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「でも、びっくりしたよ。いきなり入院だなんて……」


　ベッドの脇わきに置かれた丸まる椅い子すに座り、病室を見回しながら、どこか落ち着かない様よう子すで、木き沢ざわ詠えい美みは言った。膝ひざの上には、鞄かばんと、中身を出して空になったデパートの紙袋が畳たたんで置かれている。


「悪いな、わざわざもって来てくれたのに」


　目だけを動かして瞳ひとみが言うと、詠美はぶんぶんと首を振った。制服の下で、大きな胸がそれに合わせて揺ゆれて、慌あわてて視し線せんを泳がせた。


「う、ううん！　あたしこそ、ごめんね？　まだ、固形物が食べられないのに、ケーキだなんて……ちゃんと聞いてから買えばよかったね」


「いや、食う奴やつは一杯いるから大丈夫だよ。千ち里さとさんとか、さ」


　笑おうとした途と端たん、腹筋に電気が走ったようになって、危あやうういところで悲鳴を飲み込んだ。これ以上、詠美に気を遣つかわせたら悪い。幸い、気が付かなかったのか、彼女は、この頃ごろの学校の様子を色々と話し始めた。


　それを聞きながら、瞳は病院の白い天てん井じようを見上げた。


　──原子力潜せん水すい艦かん『ヘルコック』での一戦から、すでに半月。


　結局、あの事件は人知れず闇やみに葬ほうむられた格好になった。


　気絶してしまったため、千里から聞いた話だが、両手の骨を粉々に砕かれたジェームス・フランクリンは、艦長のエドワード・ブラウン大佐によってその場で取り押さえられたという。もちろんすぐに、彼が仕掛けたといった爆ばく弾だんが探されたが、結局、原子炉からは何も出ず、万年筆もただの万年筆だったらしい。


『ヘルコック』は、急行した日本潜水艦隊に包囲される形で浮上、《ＭＭＰＳ》に関する資料、機き械かい装置一式、《パパ》博士こと、ルドルフ・ビアン博士を日本側に引き渡した。


　代わりに、南米での《ＳＥＡＬＳ》の裏切りを含めた今度のことを全すべて不問にし、フランクリンの身柄はアメリカに渡すことで、合意がなされていたのだ。


　あの戦せん闘とうで部下の多くを失った高たか幡はた勇ゆう二じ三等特佐──父は、その決定に不服そうだったが、あえて異いを唱えることはしなかった。


　さすがに、《パパ》博士がロシィたちを元に戻す手伝いをするなら、減刑もありえるという司法取引には、腸はらわたが煮えくり返っていたようだが、それも必死に飲み込んだようだ。


　ただし、決して高幡裕ゆ美み──母には近付けない、という条件は付けたと聞いたが、それは当然だろう。


（本当は、ぶち殺してやりたいに決まってるもんな）


　それを、ロシィたちのために我が慢まんしてくれたのだ。


　そのロシィ以下、六人の《ＭＭＰＳ》は、日本側が責任を持って適切な処置を施ほどこす、という大統領の約束で、全員を《ＳＳＳ》が引き取り、第一世代のアリシアから順に、過去の記き憶おくを取り戻し、遺い伝でん子し及び、外科的手術を含めた、体の治ち療りように入っている。


　難むずかしい話は瞳ひとみにもよくわからなかったが、骨に塗と布ふされた特殊な金属を剝はがし、成長に必要な各種物質の分ぶん泌ぴつを抑制していたブロックを解除してやれば、彼女たちの時間は、再び動きだすということだった。


「それでもやっぱり、普通の人のようにはいかないけれど……」


　辛つらそうに母は呟つぶやいた。


　成長期の新しん陳ちん代たい謝しやで、傷め付けられた体は脱皮をするように治りはするが、完全な健けん康こうというわけにはいかないということだった。


　瞳には、それはよく理解できた。


　たったあれだけの時間、スキルを使っただけで体がボロボロだった。筋肉は全身で断裂を起こし、内ない臓ぞうにまで影えい響きようが出ていた。疲労骨折も多数。戦せん闘とうスキルでなければ、もちろんこんな風にはならないのだが、彼女たちはもちろんそれを幾いく度ども使用していた。


　──静かに暮らせば、大人おとなにはなれる。


　それが《パパ》博士の言葉だったらしい。その後のことは、わからないという。そうだとしても、記き憶おくを取り戻した全員が、普通の体に戻って、大人になる道を選んだ。


　そして──残るのは、ロシィだけとなっていた。


「そうそう、栗くり原はらったら、毎日アリシア先生のお見み舞まいに行ってるみたいよ？」


「へえ……」


「だけど、絶対にどこの病院か、教えてくれないのよね。『俺おれたちの甘い時間を邪じや魔まするな』とか言っちゃって。あたしもお見舞いに行きたいのに」


　言って、詠えい美みは唇くちびるを尖とがらせた。


　だが、瞳には何も言えなかった。話すわけにはいかない。


　勝まさるは今度の一件の真実を、全すべて知っている。当事者となってしまったのだから、隠かくしておくのは無意味だし、記憶を取り戻したアリシアには、傍そばにいてくれる人間が必要だった。千ち里さとの弟であるということも、真実を知る資格のひとつにはなっていた。


　だが、詠美は違う。


　学校で起こった、警けい備び員に扮ふんした《ＳＳＳ》隊員の殺害事件は、ただの傷害事件として処理されて、いまは平へい穏おんを取り戻しているという。犯人も、逮たい捕ほされたことになっているが、もちろんそれは噓うそだ。


　発見した生徒も、大量の血と、目を開いたままの死体に驚おどろいて通報していて、脈を取ったり、呼吸を確かめたりしたわけではないので、ショック状態になるとそう見える、と言われてしまえば反論はできなかったようだ。


　母の奇跡の生せい還かんも、この頃ごろでは全まつたくマスコミには取り上げられなくなっていた。あまりも情報が出て来ないということも原因だろう。


　ジェームス・フランクリンが、その後どうなったのか、瞳ひとみは知らない。


　伯お父じも教えてはくれなかったし、父も同様だ。


　それに、別に知りたくもなかった。


「あ」


　詠えい美みの声に視し線せんを動かすと、彼女は窓の外を見ていた。


　この部屋からは、病院の正面玄関へと続く道がよく見えるらしいが、治るまで身動きのできない瞳はわからない景色だった。


「何？」


「お母さんと……ロシィちゃんが来たよ──じゃあ、あたし帰るね？」


「何で？　ゆっくりしてけばいいじゃんか」


「ううん、遠えん慮りよしとく」


「遠慮？」


「そう、遠慮。だけど──」


　すっと、耳に唇くちびるが触れるくらい傍そばに、詠美は顔を寄せて来た。


「──あたし、負けないから。栗くり原はらを見てて、素直になることに決めたの」


　ちゅ、といきなり耳にキスをされて、瞳はその未知の心地よさに、全身が震ふるえた。おかげで走った痛みは、必死に飲み込んだ。


　顔が離はなれた時、ドアの開く音がして、


「あら」


　と母の声が聞こえた。


「こんにちは、小お母ば様さま。それじゃあ、失礼しますね？」


「もう帰っちゃうの？」


「はい。宿題、やらなくちゃならないから──ロシィちゃんもまたね？」


「ん」


　こっくりと頷うなずいたロシィに、何だか意味ありげな微ほほ笑えみを浮かべて、詠美は大きな胸を揺ゆらしながら病室から出て行った。


（……わかんねえ。何か感付いてるのか？）


　しかし、いくら考えても思い当たることはなかった。勝まさるが調子に乗って話したということも考え難がたい。なぜなら千ち里さとの目が、始終光っているからだ。


（ま、いいか）


　あれこれ考えたところで、答えがわかるわけでもない。


「どう、調子は？」


　母の声に、瞳は目で頷うなずいた。


「悪くないよ。……他ほかの連中はどう？」


「記き憶おくの混乱もほとんど見られないわ。みんな、過去と現在の自分をうまく受け止めてくれてる。まだそんなに時間が経たっているわけではないから、これからも慎しん重ちように経過を見ていかないと駄目だけれど……」


「スキルの方は、そのあとってこと？」


「ええ。除去するにしろ、封印するにしろ、主人格がしっかりと再定着してからじゃないと危険だから。アリシアちゃん──エルちゃんは、そのままにしておくことに決めたみたい。これからも、先生を続けたいんですって」


　いいことだ、と瞳ひとみは思った。


　彼女たちは、ロシィを含めた全員が、身寄りがいなかった。そうした人物を集めたのではなく、集められた時に、過去を消すために親族は全員殺されたのだ。


　いまのところ引き取り手が決まっているのは《ウィッグ》だけで、彼女は、メグ・ギルバートとしての人生を選んだのだという。


　他ほかの少女たちは、《パパ》博士からの呪じゆ縛ばくがとけて、いまは静かに治ち療りように専念していると聞いていた。その後のことは、退院が近くなってから考えるのだろう。


「──で、とうとうロシィの番ってわけか」


「ん」


　見み慣なれた赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートを着た少女は頷うなずいた。顔には、いつものパールホワイトの眼鏡めがねがかかっている。


　ロシィはコートの前をはだけて、ひとつの眼鏡を取りだした。それは、フレームに桜さくらの花弁はなびらをあしらった、薄うすいピンク色をしたフレームの眼鏡だった。


「それが、《Ｇｌａｓｓ　Ｏｆ　Ｃｈｅｒｒｙ　Ｂｌｏｓｓｏｍ》か？」


「ん」


　簡かん単たんに壊こわれてしまいそうな宝物を扱うように、ロシィはその眼鏡を持っていた。


　瞳も写真では見ていたが、それは樹じゆ脂しに固められたものであったので、こんなに淡く美しい色をした眼鏡だとは、知らなかった。


「瞳」


「うん？」


　ロシィは菫すみれ色いろの目で、真まっ直すぐに瞳を見た。


「正直に言えば、わたしは怖い。わたしが──わたしの体が、おまえの幼なじみの桜さくら乃の瑠る璃りという女だということは聞いた。だが、この眼鏡をかけても、おまえの知っている桜乃瑠璃はきっと帰って来ない。それに……」


　言い澱よどみ、ロシィは視し線せんを泳がせた。


「それに？」


　手を引くように言う、


　震ふるえるように息をついて、ロシィは再び瞳ひとみを見、


「──それに、きっと、わたしも変わってしまう。おまえの知っている、ロシィではなくなってしまう。嫌きらいに……なるかもしれない」


　言って、また目を伏せた。


　体が動くなら、頭を撫なでてやって、安心させてやりたかった。だけど、動かない。間抜けな格好だが、仕方ない。


「ロシィ」


　呼ぶと、ぴくん、と肩を震わせて少女は顔を上げた。


「いいじゃないか変わったって。っていうか、変わんない奴やつなんかいないんだぜ？　俺おれだっておまえが来て、ずいぶん変わったって言われるし。だけど栗くり原はらも、木き沢ざわも友達だ。前よりもずっと仲良くなった。ロシィだってきっとそうさ」


「そうだろうか……」


「そうさ。俺は──瑠る璃りちゃんが大好きだった。おまえのことだって、もちろん好きだ。そんな二人が一人になって、何で嫌いなることがある？　だろ？」


　菫すみれ色いろの視し線せんを、瞳はしっかりと受け止めた。


　噓うそや方ほう便べんではない。


　瞳は、本当に心からそう思っていた。ロシィが来てから、いろいろ面めん倒どうもあったし、大変でもあった。だが、瑠璃がいなくなってからこっち、あんなにも楽しかった毎日はなかった。


　やがて、ロシィは静かに頷うなずいた。


「そうだな……わたしは、わたしだ。人は変わる。そして、それを恐れていては、大人おとなにはなれないな」


　手にした桜さくら色いろの眼鏡めがねを見つめる。


「……子供時代にさようならだ」


　目を閉じ、ロシィはパールホワイトの眼鏡に手をかけて外した。そうして、桜色の眼鏡をかけ、深呼吸をしてゆっくりと瞼まぶたを開いた。





　──おかえり


　──うん……ただいま！







《終》







　あとがき




　みなさま、お付き合いくださいまして、ありがとうございました。『めがねノこころ』これにて完結です。


　内容については、ここでは触れませんが、ロシィたちのその後に関しては、みなさんの御想像にお任せいたします。


　でも、機会があれば、また、その後みたいな話も書いてみたいですね。


　ちなみに、これを書いている現在で、一巻目には無事に重版がかかりました。


　実に、ありがたいことです。


　イラストを描かいてくださったいぬぶろさんには、銃器に関していろいろとお手間をおかけいたしました。


　一巻のピンナップの、眼鏡めがねまみれのロシィは……最高です！


　またお仕事をごいっしょする機会がありましたら、ぜひともよろしくお願いします。





　さて、このあとがきを担当さまに送ったら、今年は『茅ちの輪わ』をくぐって『夏な越ごしの祓はらい』をしてこようかな、と思ってます。


　去年、とある神社で見つけて、その時はくぐらずにいたので、今年こそくぐろうかと。


　もとは《邪神》を和なごめるための行事らしいので、私も身の内の《邪心》を清めようかな、と思っています。


　どうもこの頃ごろ、晴れ晴れとしないので……人には気休めも必要なのです、はい（笑）





　現在、次のお話についてもいろいろと思案中です。ぜひまた読んでやってください。


　それでは、また次の物語でお逢あいしましょう！





　二〇〇四年　六月上旬




ゆうき　りん







※『めがねノこころ』シリーズはフィクションであり、実在する地域、個人、法人、団体等とは何らの関係もありません。




ゆうきりん


埼玉在住。執筆の励みは、玩具と回転寿司。一冊上がると出かけて行って自分にご褒美。近著に『ヴァルキュリアの機甲』シリーズ（電撃文庫）、『オーパーツ[image: ]ラブ』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）がある。
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いぬぶろ


東京都世田谷区在住。機械類が苦手で、テレビを８年ぶりに買いかえたものの使いこなせていない。現在パソコンの不調に悩まされ中。困った……。




電撃文庫


めがねノこころ3





ゆうきりん
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